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はじめに
平成 17年 10月に教育学部から人間発達科学部に改組して7年目を迎えています。教員
養成政策の変化や、少子高齢化等の社会状況の変化を前に、「人を教えるヒトを育てる」をキ
ーワードに掲げる人開発達科学部の寄在意義や寄在感が徐々に憎していると実感してぷるこ
の頃です。長年に渡って教員養成学部を育て、支えてきてくださった諸先輩方のなかには、
学部を改組せざるを得なかったことに対して、いまだに無怠さを表明してくださる方もおら
れます。そのような熱い想いに感謝しつつ、この学部をさらに充実させていかなければなら
ないと思っています。
人間発達科学部は、改組前ち改組後ち、高等教育機関として、教員養成のみならず生涯を
遇した幅広い教育人材を育てるべく、地域や産学官との連携を維持拡大してきました。特に
改組後は、教員賛成機能のさらなる強化と現職教員の資質向上をめざして、附属学校園と協
力しつつ、富山県教育委員会との連携を深め、着実に優香な若手教員の輩出や現職教員の再
教育を担っています。
附属学校園との連携において、教育学部時代の平成 1~年度からスター卜した共同研究プ
ロジェクトは、 10年以上経過した現在では毎年 15前後のグループ研究が展開され、平成
23年度には延べ共同研究登録音が100名を超えましだ。
附属にも学部にち構成員の入れ替わりがある中で、このような自主的な研究活動が長期間
継続し、参加者が漕えていることは、両者が「とちに学び合いたしりという思いをちち、そ
の活動から「目の前の子どもたちゃ学生たちの育ちに貢献している」という実感が得られて
いることがうかがえます。
ご多聞にちれず、財源不足の状況の中では、今後は本事業の育効性や意義がさらに求めら
れることにもなります。これまで以上に本報告の研究成果がより多くの皆様や学校現場に役
立ち、成果を広く実感していただけましたら幸いでございます。そして、本報告や共同プロ
ジェクトへの忌I障のないご意見やご指導ご鞭縫を賜ることができましたら大変ありがたく容
じます。
今後とも人間発達科学部と附属学校園の連携にさらなるご理解、ご協力を賜りますよう、
I~＼よりお願い申し上げます。
平成23年12月 富山大学人間発達科学部副学部長〈附属学校連携担当〉
神川康子
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平成22年度のプロジェクトの概要
( 1）プロジェクトの実施体制
富山大学人間発達科学部と同附属学校園の共同研究プロジェクトは、平成22年で11 
年目を迎えた。本年度のプロジェクトは、昨年と同様、学部に設置されている附属学校運
営委員会の所管事業として実施された。問委員会のもとにプロジェクト推進のためのワー
キング・グループが設置され、企画・運営に当たった。プロジェクト実施にかかる経費は
学部共通経費から措置された。
(2）プロジェクトの内容
今年度の共同研究プロジェクトは、ここ数年来と同様、グループ研究を中山iこ進めたo
グループ研究は、学部および附属学校園の教員が、研究したいテーマを出しあい、そのテ
ーマへの参加者を相:arこ募ってグループを作り、グループごとに研究活動を進めるもので
ある。本年度は以下のような13のグループが作られた。 〈なお、諸般の事情により本報告書
に報告が収録されていないグルー プもある〉
グループ名 研究内容 代表者
国語科教育 研究発表会や教育実習などの機会を通して、よりよ 米田猛〈学部〉
い国語科の綬業のあり方を探る。
社会科教育 楽しく分かる社会科の授業づくりについて者える。 岡崎誠司〈学部〉
算紋・数学教育 授業実践や協議会を通して、委史学的な見方や考え方 j司原弘幸（附属
を育てる指導の在り方について追究する。 中〉
理科教育 理科の授業実践について、テーマを決めて、単元構 松本謙一〈学部〉
想を行い、実際の授業を通して、検証する。
音楽教育 よりよい音楽綬業のあり方について研究する。 松本清（学部〉
家庭科教育 新学習指導要領にもとづいた授業実践の開発と研究 磯崎尚子〈学部〉
を行う。
健康教育 児童・生徒の生活習慣について実態を捉え、 I~＼身と 神川康子〈学部〉
ちに健康な生活を送るための支援のあり方を探る
英語科教育 小学校における英語活動をさめ、楽レくわかる英語 岡崎浩幸〈学部〉
科の授業づくりを考える。
道徳教育 研究発表会や教育実習などの機会を通して、よりよ 野平慎二〈学部〉
い道徳浸業のあり方を老える。
グループ名 研究内容 代表者
生活・総合 幼稚園（生活単元学習〉、小学校（生活・総合〉の 松本謙一（学部〉
授業をビデオに撮り、授業分析を行いながら、支援
のあり方を探る。
校務情報化 セキュリティ管理をさめた、校務の情報化のあり方 小川亮〈学部〉
について検討する。
支援ツール開発 障害をもっ子どもたちの自立を促す支援ツールの関 阿部美穂子〈学
， 
発について研究する。 部）
ムーブメント数 幼児の運動遊び、小学校｛医学年の体ほぐしの運動、 阿部美穂子〈学
2目包Z 特別支援教育の自立活動や体育で実践するムーブメ 部〉
ント教育を取り入れた侵業づくりについて壱える。
(3）ワーキング・グループ会議
第1回
第2回
4月30日〈金〉
6月 3日〈木〉
・今年度の企画・参加者募集について 〈持ち回り〉
・今年度のグループの決定 （持ち回り〉
第3回 1 1凋 2日〈火〉 ・来年度のプロジェクトのあり方の検討
(4）運営組織（平成23年3月31日現在〉
①附属学校運営委員会
・学部 北村潔和〈学部長〉、小川亮〈附属人間発達科学研究実践総合セ
－附属幼稚園
－附属小学校
・附属中学校
ンター長〉、岸本忠之〈教務委員長〉、野平慎二（発達教育学科
長〉、堀田朋基〈人間環境システム学科長〉、笹田茂樹
松本謙一（園長〉、平井久美子（副園長〉
岡崎誠司（校長〉、宮崎新信（副校長〉
米田猛〈校長〉、鎌仲徹也（副校長〉
・附属特別支援学校 大川信行〈校長〉、近江幸人（副校長）
②ワーキング・グループ
・学部 小川亮、笹田茂樹、田尻信一、野平慎二〈長〉
－附属幼稚園 吉田真寿美
－附属小学校 北岡明
・附属中学校 新田稔
－附属特別支援学校野原秀年
2 
r、
グループ研究
国語科教育研究グループ
国語科授業の実践的探究
代表者米田猛（学部〉
附属小学校草野剛、北岡明
附属中学校 作道正也、長津信行、長井基典
学 部米田猛
1 . 活動の方針
附属小学校・附属中学校の日常的な研究活動に即した研究実践内容にする。具体的には、
(1）研究発表会で公開する綬業や校内研究援業などの学習指導案検討を行う。
(2）日常的な授業において、おEいに観察を行う。
(3）教育実習の指導の在り方について、検討を行う。
したがって、特別に研究主題を設けてする研究ではない。また、上記（1）～（3）の研究は
附属教員にち学部教員にも喫緊かつ重要な課題であり、この研究を行うことは、そのまま
附属学校園の使命を果たすものでもある。
2. 活動の実際
2010年5月6日（於附属中学校〉
(1）附属小学絞「蓄の教育研究発表会」（2010年6月2日〉における公開授業の学習
指導案倹討会を行う。
「いろいろなくちばし」（小学校1年侵業者・草野剛〉
「インタビュー名人になろう～先生方の魅力を引き出す～」
（小学校5年侵業者・北岡明〉
2010年10月15日〈於附属小学校〉
(1）教育実習における実習生指導の在り方について論議する。
① 実習生に侵業させる単元・教材について、年間計画の時点で決める。
② 実習生が基礎的・基本的な知識・技能を学べる教材を選i5¥o
③ 毎年同じ教材ではなく、意図をもって選15¥o
④ 学年のバランスを考え、文種等のバランスをとる。
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⑤ 学部から、学部・教育法で指導している指導案を提供した。
⑥ 学部から、実習生への指導内容について資料を提供した。
‘（2) :a見授業について日程と参加状況を確認する。今回は附属小学校の「冬の教育研
究発表会Jlこ向けての援業をその対象とする。
2010年12月7日（於附属小学校）
( 1）附属小学校「冬の教育研究発表会」（2010年1月26日〉における公開慢業「目
的に応じだ説明の仕方を考えよう」（小学校5年 慢業者・北岡明〉について、協
議する。
3. 活動の成果と課題
(1）附属校圏の重要な使命であり、かつ日常的に常に問題意識のある「教育研究発表
会」の綬業検討〈事前・事後〉について論議できだことはよかったo 特に、小学校
・中学校の授業について〈本年度は特に中学校が小学校のことを〉知ることができ
疋のは、小学校・中学校の連携の観点から収穫である。
(2）附属校圏のもう一つの重要な使命である「教育実習」について、学部と附属校園
とが情報交換できたのは収穫である。今後具体的な教材〈実習で扱う教材〉につい
て、学部と附属校園との連第を強化し、実習生に対して一貫した指導ができる‘よう
に、工夫しだい。
(3）本年度は、附属小学校の授業を中I~＼に研究・実践を進めた。来年度は、附属中学
校の授業を公開する必要がある。新学習指導要領「国語」における小学校・中学校
の連携について、研究的実践を遇した検証が必要であるo 特に「国語科」の言語活
動例の扱いや「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の指導の在り方、「話
すことJ「書くこと」の表現指導に関する実践課題がある。
〈米田猛〉
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附属小学校
附属中学校
社会科教育グループ
「おもしろい社会科授業」の創造（5)
岡崎誠司・笹田茂樹
松井昌美・岩滝修二・阿久津理
山田智子・堀内和直－．坂田元丈
1 .研究の目的と方法
これまで本共同研究プロジェクトでは、公開された社会科授業の観察・批評を通して、
あるべき社会科綬業の姿を探求してきた。そして、三年前までは、「資料活用能力とは伺
か」「思考力とは伺か」に焦点を当ててあるべき社会科授業の姿を明らかにしていった。
ただし、一昨年度より評価問題の検討を通して、上記の聞いに答えていくこととした。そ
の際、実践しだj受業との関わりのもとで、評価問題とその背景となる理怠を明らかにしよ
うとした。そこで、本年度ち一昨年度、昨年度に引き続いて、綬業実践との関わりのもと、
評価問題を検討し育成するべき能力を明らかにすることとした。なお、本年度は、偶然に
も全ての提案において思壱力（思考・判断・表現の能力〉に焦点を当てて、評価問題の在
り方について議論を深めることができた。以下、研究目的と方法を明示し、共同研究プロ
ジェクトの概要を説明する。
( 1 ）研究の目的
・ 侵業実践の事実を明らかにし、実践後実施しだ評価問題を検討することを通して、学力
についての考察を深める。
(2）研究の方法
各会合での提案者を決め、提案する評価問題は評価に至る過程での侵業内容と合わせて
提案し、それぞれ協議する。そうして、「おもしろい社会科授業の条件」すなわち社会科
学力の定義仮説を探求する。具体的な提案者は以下の通り。
第1固共同研究プロジェクト（7月〉 研究の目的と方法の検討・研究計画案の検討
第2回共同研究プロジェクト（7月〉 評価問題の検討：松井昌美・堀内和直
第3回共同研究プロジェクト（10月〉 評価問題の検討：阿久津理・坂田元丈
第4回共同研究プロジェクト（12月〉 評価問題の検討：岩滝修二・山田智子
3固にわたって実施した評価問題の検討は、「附属小学校の実践と評価問題」そして「附
7 
属中学校の実践と評価問題」、というように組み合わせた。これにより、小学校と中学校
での発達段階の遣い、めざすべき学力の違いを明確にしようとしたのである。なお、検討
会の提案においては、これまでと同様、評価問題の実物はもちろん、評価範囲・評価問題
作成の意図・評価基準を明らかにするよう努めた。それぞれについて、昨年度同様、以下
に確認しておこう。
く評価範囲〉
具体例として提示した評価問題は、「実際の慢業でどのような学習範囲に該当するのか」
を明示することにした。必要があれば、検討会において教科書の該当ページのコピーを配
布した。
く評価問題作成の意図〉
「なぜこのような評価問題が作成されるのかJ意図を明示することによって、評価問題
が適切なものかどうか議論を深めた。ここでは、作成者の学力観や学習指導要領の解釈が
検討されることになる。
〈評価基準〉
個別的個性的な侵業であれば、評価問題に対する評価基準は、やはり個別的個性的にな
らざるを得ない。これを作成者が明らかにすることで、学年に応じだ発達段階の仮説を設
定できるだろう。
以上の手順・視点で進めてきた共同研究プロジェクトをまとめるに当たり、一定の結論
を出すことはしていなし＼0 本プロジェク卜の最大の目的は、メンパ一一人ひとりの教師と
しての力量形成にある。したがって、一人ひとりがどのような実践を積み、どのような学
力観に至ったのかを大切にしたいと考えているからである。そこで、基本的には、全員が
執筆することにレて、単元の実銭概要・評価問題・成果と課題を全員書くことにしつつ、
具体的内容については自由記述とした。今年度は，小学校第3学年から中学校第3学年ま
で義務教育の全ての学年における実践・評価問題をもとに思考力に焦点を当てて議論を進
めることができ，より一層の充実を図ることができた。そのような過程を経て、本プロジ
ェクトは、さらに数年かけて、この研究を進め、成果を挙げることをめざしている。
小学校ち中学校もともに平成23年度より新しい学習指導要領の実施を目前に控え、い
よいよJ受業改善は待ったなしの状況となっているo 富山県教育界の中核的評在である附属
小中学校は、公開授業研究会や小学校教育研究会・中学校教育研究会の研究推進絞として
大きな役割を担っている。本研究プロジェクトが、構成員にとって有刻な研究ステップと
なる一歩であると信じている。
〈岡崎誠司〉
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2.小学校第3学年思者判断能力の仮説設定
一単元「jkヶ山の白ネギづくりJの評価問題の検討を通して－
( 1 ) 単元「jkヶ山の白ネギづくりJ実践概要
教材とする富山市八ヶ山地区は県内最大の野菜産地であり、白ネギの単収は10年連
続で県一番である。涼しい気候を好む白ネギは富山県での生産力T適しており、水田の転
作として長く作られてきた。八ヶ山地区のネギづくりを取り上げることで、高年齢化と
いった問題点も抱えながらも、連作障害を防いだりよりよい昂種を育てようと研究を続
けたりするなど、地域が一体になって農業に取り組む様子が見えてくる。出荷に至るま
での工程や人が働く様子を間近に見ることで、子どもたちが生産者の願いや努力をとら
えることができると壱えた。
① 地元の野菜を地元で消費しない
富山白ネギは、富山市八ヶ山地区・大山地区、氷見市、射水市、立山町など県内各地
で作られている。県の野菜販売の30%を占める代表的な野菜で、統一フランド「富山
白ネギ」は、 8月から12月まで、中京方面を中山lこ出荷されている。特に、 10月・
1 1月の市場でのシェアは、 25～50%前後を占めるまでとなっているo 中でち、八
ヶ山で作られた白ネギは100%中京方面に出荷され、県内のスーパーには並ぶことは
ない。
野菜生産額全国最下位である富山県の野菜が、全国1位の北海道産と同じように店頭
に並ぶことに、子どもたちは驚くであろう。そして、 「どうして、八ヶ山のネギが中京
地区に届けられるのか」探っていくことで、昧、昂質、新鮮さなどのよさや作り手の工
夫に気づいていくことができると思われる。また、愛知県・岐阜県などの中京地区と八
ヶ山地区の位置、高速道路の整備といった社会的な条件にも注目レていくであろう。
② 八ヶ山の単収が極錨に高い
｝＼ヶ山地区の単収は県内の産地である氷見、新湊、立山、黒部と比べると、 4.1トン
〈平成21年〉と、ずば抜けて高い。統一ブランドとして「富山白ネギ」を作っている
のに、他の地区と差があることに子どもたちは驚くであろう。平成23年、猛暑の影響
で、砂地を利用した畑で作る氷見市の生産は約半分となったo しかし、八ヶ山では平年
の7～8割となっており、写真で比べると、生育の遣いは歴然としている。子どちたち
は、 「どうレてこれほど生育の違いがあるのだろう」と、環境や作り手の工夫に目を向
けていくことができると考えた。
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③ 4昂穫の作付け
J＼ヶ山地区では、毎年12月、次年度植え付ける昂種を決めるためのテストを行って
いる。気候条件が年々変化していることに対応するため、数種類ちの穫を植えて収穫率
の高いものを4種類選んでいるのである。
子どもだちは、同じ作物を時期をすらして育てたことがなく、一見非刻率的に見える
作業に矛盾を感じるであろう。しかし、 1日の仕事量、平均気温、収穫する時期の遣い
に注目していくことで、農家が自然条件を生かしながら効率的に作業していくことに気
付くことができると思われる。
④ 生産者の高齢化
ネギ畑や作業所、選果揚などの見学やインタビューを通して、仕事の様子や農家の方
の思いなどに触れていく。実際の作業の様子を間近にして、子どもたちは八ヶ山のネギ
生産が高品質で高収量であり続ける理由を考えていくであろう。しかし、八ヶ山の白ネ
ギ生産者が平均70歳だということを知ると、これまでの学習で分かったことや自分で
考えたことを基に、白ネギ農家の一人一人の技術やほこり、産地としての工夫をとらえ
直していくであろう。そうすることで八ヶ山という地域や富山市での農業を一層壱えて
いく学習となるようにしたい。
全体計画（全10 時間）
時間 主な発問 主な資料
① 八ヶ山でつくった野菜がどうして中京方面のス －富山市の特産物
ーパーで売られているのだろう。 －市場シェア －チラシ
② 八ヶ山のネギは、他のネギと伺が違うのだろう －八ヶ山、北海道、氷見ネギ
か。 －白ネギ作り方の特徴
③ 氷見市は不作だったのに、八ヶ山のネギの生産量 －両地区写真 ・単収
が減らなかっだのはどうしてだろう。 －ブロックローテーション
④ J iヶ山の震家が、ネギを4種類作るのはどうして －作業暦力レンダー
だろう。 －収穫量
⑤ 農家の人は、どんなことを工夫して作業している ・見学
⑥ だろう。 〈予想・見学〉 －インタビ、ユー
⑦ 〈農家・農業普及指導員〉
⑧ 大揚さんが「仕事をやめだいな。でも、やめられ －農家年齢構成
ないな。」と言われるのはどうしてだろう。 －晶質チェック表
・作業写真
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⑨ 
⑪ 
J ＼ヶ山の農家は、これからどのように農業をすす
めればよいだろう。
－富山市農業生産マップ
・地図、新聞記事
(2) 評価問題（共同研究前の問題と改善後の問題）
0 つぎのしりょうは、かぶづくりの 1年間の仕事（富山市音川地区〉です。
4月 I5月 ？月 9月 I10月 11月 I 12月 3月
。。恥孟を孟叫がらう勾をつくる ＠砲を孟〈， 
。トラヲヲー の南にひ軍司．種ろの‘ 崎日WI磁='lを入れる． ??
?
?
??
〈
． ??
． 、 ，
? ??? 一ー」ー「1
＠＠。
取り入れ －~－·~Illの千よいづりの工唱へ
????
1年間に、か15＼のたねを伺固まいていますか。 口回
伺月から伺月まで取り入れの仕事をしていますか。 ロ月 ～口月
みきさんは、か15＼づくりのしりょうをもとに、くれはのなしづくりについてしら
べました。すると、農家の人だちは、.1年間におよそ5昆種（ひんしゅ〉つくって
いることが分かりました。なし震家が、 1品種ではなく伺種類をつくっている理由
を上のしりょうをもとに答えましょう。
ねらい 農家が同じ作物を何回にもわけでつくる理由を問う。
問題点 かi5＼を分けて作っていることとなしを分けて作っていることで、
同じことが言えるか丁寧に問わないと、子どもは答えられない．
0 ③の改善後の問題
みきさんは、くれはのなしづくりについてレらべました。すると、農家の人たちは、
1聞におよそ5品種をわけでつくっていることが分かりました。なし農家が、1昂種
ではなく5昆種作っている理由を、かぶを何回ち分けてつくっている理由をもとに答
えましょう。
「ーーー ーーーー
正答例 （正答率70%)
なしを分けて作ることで、か13＼のようにしゅうかくする期闘が長くなり、安定
した収入をえることができるから。
なしを分けて作ることで、かぶのようにしゅうかくする期闘が長くなり、長い
間お客さんになしを届けることができるから．
なしを分けて作ることで、か1-S.のようにしゅうかくする時期をずらすことが
でき、長い間しゆっかできるから。
誤答例
種類が多いとお客さんに喜んでもらえるから．（か13＼を例にしていない）
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0 つぎの写真は、かまぼこ工場のどんな作業とにていますか。 〈 〉に、 書きましょ
う。まだ、そのような作業をする理由を書きましょう。
ねらい 消費者の信頼を高めるための生産
者の共通した工夫を問う。
問題点 計量なのか、横査なのか、写真から
は作業の様予が把握できない．
改善点 工場・農家と違う仕事を関連して問う
ならば例を一つあげて答えさせる。
0 改善後の問題 つぎの文は、かまぼこ工場の仕事について説明したものです。ネギ
づくりとどんな所がにていますか。口にあう言葉を書きましょう。
安全・安心できるかまぼこをおくるた
めに、つくったあとに一つ一つけんさ
している。
安全・安心できるネギをつくるために
正答例（80%)
基準にあつだネギがどうか一つ一つ
長さをはかり、けんさしている。
誤答例
心を込めて一つ一つていねいにつく
っている。
(3) 考察
ひんしつの高いかまぼこをつくるた
めに、よい原料をえらんでいる。
ひんしつの高いネギをつくるために、
正答例（90%)
土の栄養がいきわたるように、作る
場所を毎年変えている。
富山の気候にあった昂種をえらんで
つくっている。
知識で答えられるためか、誤答は少
ない。
地域の生産に携わる工夫を概怠として獲得していると、授業とは遣う作物で
あっても、 「農家」と「工場」といった遣う仕事に対しても、学んだことを応用
して考えることができる。
思考判断の力を問うたつもりでも、作成した問題と学習した内容が重なるこ
とが多く、結果として知識を問う問題となることがあつだ。立場や観点を変える、
共通点や相違点を導き出すなど、中学年なりの社会的な男方・考え方が育ってい
るかどうかを問う問題はどうあればよいか、今後研究レていき疋い。
〈岩滝修二〉
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3.小学校第4学年 「社会的な思考・判断力」を育成する浸業概要と評価問題
( 1 ）単元「富山の水 ～水はどこから～」の実践概要
① 学習指導要領の解釈
本単元は、「地域の飲料水の安定供給のしくみや工夫について分かる」とともに、「地鼠
社会の特色が見えてくること」がねらいである。
今回の改訂では、資料の読み取り、意昧の解釈、特色や関連の説明、者えの論述といっ
た言語活動や公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力の育成を重視している。
そこで、本単元では、富山県の水を取りま・く様々な視点や立場に着目して、富山県が抱
える水道水の問題について討論する慢業を取り入れていつだ。
② 「単元の本質」ととらえること
富山県には、立山からの豊富な雪解け水、j司川など、恵まれた水の自然環境がある。水
道水以外に地下水を利用している地域が多いのちその特色の1つである。一方、水源と
なる淘川がなく、他の地域の協力が不可欠となっている地域もある。人口の減少や節水
に伴う水道使用量の減~、設備の老朽化と更新費用の措出という課題ち抱えている。
本単元では、「自然の恵みを生かし、飲料水をとりまく課題と向き合いながら安定供給
を司能にしようとする人lマの営みによって飲料水がつくられ、送られている」という他
の地域にち応用できる知識を身につけていくことが単元の本質であると考えた。
③ 学びがいのある教材と子どちたちの実際
本単元の主教材に、 「水道水を取りまく現在の課題」 を扱い、追究していくことで、地
域の自然条件や社会条件の特色、 そして、地域と水道事業との関係が自ずと見えてくる
と害えた。まだ、「水道水を取りまく現在の課題」について追究する過程では、「水に恵
まれだ富山県だからJという認識とは異なる、「自に男えないところでの人々の働きや工
夫、努力があるのではないか」という視点へも目が
向くと考えたからである。
子どもたちは追究の中で、赤さびが出、亀裂が生
じ、漏水や破裂事故にもつながるという「水道管の
老朽化Jの現状を知った。水道官や浄水揚等の設備
は古くなり、現在、更新の時期に来ている。「富山
市の人口」は増加しているにちかかわらず、「水道
使用量」は減少傾向にある。「節水の意識」から見
れば、「よいこと」ととらえることができる。レかし、「水道料金からの収入」と「水道
水をつくるだめの費用（設備更新の費用ち2める〉」の推移を見たとき、多額の赤字が出
ていることを知り、子どちたちは箆きと不安を感じていった。「新レい浄水揚建設の費用
は、返済していかねばならない。古い水道管は、取り換えないと大蛮なことになる。で
も、お金がない。どうすればよいのか」という切実な問題意識が生まれた。そして、子
どちだちなりの解決策を、「水道水を作る人」「水道水を届ける人」「水道水を使う人」な
どの様々な立場や視点で考えられること、利点や問題点があることに気づいていった。
13 
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入りロ
・富山は、水が有名だよ”
. r富山の名水』ってよく聞く
よ。
• r富山の名水Jの商品がたく
さんあるよ。
・立山の曾解け水がおいし
くて冷たい水になるのね。
・森もきれいでおいしい水
をつくってくれる。
・県内には、地下水や湧水
がたくさんあるね。水道水
とどう違う？
(2）自信や見通しをもっ学習活動の股定
2・次；浄水喝の衡をや水道水の供給のLくみiごついて調べ、考える..:. 6時間
3次の入り口までに、．子どもは『富山市の水道水を安定供給するしくみや人々の働きjを
理解しているごとが大切である。.:; 
入り口
・自分たちが日ごろ使．
っている水道水もおい
．しいと評判だ。
・富山市の流杉浄水場
で水をつくっていると ト自然の水ではなくて、人がつくっている。
聞いたことがある。 ）.だから、水道料金がいるんだよ。 ー
・常願寺川の水が水源。有
峰ダムの森林がよい水をつ
くっている。
・流杉浄水場ではそのよい
水をさらに安全な水にっく
り換えているよ。
・枠水場から水道管で家や
学校に運ばれてくるのね。ー
(3）本質に迫る場の設定
3次富山市が抱える水道水の問題について、解決策を考える・・・5時岡 本時2/5時
本単元の出口は、『自然の恵みを生かし、飲料水をとりまく課題と向き合いながら安定供給
を可能にしようとする人々の営みによって飲料水がつくられ、送られているJという他の地
域にも応用できる知織を身につけていくことである。さらに、 f地域が抱える水道水の問題j
について自分なりの価値判断をすることである。
そこに向かうにはよ『新しい浄水場建設の費用は、返済していかねばならない。古い水道管
は、とり換えないと大変なことになる。でも、お金がない。どうすればよいのかjという切
実な問題意識が生まれてくることが大切である。 f水道管老朽化による破裂事故の実際の写真
や被害状況J、lf水道使用量の減少や今後も続く多額の赤字の予測jのデー タjなどを提示し、子
どもの思考を揺さぶってい〈。
入り口 出口
・富山の自然が豊かで
質の高い水を生み、 t争
水揚でさらに安全な水
にして送られている。
こんなに苦労してつく
っている富山のよい水
を、もっと有効に使う方
・値上げしたらいいよ。それは因るよ。 l法を考えたらいい。
・もっと使うようにしたら？節水が大事だよ。『』
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(2）評価問題
平曜22t事虚富山大隼人網目量純竿毎耐.小学後 ••2繍 ’傘剛 力巴めし
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且....その理！ilf:答えましょう．
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(I，引｝
※ ｛資料2 （ガスが届く まで）］［資料3 （発電所の位置の分布、水力発氾者の説明、
屯力会社の人の話）］は省略
① 作成の意図
各問題では、 以下の患者力が導き出され、評価できるように留意して作聞をした。
日 －囚（2）：【因果思考）・ ・・結果〈資料〉の原因を、学習しだことや資料を基に考
える
・ある条件 （資料〉 の基での苅策を復叡の立場で考える図
固
囚（1 ) ：【比較思考】・
② 評価基準
：〔条件思考】・
：［関連思考〕・ －問題文や資料から関連づけて考える
・資料を比べ、相違点を見つける
解答は、上記の解答欄参照。
(3）成果と課題
① 成果
平均点は、 87点。正解率は、囚 83%、固 96%、固 86%、囚（ 1)91%、囚（2)
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88%だった。
全て、記述式の思者力を問う問題を作成したが、予想以上に子どもたちはしっかりと記
述、解答していた。
固では、これまで学習してきた富山県の事例を他県にあてはめて者えることができた。
固では、人口の摺加と川の汚染について関連づけて考えることができた。
囚（＿1）では、既習の「水道水」と未習の「ガス」ができるまでの資料を比較し、「原
料の確保の仕方」「施設の揚所の特徴」「輸送方法」「製造方法」などの観点から違いを見つ
けていった。水道水とガスには、具体的な遣いはあるが、子どもたちが比較し見つけてい
った「観点」は共通である。その観点こそが、単元の本質である「供給物の確保や安定供
給の工夫」につながるものであると考える。
水道水の学習で、富山県の水が豊富なのは、自然環境の豊かさと関連があるということ
を学んでいる。囚（2）では、水力発電の資料や地図帳と既習事項を関連させて考えてい
くことができた。
学習したことを発展させて者える力を問うなら、固で、「ガス料金が値下げしたのは、
なぜだろうか」という問題ち考えられる。
② 課題
目は、水道事業の赤字問題とその対策について学習してきたことを生かして、給水料金
の値下げの原因を者える問題である。一番正解率が悪かった。そこから次のような課題が
見えてきだ。
「水道料金を変えているのは、なぜかJという聞い方があいまいであり、「値上げ」
「値下げ」の両方に注目した解答が見られた。教師は、見出しとグラフの近年の変化か
ら「値下げ」に注目し、その原因を考えていくことを意図していたことから、問題文を
より具体的にする必要があることが見えてきた。例えば、「値下げしているのはなぜで
しょう」と聞い、「値下げ」に着目するようにする。「13～1 9年度のように変えてい
るのはなぜでしょう」とグラフで着目する揚所を指定するなどである。
授業で「値上げ」について学んだことを生かして考えた解答ではないものや、学
んだことを間違って解釈している解答ち多く見られた。今回は、問題の聞い方にも原
因があったように思う。例えば、「援業で『値上げ』をしたことを学びましたが、その
ことをちとに次の聞いに答えましょう。」という文を始めに伺け加えて補うという方法
もきえられる。
子どものグラフの読み取り方の力を一層伸ばしていくことも課題であると男えてき
た。教師の方で着目するグラフの箇所を指定しなくとも、グラフ全体の変化の特徴をと
らえる力を伸ばしておきだい。今一度侵業の中で押さえていくことが大切である。
（松井昌美〉
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4.小学校第5学年・思者判断能力の仮説設定
一単元「わだしたちの生活と食料生産」の評価問題の検討を通して一
( 1 ）単元「わたしたちの生活と食料生産～日本の水産業の未来～」の実践概要
①単元構成について
本単元では、新学習指導要領5年内容ア「水産業が国民の食生活を支えていること、外
国から輸入しているものがあること」イ「食料生産物の分布や土地利用の特色」ウ「人々
の工夫や努力、運輸の働き」を調べ、食料確保の重要な役割を果たしていることや自然環
境と深いかかわりをもって営まれていることを者えられるようにしなければならない。水
産業を選択した際には、このア～ウを遠洋漁業、沖合漁業、沿岸漁業といった日本の水産
業の特色に合わせて学15＼必要があると考える。そこで最初に、富山県の沿岸漁業を取り上
げる。第1次で富山県の水産業を扱うことによって、子どもたちは中学年での既習事項を
生かすこともできる。
富山県の水産業は、 7割が定置網漁であり、沿岸漁業である。そこで、沿岸漁業を主と
して、ウの内容の食料生産に従事している人々の工夫や努力を学習内容とする。富山湾と
いう自然環境を生かしてどのように工夫をしているのかという内容を身近な例で学ぶ。そ
こでは、自分だちの食生活は、富山県だけでは支えきれていないことに気づくだろう。そ
して2次、 3次において沖合漁業や遠洋漁業について他の港を倒にしてアやイの内容を学
べるようにする。なお、その際には最初に学習した漁港の工夫が魚価を高めるためである
という経済的な視点をもてるように配慮し、．魚価を高めるという努力の背景にある「限り
ある資源をどう生かすか」という本質に触れられるようにしたいと者える。
重f践・宅言のF造園〉 Hll.6.2現在，~a! 念的踊t諺！手提言＇ifおぞ守、気象発進tr店一日本の水底蹴の朱来～」
M E霊祭湾主主諸説鶏政~t~l｝~認識退宮急電~~も協な長守諸富島宅出獄協三室主宅需怒る．
2努書留籍軍三lJ側港ん‘魚筒
懇で ｜探1'j各皇室長！”
したい lや努力をしている．
? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
? ?
??
※①～⑨は順序を、 A～Mは評価の視点を表す】
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【教材構造図
② 実際の様子
0 全体計画く略案＞全12時間
主な学習活動
第1次富山県の水産業の現状と課題 （4時間）
0富山県の漁業の現状を知り、魚津漁港の問題点について考える。（2時間〉
0魚津漁港の市場での取り組みについて考える。（2時間〉
第2次日本の水産業の現状と課題 （6時間〉
0漁港による生産額の遣いの要因を予想し、調べる。（2時間〉
0海流による魚種の遣い、漁の遣い、加工の仕方の遣いをもとに要因を考える。（2時間〉
O生産地と消費地を結15＼運輸の働きについて考えるけ時間〉
0日本を取り巻く水産資源の問題について考える。（1時間〉
第3次これからの資源の使い方を考えよう（2時間〉
0水産資源の現状を踏まえ、生産者の立場、消費者の立場のよりよい在り方を考える。
0これからの水産資源とのかかわり方を水産関係機関に伝えよう。（1時間〉
1・2時間目 富山県の漁業の現状認識
－主な発問 富山県は漁業をどのように行っているのだろう
・主な反応 定置網漁業の様子、漁師の抱える問題
（富山湾という自然環境の活用、魚価の倍下、燃料高騰による問題〉
3時間目・ 4時間目 魚津漁港の市揚での取り組みの理解
－主な発問 新しい市場ができたら、魚価はどうして上がったのだろう
・主な反応 魚の品質管理の徹底
(1時間〉
（床の上に置かない、塩氷で冷やす、密閉構造での温度管理・ビニールで保護〉
~ ！／、I/_ I，.〆i',i;: Rf i’！万
、Jl-t-.崎M 1...•>J..:f-·、 h・，p肉、..・”‘・ －・.，.・l!t~•, ‘・H ・. ＇＂＂＇・~－·・・・・..・・・
¥ ?.'fl 
〔4時間自の板書 魚津漁港の取り組みと他港の生産額〕
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5時間目 漁港による生産額の遣いについての予想
・主な発問 波崎と枕崎は、（繕量がほぼ同じなのに）なぜ生産額が大きく違うのだろう
・主な反応 市掘を新設、高級な魚がとれる、質がいい、魚津でしていない工夫がある
6・7・8時間目 海流による鱒縫い、識の脳、加Iの仕方を視点としての調査・櫛
－主な発問 枕崎はどんな工夫をして魚価を挙げているのだろう
・主な反応 魚の種類の遣い、とり方の遣い、ルールを決める、加工食昂、ブランド化
9・10時間 生産地と消費地を結15＼運輸の働きについての理解
－主な発問 水揚げされた魚はどのように運ばれているのだろう
－主な反応 氷を利用、保冷車で素早く運ぶ、全国の交通網を利用している
1 1・12時間目 日本を取り巻く水産資源の問題解決に向けてのアイディア
－主な発聞 これからの日本の水産業はどのように続けていけばよいのだろう
－主な反応 生産者は消費者ニーズに対応しているが、育てる漁業が重要。消費者ち日
本の水産業の現状を知って、商品を選ぶべきだ。
(2）評価問題
教材構造図を基に、学習した知識のどの知識を問うかを明確にして問題を作成した。問
題と教材構造図との闘連は以下の通りである。
観点・出題の意図 〈観点…思・判、知・理、技・表〉
問題番号 観点 知識の構造図 出題の意図
( 1 ）③ 知・理 A・E －「その日のうちに、短時間で」をもとに、
沿岸の特徴、富山県の定置網を想起する。
④ 授・表、知・1' E・F・K 特別な名前→ブランド化という知識を想起。
「枕崎 81かつお」の知識から考える
⑤ 思・判断、知・理 A・C・F ・潮の流れで魚が移動→流れがぶつだる潮目
K 魚体温度を確認→活じめという工夫
短時間で市場ヘ運15＼定置網→新鮮さの保持
(2) 知・理 c －魚津の高度衛生管理、消費者ニーズ（4明習）
※（3) 思・判 B • I・し ・畜麓という宋知の社会的事象に対して「豊作
霊点問題 貧乏〈供鎗量と価格の関係〉」「震殖漁業による
価格の安定化」という知識を用いて説明できる
かを問う。しの者え方を理解しているかをみる
(4) 技・表 E ・ I －複数の資料を関連伺けて者える
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(3）考察～プロジェクトでの桟討会より～ 〔評価問題（3))
(:f)魚体漁港では、次のような取り組みを ｜ 魚紬也安定・長期受注へ実験
行うことにしました
記司Eにl立 r~H豊（とった魚を飼育すること）
をおこなうことで価格が安定する』と書いて
あります なぜ安定するのでしtうか．その
仕組みを鋭明しましkう。
く説明＞
北日本新聞 2010. 4. 9より
問題（3）は、評価の観点を「思考・判断・表現」とした。ここでの思考は、「既習の知識を
関連付ける力」とおいた。解答例としては、構造図のB・卜しの知識を用いた 「大漁だった時に
そのまま売ると豊作員乏のように価格力f下がってしまう。だから魚をいけすで飼っておいてあま
りとれなかっ疋時に売る。そうすれば、いつも同じくらいの価格になって安定する」といつだ解
答を想定し疋。
畜震という社会的事象は、年間を通して水産物を供給するという目的がある。そして安定供給
によって価格ち安定し、 一定の収入が見込めるというものである。さらに水産物のブランド化を
図る上で、年聞を通して寒ハギが供給できるという状況は、地域の活性化という視点においても
大蛮意義深い。子どもたちにとって、初めて出会う社会的事象を取り上げることは、思考・判断
の力をはかるには適当であろう。解答をみると、「計画的J「出荷する霊を決めるJ「とれる時期
ととれない時期があるので」「出荷の時期をずらす」など単元を通して獲得した知識を用いて答
える姿ち見られた。
子どちたちがこの問題を解く際の理解の助けとなるのは1情報は新聞記事である。原文そのまま
を掲載したが、子どもたちには情報量が多いという指摘があった。作聞に当たって問題文に畜震
の意昧を載せ、解答できるようにしたが、発達段階に合わせ答えやすい形にすることが必要だと
いう指摘があった。「魚津漁港の人はなぜ、畜麓をするのですか、その理由を答えましょう」と
いう問題文ち考えられる。
また、 本単元では経済的な視点を入れてj受業を行ったため、価格をもとにして解答をする児童
が多く見られたが、単元構成によっては、 「価格という言葉を用いて説明しなさい」など、条件
を設定した問題を作成する必要もあるだろう。
本警察からは、未知の事象をどう解釈するかといったタイプの問題が既習の知識を関連性けて
説明する姿を導き出すこと力T明らかになってきだ。今後は、3年生から6年生にかけて「関連付
ける」といった思考をどう育てていくか、それはどのような段階を経ていくのかを怠頭に実践を
行い、問題を作成していきたいと考える。 （阿久津理〉
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5. 中学校第 1学年・思考・判断力の仮説設定
一単元「平安時代」の評価問題の検討を通して一
( 1 ）単元「平安時代」の実践概要
①全体計画〈全5時間〉
第 1次 なぜ桓武天皇は遷都をくり返したのだろうか・・・・・・・ 2時間
第2次 どのように藤原道長は力をつけていったのだろうか・・..2時間
②本時の学習
ア 本時の目標
桓武天皇が遷都をくり返した理由について資料をもとに複数の意見を比
較し、自分なりに判断することができる。
イ 本時の展開
学習内容 学習活動 指導上の留意事項 配
時
求・解決 なぜ桓武天皇は遷都をくり返したのだろうか。
く平城京～長岡京〉 ． 根拠となる資料をも
． 奈良は仏教勢力が強い土地であつだだめ、政 とに発表させる。
治から仏教を離したかったからo ． 平城京を去った理由
． 奈良盆地ではさまざまな豪族が支配力を維持 を理解させ、長岡京を
しており天皇への忠誠山が薄い土地だつだから。 選んだ理由を資料から
． 天皇の皇統が天武系から天智系にかわったの 考えさせる。
で、邸機一転しだかつだからo
． 桓武天皇の母方の渡来人系氏族と関係の深い
土地であったので、そのパックアップをうけた
かったからo
． 水陸の交通が便利だったから。
． 食糧米などの大量輸送が必要になった時、瀬
戸内海と結びっく都が便利だっただめ。
． 19年に一度の「朔丹冬至」の日は大きな変化
をするのにめでたい日と考えられていたから。
〈長岡京～平安京〉 ． 長岡京を10年とい
． 平安京は秦氏の根拠地に丸ごと入っていて、 う短期間で捨てだ理由
より秦氏の協力が得られると者えられたから。 に着目させ、長岡京よ
． そのころの建物は20年以上持たないのに、長 りも平安京が良かった
岡京の造都工事が10年たっても終わらなかった 点を資料をもとに考え
から。 させる。
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早良親王の死後、桓武天皇の周りの人が次々
に死んで行って陰陽師に占わせたら、早良親王
のたたりだとされ、早良親王の怨霊を恐れてい
5 
分
桓武天皇以降の平安
時代の政治について学｜分
習することを予告す
2 
たから。
淘川の氾濫が起こって都が崩壊したから。
長岡京より四神思想に合っていたから。
課題の定10本時のまとめをする。
着・発展 10次時の予告をする。
る。
c 2）評価問題
①評価問題
壬申の乱に勝利しだ天皇は、日本で最初の本格的な都である藤原京の整備
に着手しだ。また、この天皇は君主の称号を「大王」から「天皇」、国号を
「倭Jから「日本」に改めさせた。
i ）藤原京という大規模な都を整備した理由と
i ）称号と国号を改めた理由を下の資料を参考に答えなさい。
（※資料2～4は縮尺は同じではない）
近年の研究で平城京・平安
京よりも大規模であったこと
闘が判明した。天武・持統・文
±rVJJ武天皇が整備した都。
位階の高さに応じて都のな
阿倍岨迫かに宅地が分け与えられた。
役人となった者は都に居住し
なさいという国家の意思表示
が表れている。
?
? ? ? …
? ? ? …
資料2資料1
?）??
?
? ?
??
．????
ズ〉喝「日本j
主王王
皇帝の住居を核に、大規模な都
城を整備することで、皇帝の権威
を示すことができる。
また、律令政治を進める上で、
役職や位階に応じて住居を定める
ことで、効率的に仕事を分担でき
る。また、役人の住居を決めるこ
とで、役人の身分を明確に示すこ
とができる。
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資料4平城京資料3
卑－
② 評価問題作成の意図
この単元は、学習指導〈要領では「律令国家の確立に至るまでの過程、摂関政
治などを通して、大陸の文化や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが
整えられ、その後、天皇や貴族の政治が展開したことを理解させる」とある。
本問題は、中学校第 1学年の思考・判断の能力を評価しようとしている。既
習学習を生かして、新たな学習課題に苅して同じような視点を用いて仮説をた
てたり、検証を行ったりできる能力を評価する。今回の評価問題では、平安京
を遷都した桓武天皇についての学習やそれまでの朝貢関係にあった中国との外
交の学習を生かして、学習していない天武天皇の藤原京遷都や「天皇J「日本」
号の使用がなぜなされたのかについて出題し‘当時の社会情勢や政治的関係に
ついて解決方法が定着したかを評価することにした。
③ 評価基準
i ）の問題について
役人を住まわせるということや大規模な都城をつくらせる天皇の権威を高める
刻果について触れている。
中央集権国家として、都を整備することで効率的に政治が行えることについて
触れている。
i ）の問題について
中国の皇帝を意識して、東アジアの独立した国家であることを示そうとした点
について触れている。
i ）については「大規模な都をつくることで天皇の権威を示そうとしだJ「役
人を都を住まわせることで天皇の権威を示そうとした」などである。既習事項
である平城京や長安城と藤原京との類似性を根拠に解答を導かなければならな
い。
i ）については「中国の皇帝と日本の天皇が同じ文字を使用することで中国
と対等であることを示そうとした」や「それまで中国に昭称されていだ倭では
なく、自ら日本と称することで中国との関係を対等にしようとした」など、資
料を根拠に解答を導いたものを正答とした。
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④ 思考・判断の能力の定義仮説
ここで紹介したような授業を実施し、評価問題を作成している筆者にとって
は、思考・判断の能力とは、以下のようなものと定義することができるだろう。
課題となっている社会的事象について、他に応用して考え、自ら解決方法を見つけ、
取措選択できる能力。
(3）成果と課題
① 成果
侵業で学習したことを覚えれば解ける問題ではなく、授業で学習した方法・
判断基準を応用して解く問題を作ることができた。この学習を経た結果、今後
中学校で学習する歴史的分野で、他の時代であっても、それまでの時代を振り
返ることで、社会情勢や政治的関係に着目しながら時代の特徴を捉えることが
できるようになったといえる。
② 課題
根拠となる資料を問題文に盛り込むためには、資料の量が多くなる。一方今
回の問題では図版資料はなくてもよかったともいえる。他に思警をつなぐ資料
の厳選が課題として残った。逆に資料が少なすぎると、さまざまな解答方法が
出てくる可能性が生じる。また、思考・判断の能力を問うためには、資料を読
み取る力ゃある程度の知識も必要である。思考・判断の能力を評価する方法に
ついても警察の余地がまだ残っていると考える。
〈坂田元丈〉
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〈6.中学校第2学年・思考・判断・表現の能力の仮説設定
一単元「明治維新」の評価問題の検討を通して一
( 1）単元「明治維新」の実践概要
①全体計画〈全5時間〉
第1次 あなたが新政府の指導者だつだら、ます伺をする必要があると
思うか・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・ 1時間
第2次新政府の指導者はどんなことをしたか・・・・・・・・ 4時間〈本時2/4)
②本時の学習
ア本時の目標
・明治時代に、江戸時代のさまざまなしくみが変わつだ理由を説明することができる0
・資料から、教育、軍隊、税のしくみについて、江戸時代と明治時代の特徴を読み取る
ことができる。
イ本時の展開
学習内容 学習活動 指導上の留意点 配時
課題の 0本時の課題を確認する。 －前時で江戸時代と明治時代の 3 
設定・把握 教育、軍隊、税のしくみの特
徴を調べてさせておく。
－本時は、前時の調査をもとに
時代の転換期における日本の
様子について学習することを
意識させる。
明治時代に、江戸時代のさまざまなしくみが変わったのはなぜか
・・・司．． ． ． ． ． ． ． ， ・・・・・・----------------------------
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ・・ー．， ．  
課題の 0教育、軍隊、税のしくみについて、江 －明治時代では日本中間じしく 30 
追究・解決 戸時代と明治時代の特徴を発表する。 みになったことがわかるよう
に、しくみをつくつだのは政
【江戸時代】 【明治時代〕 府であることをおさえるよう
〈教育〉 にする。
・江戸時代の中ごろ －新政府は学制を －江戸時代にバラバラだったし
から学者の私塾がで発布し、 6歳以上 くみが明治時代に同じになっ
き、町人や百姓ち学の子どもに教育を たことがわかるよう、構造的
ぶことができたo 受けさせることを な板書にする。
－都市や農村に寺子園民の義務とレ －比較的調べやすい明治時代の
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屋が増えた。 など！ 1三。 など｜ レくみについては、普段積極
〈軍隊〉 的に発言しない生徒に当て、
－将軍は、直属の家 i・新政府は徴兵令｜ 調べにくい江戸のしくみにつ
来である旗本・御家！を出し、満20歳｜ いては、普段から積極的に発
人を中山に強力な軍！になった男子に兵｜ 言する生徒に当てるようにす
事力をもつだ。 i役を義務づけた。｜ る。
－藩は独自の統治が
認められ、有力武士
を家臣固に編成して
いた。 など
く税〉
など｜・江戸時代のしくみについて、
幕府と潜にわかれていたこと
をはっきり指摘できない揚合
は、補助資料によって確認さ
せる。
・幕府の領地の農民 j・地価の3%を現
は幕府ヘ、藩の領地！金で新政府に納め
の農民は藩ヘ納め！させた。
定。 など！ など
Oどのようなしくみに変わつだのか、発卜江戸時代から明治時代にかけ
表する。 ｜ て、バラバラなしくみが日本
・日本中同じしくみにした。 中同じになったことがわかる
0明治時代に江戸時代のさまざまなしく
みが変わったのはなぜか、発表する。
ょう、しくみをつくったのは｜ 5 
誰かに注目させる。
・各地でバラバラなしくみでは、新政卜前時までの学習を参警に、新
府の指示が十分に伝わらず、欧米諸｜ 政府がどんな国をつくろうと
固に対抗できる強い国がつくれない｜ しだのかを考えるよう促す。
から。 5 
ーー ーー ・ー・・・・・・ー ・ー ーー －ー－－－－－－－ー ーー ・ー・・・・・・ー ーー ーー ーー ・・ 4 ・・・・・ー ーー －－－－－－－－ー ーー ・ー・・・・・ー ・ーー ーー ー
課題の IO課題についてまとめるとともに、他に｜・わからない湯合は、教科書や｜ 6 
定着・発展｜ どんなしくみ力唆わったのか、発表す｜ 資料集を見るよう促す。
る0
・新政府が江戸時代の飛脚制度を全国
均一の料金の郵便制度に変えた。
0次時の侵業について確認する。
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・次時は人々の生活の変化につ1 1 
いて学習することを伝え、意
欲を高める。
ウ評価
・明治時代に、江戸時代のさまざまなしくみが変わった理由を説明できたか、生徒の発
言により評価する。 【思警・判断・表現】
・資料から、教育、軍隊、税のしくみについて、江戸時代と明治時代の特徴を読み取る
ことができたか、ワークシートにより評価する。 【技能】
(2）評価問題
①評価問題
お金のしくみの歴史に関する次の文を読んで、以下の各聞いに答えなさい。
天下統ー をしだ芳吉は、 1588年、天正大判などの金貨や銀貨を発行し、再び日本で貨幣が
つくられるようになりまほ。
1871年、新政府は同じ質・重さの貿易用一円銀貨をつくり、貿易を行いましだ。まだ、そ
の他江湖ト貨幣も緒ラされました。 1873年の断E改正により、税を貨幣で払うようになると、
統一貨幣力叱巨誌羽膨マまて慣われるようになりました。
.10世帯球、武士の台頭によって車艇の力カt弱まっていたことと重なって、貨幣はつくられな
くなりました。
13世議号制まには中国とι疫易によって輸L入された中国α髄劫塗園て慣われていました。
1601年、家康鳩副長小判・慶長丁銀を発行し、金や銀の貨幣をつくりました。そ似愛ち幕
府によって発行されまt泥水東日本では主に金成西日本では主に銀力寝われまし厄金銀は
そのときの相場！こL況がって苅負されるた瓜大蛮不便で、両替商郡部室しました。また、幕府
による貨幣の涜樋の富ま十分ではなく、各若でrct、藩札を鮪ラし、流通させました。
708年、朝廷は、唐のような律令国家をつくるための政策の1つとして、銅による貨幣をつ
くりまほ。 S麟 rct.都の市を中山に近錦町に使われ疋程度で、全国的に物々交換力惰われて
いまL店。
闘い 江戸時代に民べ明治時代に統一されたしくみに変わった理由を説明しなさい。
②評価問題作成の意図
この単元は、学習指導要領解説では「近世から近代への転換の様子を、近世の政治や経
済や社会との遣いに着目して考察し、自分の言葉で表現できるようにさせる」にあたる。
近世から近代へと時代が大きく変わった転換点を取り上げ、その時期にどんなことがどん
な背景で起こったかについて気付かせる内容となっているo
本問題は、中学校第2学年の思者・判断・表現の能力を評価しようとしている。近世と
近代だけを資料に取り入れるのではなく、他の時代の資料ちバラバラに載せることで、単
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なる資料読み取りではなく、それぞれの時代に関係する文章を選択した上で、理由を考え
させる問題となっている。授業は、教育・軍隊・税のしくみについて江戸時代と比較した
明治時代の特徴を確認した上で、なぜそのようなしくみに恋ったのかを考える内容となっ
ている。
だから、授業で取り上げた以外の政策について出題することで、明治維新での個々の政
策が強い国づくりにどのように結びついているのかを者えさせることができ、思考・判断
・表現の能力が身に付いているかを評価する応用的な問題にしやすい。そこで、上記のよ
うな出題となったo
③評価基準
・新政府の指示のちとに欧米諸国との貿易や圏内の税の徴収をしやすくするため。
解答は、上記の通りである。中央集権の利点について、貿易や税といったお金に関係す
る説明をしだい。侵業で新政府の指示であることは学習しているので、新政府の指示が徹
底しやすいことだけが記述されていれば1点、貿易や税といった具体的な内容まで盛り込
まれていれば2点となる。中央集権の利点について説明する必要があることから、新政府
の指示が徹底しやすいことが記述されていなければ、「思考・判断・表現の能力は身に付
いていなしりと言わざるを得ない。
④思考・判断・表現の能力の定義仮説
ここで紹介しだような浸業を実施し、評価問題を作成している筆者にとっては、思考・
判断・表現の能力とは、以下のようなものと定義することができるだろう。
社会的〈歴史的〉事象聞の関連について合理的に説明・判断・表現する能力
(3）成果と課題
①成果
援業で学習しだことを覚えれば解ける問題ではなく、侵業で身に儲けた思警の能力を応
用して解く問題を作ることができ、より質の高いものとなったD また、伺を身に｛寸けさせ
ることが応用力になるのかを明らかにすることができた。
②課題
今回は主として思警の問題であったが、判断や表現を問う問題になっているとはいえな
い。今後の課題としたい。
〈堀内和直〉
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7.中学校第3学年「思考・判断・表現の能力」の仮説設定
一単元「日本国憲法の基本的原則」の評価問題の検討を通して一
( 1 ）単元「日本国憲法の基本的原則」の実践概要
①全体計画〈全7時間〉
1 .憲法と私たちの生活にはどのようなかかわりがあるのだろうか0 ・・・・・・ 1時間
2.基本的人権の獲得や日本国憲法の成立までにはどのような歴史があっだのだろうか。
・ 2時間
3.国民はどうやって国民主権を果たしていけばよいだろうか0 .・・・・・・・ 1時間
4.平和主義をどのように達成していけばよいだろうか0 ..・・・ 3時間（本時3/3)
②本時の学習
・目標 平和主義について資料をもとに考え、根拠を示しながら自分なりの警えを表現する
ことができる。
学習活動
O前時までの確認をする。
0本時の課題を確認する。
－戦後、憲法第9条をめぐって、さまざまな意見や
立場方旬5ることを踏まえ、国民の判断に任されて
いることを理解する。
指導上の留意点
－活動の意義を伝え、目的をもって話し
合いに取り組むよう意識づける。
－どのような立揚であ札蒋睦義を達成
することを目的とするために者えていく
ことを助言す＆
日本は、どのように平和主義を達成していけばよいのだろうか。
0自分の立揚を明確にする0
．武装平和主義
・非武装平和主義
0それぞれの立場から全体で話し合う0
・武装平和主義
・平和憲法を掲げている国でも、軍事力をもっ
ていたり、徴兵制のある国もある。軍隊をも
たない国ち大国に守られていることが多く、
完全非武装というのは、現実的には無理では
ないか。（資料④⑧⑫）
・日本が戦後、 1度も戦争になっていないのは、
在日米軍の軍事力や自衛隊が首景にあったか
らであり、軍事力は不測の事態に備えるため
には必要である。（資料⑫⑬の②）
・日本をとりまく現状をみても、尖閤諸島や北
方領土の問題など、日本が甘くみられている
部分があり、軍事力を備えて苅等の外交がで
きるようにするべきである。（資料＠＠＠）
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・机をコの字型にして、おEいの表情が
見えて話し合いがしやすい形にする。
－おEいに意見を述べ合ったり、違う意
見の者に質問したりし合うことにより
者えを深め合う揚とする。
・発言するときは、必ず根拠となる事実
や資料を提示しながら、客観的事実に
基づいて述べるよう助言する。
－片方の意見が集中して発言が出るよう
であれば、逆の立場からの質問や意見
が出るよう助言する。
－挙手がない揚合は、生徒を意図的に指
名したり、教師から問いかけたりしな
がら議論をつないでいくようにする。
－日米関係が最近弱くなってきており、沖縄の
米軍基地問題のこともある。アメリ力に頼ら
ないで、日本独自で自国を守れるようにして
いく必要がある。（資料集。 27)
－日本の周辺には核保有国が多く、それに苅抗
できる軍事力を備えておく必要がある。
（資料集pl30)
・非武装平和主義
－コスタリ力の憲法のように、 軍隊をもたない
ことを明記し、実行することで紛争に巻き込
まれす、毅育費をかけることで、独自の発展
を遂げることができる。 （資料⑥⑦j
－日本が武装することで周辺諸国を刺激し、さ
らに軍備拡大競争に突入してしまい、決して
抑止力にはならない。 （資料集p 130) 
－日本が武装すると、 第二次世界大戦で侵略さ
れだ国々などからの信頼が失われ、周辺の国
々との緊張関係を生むことになる。（資料＠）
・国際世論を昧方につけ、不服従運動を展開す
ることで独立を達成してきた国もある。第二
次世界大戦の反省に基づくと、不当な攻撃を
する国を国際社会や国連は許さないのではな
いか。（資料⑨）
・日本は唯一の被爆国として、世界に平和を訴
える使命がある。 コスタリ力のように、周辺
の国々と対話しながら内戦を治めた倒ちあり
日本ち努力していくべきである。（資料＠）
－おさえるべき事項は、補足説明をする。
－歴史で学習した様々な戦争の背景や結
末、そして修学旅行で学んだ沖縄戦の
実態などについても想起させたい。
－日本だけでなく、国際社会や世界全体
に目を向けることや、自分たちの生活
とのかかわりについても意識がいくよ
うに視点を与える。
・．・・・・・ー ーー ーー ーーーー ーー ・ー・・・・・・ー，・・・・・・ー ’・・・・・ー ーー －ー " －ー ーー ー-－守司ー ・・・・ーーーーーー．．．．．ーー・・・・・・・，，．．．．．ー
0話し合う前と意見が蛮わったかどうかを確認
し、その理由を発表する。
・．．．・・・・ー ーー ーー ー
－自らの学びを明らかにし、お互いの学
びを共有する揚とする。
－世論を二分する難しい課題であること
や憲法改正の国民投票法についてもふれ
今後ち考えていく姿努をもたせ疋い。
ーー ーー ーー ーー ・ー・・・ー ーー ．．．ー ・ー・・・・ー ーー ーー 白色 」ーー ー．司・・・・・・ー ．．．．ー ーー ーー ・ー・ー ー ーー ーー ー ーー ・・ ・ー ・ー ．ー．．．
0討論を終えての自分の考えを
ワークシートにまとめる。
0他者評価をする。
0自己評価をする。
0次時への見通しをもっ。
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－ワークシ トーにまとめることによって
整理しながら、平和主義を達成するた
めに自分なりの考えをもてるようにし
たい。
・説得力のある発言をしていた友だちの
名前とその内容を書くことによって、
認め合い、自分の考えにも活かせるよ
うにする。
・自己評価をさせることで、自らの学び
を振り遅らせる。
－次時への課題意識を高める。
(2）評価問題
①評価問題
資料を見て、以下の各問いに答えなさい。 資料1 資料2 （「臼本図書事図会J2009/10)
也監理由g蕊ml
第9条 ①日本国民は、正義と秩序を基調とする国際
1；盟国（億ドル） 500 0 50 f万人）100
平和を誠実に希求し、国権の発動たる（ A ）と、
( B ）による威嚇又は（ B ）の行使は、国際紛争を
解決する手段としては、永久にこれを（ c ）する。
・・- －タ唾明・旦’吋”・・骨．~－－：；一三段ままなアメリカん~1剖一一
5525~ず吋
632・』布肺H開－・イギリス哩『16
制措－－卸田守『ー 一フランス司宅！＂！＂＂’ 35
②前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、
これを保持しない。国の（ D ）は、これを認めない。 ! 
崎1’ーー曹『『中 関4』＂＇－ 苛 ' 
F守町幻自
‘21帽戸ザ晴暢ドイツ守宮’＇：＇ 24 
•10·甲田時国明日 本吉~23
( 1 ）資料1中の空欄にあてはまる語句を書きなさい。 m叫ー ロシ？？芯
(2）資料1中の下線部について、 f自衛隊は監12にあたり、
憲法違反になるのではないかj という意見も存在する。
その理由を、資料2を参考に簡潔に書きなさい。
( 3）政府は、（2）に対して f合憲であるj という見解を示している。
その理由を、「自衛Jという詩句を使って簡潔に書きなさい。
(4）資料3は、適法第9条改正についての世論調査の記事である。
憲法第9条の改正の是非について、資料の各極世論調査などの
結果を根拠に、あなたの考えを書きなさい。
資料4 自衛隊に関する世論調査
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資料6 憲法・自衛隊に関する世論調査
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資料8 憲法第9条は日本の平和に役立ったか
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②評価問題作成の意図
この単元について、中学校学習指導要領社会では「我が国の政治が日本国憲法に基づい
て行われていることの意義について壱えさせる。また、日本国憲法が基本的人権の尊重、
国民主権及び平和主義を基本的原則とレていることについての理解を深めるJことをねら
いとしている。特に平和主義については、「日本国民は、第二次世界大戦その他過去の戦
争に対する反省と第二次世界大戦の末期に受けた原爆の被害などのいたましい経験からJ
憲法前文にあるように、「国際紛争解決の手段としての戦争を放棄し、陸海空軍その他の
戦力を保持しないことを決意しだことについて理解させる」ことを意味している。
ここでは、特に平和主義について、憲法第9条と自衛隊や日米安全保障条約による在日
米軍の関わりについて、「非武装平和主義」と「武装平和主義」という議論を取り上げ、
日本が平和主義をどのように達成していくかについて話し合いを行う。「非武装平和主義」
と「武装平和主義」について、様々な資料をもとに自分の考えを組み立て、資料や事実を
根拠に主張を展開することで、思壱・判断・表現の能力の育成を図りたい。
本問題は、中学校3年生の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。ここでの
学習の成果を応用し、資料を活用しながら自分の考えを展開させるために、また、授業で
行った活動の知識・理解のみに陥らないよう、擾業で扱った資料のなかでも特に世論調査
に関する資料に絞って取り上げた。
③評価基準
(4) 9条改正に賛成でも反苅でもよいが、根拠となる具体的な資料を複数あげて、
自分の考えを述べていれば正解とする。 【思者・判断・表現】
＜解答例＞憲法9条改正に反対
理由 資料3・6より憲法9条の改正に反対する人は64%ちおり、資料7②よ
り日米安全保障体制によって安全が確保されていると壱えている人が多いことや、
資料7①・ 8より憲法第9条によって日本の平和と安全が守られていると考えて
いる人が多いので、唯一の被爆国日本は、憲法9条を改正するべきではない。
解答は、上記の通りである。資料をふまえて者えを述べていないものや、 1つの資料し
かあげてないものも正解とはならない。資料活用の技能とも関係するが、一面的な見方・
考え方ではなく、複獄の資料から多面的・多角的に、また総合的に者えさせるためである。
(3）成果と課題
今回の評価問題の正答率は、 15%であった。誤答としたものの多くは、 1つの資料し
かあげていないものであった。また、短業中の話し合いの中で出てきだ見方・考え方など
を、資料をふまえすに、覚えているままに意見として書いているものもあった。授業の中
で、多面的・多角的な見方・考え方の必要性や重要性については指導してきたつもりであ
ったが、生徒だちにはまだまだ身に付いていないことが明らかとなった。生徒たちに今回
の評価問題に取り組ませ、テスト解説をするなかで、改めて再確認させることができだが、
今後はこの結果をふまえ、また指導改善を図っていきたい。 〈山田智子〉
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「算数・数学教育」グループの取り組み
附属小学校
附属中学校
学部
I 算数教育
萩中泰弘、前田正案
j司原弘幸、長田正臣、中林雅史
岸本忠之
1 小学校での取り組みついて
簡潔性や的確性に着目して問題解決を進める中で、より一般的な考えへと練り上げてい
こうとする子どもを目指して、以下の点を中山に研究に取り組んだ。
0 子どもが自治なりの着眼点をもって問題解決を図ろうとするには、教材や活動の揚を
どのようにするとよいか。
0 子どもが他の考えにωを揺さぶられ、より確かな考えを求めていくには、教師はどの
ような支援をすることが大切か。
0 子どもが自分の壱えや教材とのかかわりについて振り返り、自分の変容に気づくこと
ができるには、どのような活動の揚を大切にするとよいか。
以上の点の解明に向けて、子どもが自分の者えをつくり上げていく中での様子や、互い
の考えを聞く中での様子、見方や考え方を練り上げていく掲面での様子を基に確かめた。
2 既習の事柄との遣いを基に見方や壱え方を深めていく学習活動の工夫
＜実践事倒1> 第2学年「はこの形」
( 1 ) 提案の概要
① 直方体や立方体など身近に見られるはこの形について、辺や面、頂点などの図形を
構成する要素に着目しながら理解することをねらいとした。
② 単元を通して、長方形や正方形の面を組み合わせてはこをつくる活動を取り入れ、
面と面、辺と辺、頂点などのつながりや位置関係などについて実感を伴って理解でき
るようにした。
③ はじめは面を組み合わせての立方体づくりを行うことで、そこでの学習を基にして
直方体の揚合を壱えたり、竹ひごを用いた揚合について壱えだりすることができるよ
うにした。
(2) 成果と課題
① 立方体でのはこづくりを取り入れたことで、子どもは直方体の揚合ち面は6つある
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こと、その面の形は長方形となることが立方体とは遣うなど、見通しをもって学習に
取り組むことができた。また、 6種類の長方形の中から必要な種類と枚紋を選んでは
この形をつくるようにしたことで、子どもの「うまくはこをつくりたい」という課題
意識を高めることができた。子どもの課題意識や課題解決ヘ意欲を高めるには、既習
の形との遣いを確かめられるようにすることが大切である。
② 「2枚すつ3種類の長方形があるといしりという子どもの発言を基に、それで十分
であると言ってよいかをクラスの子ども全体に投げかけて調べていくことにした。ま
だ正確さや的確さについてはまだ不十分な発言に立ち止まったことで、子どもは「同
じ長さの辺がある長方形でないといけない」「辺と辺の長さがぴったりと合うように
つなげないといけないJなどの言葉を補いながら、直方体のっくり方を練り上げてい
った。
③ 「うまく直方体をつくるにはどうするとよいかJが課題となると、できる子や分か
る子が活躍する擾業となりがちである。「うまくはこの形ができない例」を尋ねたり、
「なぜこれでははこの形ができないのかJを問題にしたりするなど、教師の働きかけ
を工夫することが大切である。
3 既習の者えでは説明できない事柄との出会いにより、新たな見方を獲得していく学習
の揚の工夫
＜実践事倒2> 第6学年「対称な形」
( 1 ) 授業の概要
① 身の回りに見られる様々な形について、対称という観点から見直し、図形を分類整
理したり、図形の性質を説明したりするなどして、図形に対する見方を深めることを
ねらいとした。
② 折り曲げた紙を切って形をつくって観察する活動や、できあがる形を予想するなど
の操作活動を取り入れることで、対称な形の意味や線対称な形の特徴などを実感的に
理解できるようにした。
③ 線対称について学習した後に、点苅称な形を取り扱うようにすることで、線対称や
点対称な形との共通点や相違点を意識しながら、それぞれの特徴をより明確に確かめ
ることができるようにした。
(2) 成果と課題
① 概怠を形成していく上で、具体物を操作することは有刻である。さらに、操作を通
して分かったことを言葉で表しておくことにより、子どち自身が自分の壱え方の特徴
や変容が確かめられることになる。今回の「対称な形Jの学習では、「折り曲げた紙
を切って形をつくるJ「提示の形を見て、どうすればその形をつくることができるの
かを言葉で表現する」などの活動を取り入れた。また、問題にパズル的な要素を盛り
込むことは、子どもの知的好奇山を喚起し、提示の形を分析してくことにもつながる
という点で有刻である。なお、子どもが「対称な形」と出会ったときに、図形を分析
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〈推論〉する手掛かりとしたのは「合同な形」であつだが、学習を進める際には具体
的に図形の特徴を述べるように支援を工夫する必要があった。
② 今回の学習では、線対称で取り扱った「紙を折り曲げ、切ってつくった形」や「ア
ルファペット文字」を点対称な形でも取り扱った。そうすることで、線対称な形とだ
け見ていた形にも、他の特徴がみられる形があることに気づき、新たに点対称な形と
して見直すことにつながつだ。思考の転換を迎えるには、子どもは一貫性のある「ち
の」にかかわっていくことが大切である。「矛盾を引き出す」とは、これまでに獲得
してきた見方や考え方に照らし合わせだときに、それだけでは説明がつかないような
場面との出会いと考える。既習をもとにすれば説明できそうだと見通しをもてるとと
もに、その男通しの修正を図らなければならなくなるように、提示するものや子どち
に投げかける学習課題、発聞などを工夫することが大切である。
③ 子ども自らの手で矛盾を引き出し、新たな概怠の形成に向けて推論し始めるには、
前提として子どもによる者えの説明が大切であ否。本実践では、「これまでと同じよ
うに線対称と言える理由」「線対称とは違うと思った理由Jといった考えの根拠を説
明することもっと大切にする必要があった。「比較して考える」とは、それを可能に
する有効な手立てである。
④ 娠り返って考える揚面は、子どちが自分の考えの変容に気づき、自分の高まりを確
かめていく上で大切にしたいものである。また、これまでの学習との関連を図り、新
たに獲得した見方や知識についてより実感を深めることにつながるものである。学習
の終末では、今日の学習を通してできるようになっだことや分かったことを書く活動
の他にも、これまで自分がかかわってきた問題について、今の時点での者えをまとめ
たり、これからも大切にしていきたいことについてまとめだりするなども取り入れて
いきたい。
JI 数学教育
1 中学校での取り組みついて
主体的な学習を実現するためには、課題意識をいかに育てるかということを大切にしな
ければいけない。課題意識とは、自分は伺をしなければならないかということを生徒自身
が意識することである。
今年度は、「課題意識を高める学習展開の工夫」を主題に研修を進めた。
2 実測による方法の限界を感じさせることで、課題意識を高める学習展開の工夫夫
＜実践事倒1> 第1学年「平面図形」
( 1 ) 提案の概要
小学校では、算数的な活動として数量や図形の性質について具体物を通した操作活動で
確かめることを経験してきている。例えば、三角形の内角和が180。であることを確か
めるために、角を切ってー箇所に集めたり、合同な三角形を並べるなどして確かめてきて
いる。そこで今回の提案では、画用紙で作った角を与え、その角を2等分してみようとい
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う問題を提示する。生徒は小学校での経験を想起し、与えられた角を折り曲げて2等分す
る方法を簡単に見つけるであろう。次に、黒板にかかれた角について角を2等分できるか
考えさせる。手で簡単に扱うことができたという経験をさせた後で、その方法では解決で
きない揚面を設定する。生徒は素朴な疑問としてどのようにしたら角を2等分できるだろ
うかという課題意識が高まるのではないだろうかと考える。
また、小学校では、前述した具体物を操作する活動のほかに、実測によって数量や図形
の性質を確かめてきている。分度器を使って正多角形をかいたり、図形が合同であるかど
うか判断するなど、角を測って調べることを経験している。角を2等分する線をかく方法
として、ますは、小学校での経験を想起し、分度器で角度を測り、値を半分にするという
方法に気づくだろう。また、角の頂点から等しい距離に点をとり、二等辺三角形をつくる。
その二等辺三角形の底辺の長さを定規で測り、中点と角の頂点とを結ぶという方法ち比較
的容易に気づくと考える。しかし、これらの方法では、値を正確に2等分したり、 2等分
した値を正確にかき示すことがいつもできるとは限らないということに生徒たちは気づく
のではないだろうか0・そこで、どんな揚合でも角を2等分する線をかく方法はないだろう
かという課題意識が高まると者える。
(2) 成果と課題
① ひし形の1つの頂点を対角線上に移動させていくことで、たこ形や二等辺三角形と
いった線苅称な図形ができるという見方を大切に扱うことで、角の二等分線の作図の
方法を統一的に見ることができたのではないか。
② 実際に黒板でかいた生徒が、「だいたい」と表現したり、発表後に聞き返すと、線
分の長さが整数でない揚合には正確に点をとることができないと述べるなど、実測に
よる方法の限界を実感できたのではないかと考える。そして、実測せずに角の二等分
線をかく方法を求める必要感が生まれたことで、課題意識ち高まり、新たな課題を自
ら見つけたのではないかと考えている。
③ たこ形を用いることで角の二等分線は作図できるが、生徒にとっては、小学校で学
習してきだひし形の方が身近に感じられるようである。しかし、ひし形はたこ形の特
殊な揚合であり、ひし形の方が条件は厳しい。集合について学習していないため、生
徒はひし形とたこ形をまったく別の図形ととらえているようである。角の二等分線の
作図においては、ひし形とだこ形を統合的にとらえることができるよう教材を工夫し
ていく必要があると壱える。
3 既習の陶容や方法をもとに解決への見通しをもてるようにすることで、課題意識を高
める学習展開の工夫
＜実践事倒2> 第2学年「連立方程式」
( 1 ) 提案の概要
導入の段階で、ますは1つの2元1次方程式しかつくれない条件を、具体的な煽面とし
て提示し、その解について尋ねる。方程式を学習している生徒たちは、 2つの文字を用い
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て条件をまずは式に表し、その後、具体的な数を当てはめたり、等式変形をしだりするな
ど、既習の内容や方法を生かして、この2元1次方程式の解を求めることになる。
生徒たちは既習の内容や方法を生かしても解が決められないことに疑問を抱き、課題へ
の閤I~＼を高めるのではないか。そして既習である 1 元 1 次方程式の問題などと比較するこ
とで、条件が不足していることに気づくのではないだろうか。この段階で、「他にどのよ
うな条件がわかればよいだろうか。」という課題を設定することで、課題意識の高まりが
期待できるとともに、 2つの条件を組み合わせることの意味やよさに気づき、連立2元1
次方程式に対する必要性や意義を高めることにつながるのではないかと考える。また、新
しく加える条件については、伺の見通しもない条件を取り上げていくのではなく、 1元1
次方程式の問題と比較したり、小学校の問題を想起させたりすることで、その条件がわか
ることで解が求められそうだという見通しのある条件を取り上げていきたい。ただしここ
では、新しい条件に気づいた生徒にどのような見通しかを説明させるのではなく、下記に
述べるような活動の中で、その生徒の見通しを全員が共有し、加減法や代入法の考え方に
迫りたい。
ちとの条件と新しく加えられた条件は、式や言葉とモデルで表すようにする。どの方法
で考えるかは一人一人の生徒にまかせ、 2変数のどちらか一方をそろえればよいという加
減法の考え方に気づきゃすいようにする。さらには、気づいた者え方を、残る方法でも確
かめさせることで、加減法への理解をさらに深めたいと者える。また代入法については、
新しく加えられた条件の中で、代入法の壱え方に気づきゃすいものを意図的に取り上げる
などして迫りたいと考える。
(2) 成果と課題
① 1つの条件では既習の内容や方法を生かしても、解が無数にあることに疑問を抱き、
闘I~＼を高めたしたようだ。そのような解を 1 つに決めだいという課題意識の高まりが
みられた結果、新しく条件を加えたことで、解を1つに決めれられたことについて、
「1つに決まるのは不思議だ」、「簡単に答えを出すことができた」、「解が1つに絞
れることに驚いたJなど、 2つの条件を組み合わせることの意義やよさを実感したの
ではないだろうか。
② 新しい条件が必要なことや、新しい条件を見通しをもって者えていく際の手立てが
不明瞭である。 1元1次方程式の問題や小学校の問題を想起させることでそれらに気
づけると考えているが、もう少し既習が伺なのかを明確にする必要がある。実践では
一部の生徒の気づきで侵業が進められたが、ちう少し多くの生徒が気づけるようにし
たい。
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理科研究グループ
世話人： 松本謙一
附属小： 津柿教淳、橋本大一郎
附属中： 新田穏、堀篤史、玉生寅大〔侵業提供者〕
学部： 市瀬和義、片岡弘、桐座圭太郎、
林 衛、安本史恵
研究協力： 水島正隆〈教育学研究科院生〉
【研究主題】
イオンのモデル化を中核に据えた授業
学習の系統性を生かして
【研究の方法】
年間4-5回の部会研修を実施。
今年は、水島正隆君の修士論文研究と、協力態勢を組み、附属中学校第3学年の生
徒を苅象に、玉生貴大先生が1単元全ての授業実践を授業者として行う。
附属小・中教員、並びに大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、考えさせ
られだことを各自がまとめる（分担〉。
【研究の経過】
第1回
第2回
第3回
第4回
第5-12回
6月21日〈月〉
7月21日〈火〉
8月23日〈火〉
10月24日〈火〉
今年度の研究の見通し
玉生先生からの単元展開の具体的な提案
玉生先生からの単元展開の具体的な協議
玉生先生からの単元展開の決定・具体的な予定
I 12月6日～12月10日 観察授業 3年 計8時間公開． ． ・.........................................
第13回 1月20日〈木〉 実践研究のまとめ報告書への対応
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イオンのモデル化を通して
附属中学校玉生貴大
1.研究の目的
今回の学習指導要領の改訂では、イオンの学習が復活レた。前々回の学習指導要領ではさまれて
いたので、私自身が中学生だったときはイオンの学習には取り組んできたが、教員としては初めて
の学習内容である。また、これから教員を志す大学生にとっては、自分たちが中学生の頃に学習し
てきていない内容である。そこで本研究では、新指導要領に示された内容や取り扱いをもとに、イ
オンの学習の進め方について小学校や大学の先生方と共に話し合い、実践に臨むこととした。目に
見えないが実在するイオンをどのように扱い、さらに電流や原子の構造との関連についてどうする
のか、実践の結果から警察したい。
また改訂では、他に各教科において「言語活動の充実」が課題として挙げられている。これまで、
理科においてもあらゆる学習活動の基盤になっているのが言語活動であるが、本研究では、イオン
の学習を通して、言語活動の充実を図るにはどうすればよいのか考えていきたい。生徒が自ら思考
したことを言語化し、表現して、相B:fこコミュニケーションさせることで科学的な思考力、判断力、
表現力等の育成を図りたい。
2.研究の内容
イオンの学習は、平成22年度3学年は移行期間にあたり、補助教材によって学習を進める。イ
オンの学習との関連が深いものとして電流や電気分解が挙げられるが、電流については2年生前半
に、電流の流れが自由電子の移動によるもの、ということは発展内容として扱っているo また、水
や塩化銅水溶液の電気分解についても同じく2年生で学習している。学習内容としては、電流の流
れでは、自由電子の移動をモデル化することで電流の概怠をとらえ、水の電気分解では、原子のモ
デルを使って化合物が分解されていく様子を表した。どちらも目で見える現象（豆電球を点灯させ
たり、分解され物質が現れたりすること〉から、目で見えない現象をイメージ化することで共通し
ており、イオンの荏在や動きについても、同様であると者えた。そこで本研究では、ますイオンの
動きをモデルで表すことを課題として設定レ疋。それには、 3つのねらいがある。
① 目に見える現象と自分の考えをもとにつくったモデルを一致させていく過程で、両者を比較
し、思警を深めるため。
② モデルを使って自らの考えを言語化し、他の生徒に表現するため。
③他の生徒の考えを理解し、自らの考えと比較し、その相違点を明確にするため。
このようにモデルをツールとして活用することで話し合い活動を充実させ、表現力や思者力が育
まれるものとなるような授業にしていきたく、この単元の展開を考えた。
3.本研究の綬業実践について
( 1) 侵業の題材について
1 ）題材名 「化学変化とイオンJ 中学3年生（1分野〉
2）題材に対する学習指導要領
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化学変化についての観察、実験を通して、水溶液の電気伝導性や中和反応について理解
させるとともに、これらの事物・現象をイオンのモデルと関連信けてみる見方や考え方を
麓う。
ア水溶液とイオン
(j7) 水溶液の電気伝導性
水溶液に電流を流す実験を行い、水溶液には電流が流れるものと流れないものと
があることを見いだすこと。
（イ） 原子の成り立ちとイオン
電気分解の実験を行い、電極に物質が生成することからイオンの穿在を知ること。
また、イオンの生成が原子の成り立ちに関係することを知ること。
（ウ） 化学変化と電池
電解質水溶液と2種類の金属などを用いた実験を行い、電流が取り出せることを
見いだすとともに、化学エネルギーが電気エネルギーに変換されていることを知る
こと。
〈内容の取り扱い〉
アの（イ）の「原子の成り立ちJについては、原子が電子と原子核からできているこ
とを扱うこと。その際、原子核が陽子と中性子でできていることにも触れること。
また、「イオン」については、イオン式で表されることにも触れること。
アの（ウ）の「電池」については、電極で起こる反応を中山！こ扱うことo まだ、日常
生活や社会で利用されている代表的な電池にも触れること。
新学習指導要領では、「化学変化とイオン」に「イ 酸・アルカリとイオン」ち倉まれるが、移
行期間中である平成22年度3学年は、「ア水溶液とイオン」のみが追加された。
3）本題材の学習目標
様々な水溶液に電圧をかけ、水溶液の電気伝導性や電極に生成する物質を調べる観察、実験
を行い、結果を分析して解釈し、イオンの寄在とその生成が原子の成り立ちに関係すること、
電池においては化学エネルギーが電気エネルギーに変換されていることを理解する。
4）指導計画
第1次水溶液の電気伝導性・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2時間
第2次原子の成り立ちとイオン〈公開侵業〉・・・・・・・・・・・ 3時間
第3次化学変化と電池・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3時間
5）学習の流れ
時限 課題等 内容等
＜既習事項の確認＞
く〉電流が流れるとはどうい －自由電子の穆在を確認し、電流が＋極から一極ヘ流
うことなのだろうか。 れることは、自由電子が一極から＋極に流れることで
あることをおさえる。
く〉自由電子を多くさむ物質、 －導線中の銅には自由電子が多くさきむことから、金属
ほとんど含まない物質には には自由電子が多く含まれることを確認。
伺があるだろうか。 －水の電気分解実験より、水には電流が流れないこと
を知っているo しかし、水酸化ナトリウム自体に電流
が流れるのか、まだ塩化銅水溶液の電気分解ち演示実
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験で行ったが、塩化銅自体l」電流が流れるのかは確か
めていないので生徒は分からない。
2 ・水酸化ナトリウム、塩化銅自体に電流が流れるのか、
純水に電流は流れないのか実験により確かめる。
・塩化銅水溶液にしたときに電流が流れることを演示
で見せ、課題を提郡する。
く〉塩化銅水溶液に電流を流 ・金属に電流を流しても化学変化は起こらないが、塩
すと水溶液中で伺が起こっ 化銅水溶液に電流を流すと化学変化が起こっている
ているのだろうか。 のか考える。
女2年「化学変化」より
－化学変化で新しい物質ができる。
*3年「エネルギーJより
－化学変化によって熱の出入りが起こるo
・導線に電流が流れることは、自由電子が導線、電極
内を移動することであることに気づき、それでは水溶
液中で伺が起きているのか、考える意欲をもたせる。
・塩化銅水溶液の電気分解 －各電極付近の変化のようすに注目させる。
実験 ・電流の流れる向きを逆にして、変化のようすを観察
させる。
3 。塩化銀水溶液が錦と塩素 －鋸原子、塩素原子などのモデルを利用し、電気分解
本管 に電気分解されだ変化のよ のようすと自由電子の移動するようすを考え、ノート
うすが自に見えたとしたち にまとめる。
どのように毘えるのだろう
ZJ'o 
4 －モデルを利用して、自分の警えを発表し、話し合う4
φ電離、イ才ンについて理解
させる。
5 く〉塩酸に電流が流れている －あらかじめイオンの移動するようすを予想させる。
とき、イオンはどのように移
動するのだろうか。
・塩酸の電気分解実験 －予想が正しかったのか、違っていた揚合はなぜ違つ
ていたのか考えさせる。
6 ＠硝酸銀水溶液の中に銅板
を入れる演示実験を行うo
く〉なぜ銅板に銀が付着した ・結果から、イオンのなりやすさには原子の種類ごと
のだろうか。 に遣いがあることに気づかぜ、イオン化傾向を理解さ
せる。
・さらに演示実験後の水溶 －銀、銅、鉄のイオン化傾向を壱える。
液に鉄板を入れる。
7 く〉電解質の水溶液に異なる －イオン化傾向の違いから、水溶液中のイオンの動き、
金属板を入れるとどうなる 金属内の電子の勤きを予想させる。
のだろうか。
・銅、直鉛、鉄、マグネシウ
ムのうち2種類を塩酸に入
れ、電流が流れる様子を電子
オルゴールなどを使って確
かめる。
8 く〉生活の中で使っている電 －乾電池、力一バッテリー、携帯電話の充電電池など
池はどのように電流を取り の構造とその中で起きている化学変化について調べ
出しているのだろうか。 学習に取り組む。
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(2) 生徒のノートと話し合い活動から
右のように、塩化銅水溶液の電気分解
の実験から、気付いたことを挙げた。そ
れらと一致するモデルを各自で考えたと
ころ、以下のような壱えが挙げられた。
①水溶液中の塩化銅がます陰極に引かれ
て移動し、銅原子はそのまま陰極に残り、
塩素原子は陰極から電子を受け取り、陽
極に運んでいるのではないか。
2年生で、電流の流れは自由電子の移
動によるものであることを学習してい
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るだめ、水溶液中に電子が移動していくと考え、①の考えが出てきたとみられる。はじめ自由
電子が水溶液中を移動していると者えていた生徒が、電気分解の結果と一致させるために塩素
原子力T電子を運んでいるのではないかという考えに至つだ。
l. 
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②の考え
②水溶液中の塩素原子と銅原子は、それぞれ＋とーの電気を帯ひ・てばらばらに散らばっているの
ではないか。
隆極はーの電気を帯びており、陽極は＋の電気を帯びていると者え、それぞれの電極に銅原
子や塩素分子が現れるということは、それぞれの原子力1t＋とーの電気を帯びていると考えた。
水に溶かす前は化合物であった塩化銅が水にとけた瞬間、塩素と銅に分かれると者えた。
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れた謀周
・の応用
③の考え
おち二島
④の警え
③水溶液に電流を流し始めてから、それぞれの原子は分かれて、それぞれ＋とーの電気を帯びる
のではないか。
②の壱えと異なるのは、塩化銅が電気を帯びた銅原子と塩素原子に分かれるのは、水に溶
けた瞬間ではなく、電圧をかけ、電極がそれぞれの電気を帯びた瞬間と者えたことである。
④塩化銅自体は電気を帯びていないので、塩素原子2つが帯びているーの電気と銅原子1つ力宵
びている＋の電気は釣り合っているのではないか。
②と③のようなそれぞれの原子力T電気を帯びていることから、どれだけの量の電気を帯びて
いるのかと考えをさらに深めていく生徒ち見られた。水に溶かす前の塩化銅は電気を帯びてお
らず、電気的に中性であったことから、銅原子1個は塩素原子2個分の電気を帯びていると老
えだ。
次に、それぞれの考えをモデルを使って生徒が自ら発表し、その者えに対する疑問や実験で気
付いだこととの矛盾点などを出し合ったo
①について
．＼水に溶かす前の塩化銅は電気を帯びていないので塩化銅が陰極に引かれて移動するのはなぜ
か、説明することができないのではないか。
②と③について
ノートに自分の者えをまとめているときには分かりにくかったが、実際に自分の考えを発表し
てみると、②と③の2つの老えがあることが分かった。どちらの壱えが実際に観察しだ結果と一
致するのかを考察したところ、次のような考えが出た。
塩化銅は緑色をしていて、塩化銅水溶液は青色である。色が遣うので、塩化銅がそのままの形
で溶けているのではないのではないか。
ちし、電流を流してから電離するのであれば、銅と塩素の原子をばらばらにするためには、電
気エネルギーが必要ということである。電源装置でできる限り微弱な電流を流しても塩化銅は
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分解されたので、その警えは結果とは一致しないのではないか。
ここで、水溶液とイオンに関して、ファラデーとアレニウスについて紹介した。溶質がいつ電
離するのか、という生徒たちが②と③で直面した疑問と歴史上に名を残す科学者達が同じ疑問を
抱いだことに驚く生徒もいだ。現在支持されている考えは②であり、アレニウスの者えに一致す
る。アレ二ウスは、以下のような物質を水に溶かしたときに水溶液の融点が下がる「融点降下」
に着目しだ。
融点降下は溶液中の粒子数〈モル委員〉に比例する（ラウールの法則〉が、電解質を水に溶かし
だときの水溶液の融点をはかつてみると、非電解質の揚合よりも融点の下がる割合が大きくなっ
ていた。たとえば、 NaC lの水溶液の融点降下はシヨ糖の融点降下の約2倍、 BaC 1 2の融
点降下はショ糖の約3倍となる。アレ二ウスはこの現象に着目し、 NaC lを水に溶かすと、＋
の電気をちったNa原子とーの電気をもったCl原子に分かれるので、粒子数が2倍になると考
えた。つまり、水溶液中で電解質である物質は、すでに電気をもった原子に分かれているはすで
あると説明した。
このように、塩化銅の電気分解の様子をモデルを完成させていったo 以下は、話し合いにおけ
る生徒の記録である。
探究の流れ 内容
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4.研究のまとめ
塩化銅水溶液の電気分解におけるイオンの動きに関するモデルづくりが本研究の中I~＼的な位置を
占めだ。その揚面では、モデル化することが以下のように役立ったと壱えられる。
目では見えないが実際に起きていることをモデルで表すことで、自分の考えを整理し、表現す
ることができる。特に、今回の揚合、起きている現象を時間的に順を追って思壱することがで
きた。
自らの考えを言語化し、発表する揚面では、モデルが他の生徒に者えを表現するための手段と
して活躍した。溶質を水に溶かす前、溶かした後、電流を流したとき、それぞれのイオンの動
きを言葉で説明するが、イオンのモデルを動かしながら説明することで、考えが分かりゃすく
伝えられた。
他の生徒の者えをモデルとともに聞くことで、自分の考えとの相違点が明確になり、さらにな
ぜ相違点が生まれたのか、替えの違いについて思考を深めることができたo
このように、自らの考えをモデルを使って表現し、話し合い活動を重ねることで、多くの生徒が
イオンの性質やその動きについての理解を深められたと考えている。それは、塩化銅水溶液に関す
る侵業の後、塩酸の電気分解や電池に関するイオンの動きを学習しだときに感じられた。それぞれ
の現象について、自分たちが完成したモデルを有効に使って、スムーズに考えを言語化して表現す
ることができだ。それは、話し合い活動をくり返し、自らの考えを修正し、モデルを完成させてい
くことで、化学変化とイオンに関する表現力や科学的な思考力、判断力が麓われたのだと考えられ
る。
今回の実践ではイオンの動きをモデル化することに課題を設定しだ。その結果、目で見える現象
と一致するモデルをつくることが課題の解決に位置レた。しかし、ここで生徒がつくったモデルは
観察、実験を通して確認することが難しい。本来、理科では仮説を立て、その仮説を確かめる観察、
実験を通して、課題を解決していくが、今回のモデルづくりは課題に対する仮説に位置すると者え
られる。そのため、生徒に課題を追究するが、どこか附に落ちないところにたどり着いて、次の課
題に…という印象を与えたかもしれない。それを避けるためには、観察、実験で確かめられる課題
を設定し、その解決を図るとき、そこでイオンのモデル化を利用して課題に対する仮説を立てる必
要がある。そのような課題を追究し解決する学習活動であれば、例えイオンの動きが目で見えない
現象であっても、最終的に観察、実験を通して生徒に課題を解決させることができだのではないか。
課題の設定について、さらに研究を深めていかなければならない。
5.参者文献
中学校学習指導要領解説理科編平成20年9月
新編新しい科学3年 21・22プラス（平成21、22年度用補助教材〉教師用指導書
中等教育資料 平成21年11月号「科学的探究の指導と言語活用力の育成」人見久城
中等教育資料 平成22年8月号「思壱力・判断力・表現力等をはぐくむ理科の学習指導」小林辰至
理科教室 2010年6月号「こうしたい中3イオンの学習J大川満里子
理科教室 2010年10月号「中学・高校で大切にしたい『ものの溶け方』」山本喜一、
「『物質が水や水溶液に溶けてイオンを生する過程』の一考察」神崎夏子
「イオン登湯J山口克雪
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イオンモデルで思考を深める侵業の創造に関する一考察
附属小学校津柿教淳
1 .事実とモデル
写真より絵画の方が的確に表現しているなと、妙に共感でさることがある。
共感できるのは、自に映る事実だけでは見えにくいものをとらえているからだろう。
理科の学習でも、自には見えないものが追究の対象になることがよくある。
例えば、目に見えている現象の、その因果を追究する時などがそうである。
その追究の際の「観察」は、ただ、事実をコピーしているのではない。
事実の「観察Jによって、一人一人の内面には自然の概怠モデルが形成されていく。
それは、複数の事実と多様な見方から練り上げられる極めて客観的な、主観である。
自然の事象を苅象とする理科の学習にモデルが用いられるのは、そういうことだと思う。
2.考えをモデルで表すということ
学習を深めるには、学級集団による、より本質的で多面的なピアレビューが欠かせない。
Eいのよさを知り、時には自分の不完全性を謙虚に振り返る揚が大切なのである。
学級という集団による綬業とは、言わば、そういう営みであるとも言える。
便業者が授業の中でモデルを取り上げるのは、 Eいの異同を明らかにするだめでもある。
しかし、ここでの留意点を、すでに先輩教員が指摘していることを忘れてはならない。
それは、一人一人の子どもがモデルに表す内発的動機をもつことこそが重要であること。
つまり、子どもにとって学びがいのある本質的な局面を見極めることが先決なのである。
それまでの概怠と矛盾することに直面し、その矛盾を矛盾でなくそうと動き出す局面。
その原点を忘れなければ、おそらく、綬業はモデルの発表会にはならない。
3.モデルにしながら考えるということ
子どもは、っくり上げた老えをモデルに表そうとするのか。
あるいは、モデルにしながら替えをつくり上げるのか。
そのうちのどちらを、授業者は大切にしたらよいのか。
おそらく、子どもの思壱の道筋は、その両方を巧みに繰り返しているのだろう。
綬業者が大切にしたいのは、むしろ、それらが転換する瞬間である。
っくり上げた考えを個々のモデルにした途端、おや？と矛盾が顕在化する瞬間。
個々のモデルを一つの者えに集約した途端、あれ？と説明できなくなる瞬間。
前者は、演緯的な推論→帰納的な推論→演緯的な推論→おや？あれ？なぜ？〈聞いの成立〉
後者は、帰納的な推論→演緯的な推論→帰納的な推論→おや？あれ？なぜ？〈聞いの成立〉
子どもが聞いをもっメカニズムがあるとすればこの辺りではないか、と私は壱えている。
ここれまで経験的に指摘されてきた「思考の組み替え」もこの辺りで起きていると思う。
モデルにしながら壱える姿は、「思警の組み替えの予兆の一つ」と提案しまとめとしたい。
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理科の学習内容の系統性と小・中連携について
附属小学校橋本大一郎
今年度ち理科の共同プロジェクトに参加させていただきました。授業のみならず、たくさんの資料を
提供、準備してくださった玉生先生、またその単元の本質や原理まで教えて下った先生方に感謝したい
と思います。
1 小学校、中学校の系統性
23年度から、小学校では学習指導要領が改定され、新たに実施されます。特に、小学校の理科は内
容が増えたり、学年が入れ変わったりと、大きく変更され目玉となっていました。
これまで、「A,8, C区分」でしたが、中学校の「第一分野、第二分野」に合わせて、「A区分物
質・エネルギー」「B区分生命・地球」へと変更されましだ。
今回玉生先生が扱われたのは「水溶液とイオン」・・です。今回の慢業内容では、 A区分「粒子」にかか
わる内容です。この内容の系統性として、“粒子の荏在”“粒子の結合”の概怠を身に位けていくことに
なります。
ここで、大切に感じることは、内容の理解だけでなく、その本質は伺か、どのような概怠を身に付け
ていくかということを吟味することであると感じました。
古代ギリシャのソフィストたちが、「万物の根源は伺か」ということを考え続け、自然事象から手がか
りを得て、原子の荏在を予想していったという科学史を見ると、現在の子どもたちの情報量は圧倒的に
多く、結論も見えるようになっていますo しかし、備に落ちて実感していくためには、“粒子の寄在”“粒
子の結合”が意識できるような経験（実験・観察など〉を積み上げていくことが重要であると思います。
小学校、中学校の子どもの発達段階やそれに伴う思考過程を、小・中の教師、研究機関が共有し合いな
がら、教材研究を行っていくことを行っていかなければならないと思いました。
2 小・中でも変わらないもの
今回の玉生先生の慢業は、「イオンのモデル化」の活動をメインとしていました。
これまで、液体には電流は流れないと思っていた子どもたちにとって、「あれっ、どうして電流が流れ
るのだろう？Jという疑問から、その要因について課題をもって調べていこうとする学習でした。その
際、おEいの水溶液の中のイメージを共有していくためにも、“モデル化”に焦点を当てて侵業を進めら
れました。
子どもがモデル化の手がかりとするのは、見通しを持った実験、観察の実施によります。「あれっ、こ
ちらから銅が出ているぞ」「こちらからは、泡がたくさん出ているJなど現象から想像したり、これまで
学習してきた電気・磁石の性質から、「銅や塩素が、＋ーの電気をもっているの？」と大いに疑問をもっ
たりすることでしょう。
中学生といえども、その原因は伺か？ということを問うのは難しいと思います。定量的・定性的な聞
い方で問うことで、イオン化のイメージが明らかになってくると感じています。
貴重な研修の湯を提案していただき、ありがとうございました。
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中学校におけるイオンの学習を通して
附属中学校新田稔
今回の学習指導要領の改訂では「エネルギーJ、 「粒子」、 「生命」、 「地球Jなどの
科学の基本的な見方や考え方、概怠を柱として理科の内容を構成し、科学に関する基本的
な概怠の一層の定着が図れるように改善された。この中でも「粒子」については、中学校
では、 1学年で物質の溶解や状態蛮化に粒子モデルを導入し、 2学年では現行と同じよう
に原子・分子を導入、 3学年では物質を構成する基本粒子の一つであるイオンを扱い、よ
り具体化し学習を深めていくように構成されている。
今回の共同プロジェクトでは、中学校3学年で学習するイオンの学習について、研究が
進められた。イオンの学習は、平成10年の学習指導要領の改訂で中学校の学習から削除さ
れたが、今回平成20年の学習指導要領改訂で、再び中学校の学習内容として復活したもの
である。教職10年未満の教員は当然、イオンの学習は初めての取り組みとなり、関I~＼ち高
いところである。
そこで、今回は「イオンJをどのように教えるのかが、議論となったo この大きな理由
として「イオンは目で見えない」ということである。つまり、観察できるのは、イオンが
害在することによって起こる電気分解などのさまざまな現象だけであり、イオンそのもの
が目で見ることができないだめに、どのように学習を進めていけば、生徒の理解が深まる
のかという点である。イオンの考え方、寄在をはじめに教えてしまうのか、それとも、探
究的な学習の中で電気的な性質をもった粒子、つまりイオンという者え方、害在を見つけ
させるのかということであるD 議論の結果、今回の研究では後者を行うことになった。そ
こで、目で見えないものを者え、学習するためにどうしても必要となるのが、モデルを使
つだ学習であるo 授業実践では、塩化銅水溶液の電気分解で、なぜ、陰極に銅が付着し、
陽極に塩素が発生するのかを考えるために、生徒たちは、銅原子、塩素原子をモデル化し、
その現象を説明していった。うまく説明できないところはクラスで話し合い、より現象が
適切に説明できるようにモデルを作りかえながら、電気的な性質をもった原子の静在、つ
まりイオンを見つけていったと思うo
学習指導要領の改訂で、思考力、判断力、表現力の育成が取り上げられ、その一つの手
段として言語活動の充実が重視されている。モデルを利用した授業は、これらの要素を大
いにきんでいると考えられる。今回の研究は、理科における思考力、判断力、表現力の育
成、及ひ．言語活動について者える契機となったように思うo
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「言語活動の充実」をめざす理科侵業のあり方
附属中学校堀篤史
57カ国 ・地域が参加した2006年PISA調査一一この調査結果を分析すると、日本の科学的リテラ
シーは、世界全体から見れば、依然として上位グループに位置しているといえるが、日本の生徒が、「科
学的証拠を用いること」に比べて、「科学的な疑問を認識すること」や 「現象を科学的に説明すること」
を苦手としていることも浮き彫りとなった。さらにPISA調査の生徒質問紙による調査で、理科の学習
環境について、日本の中学校では、「対話を重視した理科の授業」や「モデルの使用や応用を重視した
理科の授業」などの教授学習活動はあまり活発に行われていないと認識している生徒が多いことがわか
った。 ． 
2009年 PISA調査で
は、科学的リテラシーに
おいては、前回同様上位
グループを維持している
ことが確認された。 しか
し、世界トップレベルの
国々と比較すると依然と
して下位層が多いこと、
読解力は必要な情報を男
① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑨ 
⑨ 
⑩ 
科学的リテラシ一平均得点の国際比較 PISA2006 
科牢的リ子ラシー 全体 得点
『！4掌的な民間を
得点
r~型車を科学的に
得点
混線することj領蟻 .1見明することJ頒峨
フィンランド 563 ① フィンランド 555 フィンランド 566 
香港 542 ② ニュー ジー ランド 536 寄港 臼9
カナ'I 534 ⑤ オー ストラリア 535 台ヨE 制5
台湾 532 ＠ オラン'I 533 エストエ7 制1
エストエア 531 ⑤ カナラf 532 カナ'I 531 
日本 531 ⑤ 寄港 528 チェコ 527 
ニュー ジー ランド 幻。 ⑦ リヒテンシュヲイン 522 日本 527 
オー ストラリア 527 ⑥ 日本 522 スロベニ7 523 
オランザ 525 ⑨ ”国 519 ニュー ジー ランド 522 
リヒ子ンシュヲイン 522 ⑩ スロベニ7 517 オランザ 522 
fね竿釣!ilを
得点
用いること』領蟻
フィンランド 567 
日本 544 
香港 542 
カナザ 542 
”国 幻S
エュー ジー ランド 537 
リヒ子ンシュ，イン 535 
台湾 532 
オー ストラリア 531 
エストニア 531 
つけ出し取り出すことは得意だが、それらの関係性を理解して解釈しだり自らの知識や経験と結び付け
たりすることがやや苦手であること等が報告された。
以上のことを踏まえ、我々はどのような慢業を展開していくべきなのか。「科学的な疑問を認識する
力」を如何に育成するかについては、今後検討していかなければならないが、「現象を科学的に説明す
る力の育成」は、本校が研究副題として掲げる 「言語活動の充実」と目標を同じくする部分なのではな
いかと考えられる。そこで理科部会としても、この言語活動を一度整理してみることとした。
ます、忘れてはいけないのが、言語活動は目的ではなく「手段」だということである。理科では、こ
れまでの自分のもつ「知識」や「経験」 をもとに「科学的な概怠Jの形成を目指す。その過程で生徒は
「思考」をめぐらせるわけだが、それを下支えする寄在が「言語活動」なのではないだろうか。特に理
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科では伺かを表現するときに、言葉だけで
なく図やグラフ、 モデルといった教科特有
の表現形態を用いる。語誌、モデル、 図 ・
グラフなどは、いすれも科学的に言語活動
を展開させる時には必要不可欠なツールで、
それぞれ同値に阪うべきだと考えている。
どの揚面でどのような語設を習得させ、モ
デルや図 ・グラフを用いてどのように表現
させるのか。そういった視点で、これらを
見直す場面ち必要であると考えている。
水溶液のなかのイオンについての雑感
人間発達科学部片岡弘
今年度のテーマでは、電池や電気分解を題材として、自にはみえないイオンの実在を、モデル
と実験を組み合わせて、どのようにして生徒に理解してもらうのかが大きなポイントのひとつで
あった。電池あるいは電気分解という化学的に複雑なシステムのなかでの電荷の移動を正確に者
えようとすると、電解質溶液中の電湯勾配や電極における反応律速などの多くの要素が加わり、
中学校の生徒に理解可能なかたちで、かつ基礎的な部分で誤った概怠を植え他けずに説明するこ
とはとてち困難に思える。
そもそも、水溶液あるいは何らかの媒体の中でイオンがどのような形態で荏在しているのかと
いう疑問に明確に答えることは容易ではない。例えば震もシンプルなイオンであるプロトン H＋を
富む水の分子レベルでの構造でさえ、分光学的な実験と量子化学的な理論計算による研究が現在
でも続けられており、 2005 年の文献［1 ］では H+(H20)nの構造は、 n~ ～10 では鎖状構造、－10
くn<21では二次元ネット構造、 n>21では三次元のかご状の構造であると報告されている。
多くの一般化学の講義においては「水溶液中では裸のH＋は害在しない。水素結合のネットワー
クで弱く結びつけられたクラスターH+(H20)nとして容在していると壱えられている。しかし便宜
上H＋あるいはH30+(= H+(H20））と書くことにする。なぜならば、 H＋が害在していると仮定して
も、通常の化学実験においては化学量論関係が満たされることがほとんどだから。Jといった説明
がされていると思う。少なくとも筆者はそのように説明している。つまり、正しくないことを理
解してもらった上で、当面の使用目的については差し障りがないため、簡便さを優先しているの
である。
このことはH＋にまつわる歴史［2］とも関係する。プロトンはGoldstein( 1896）、Wien(1898）、
J. J. Thomson (1907）による研究によって発見され、その後、水溶液中の水素イオン指数pH=
-log[H+Jが 1909年にS0rensenによって提案されたo しかレ早くも 1930年には水溶液中で
の裸のH＋の杏在は、溶媒和についての熱力学的警察から否定され、その後のより正確なH＋の寄在
形態の探索へと続いていくことになった。それにもかかわらず化学者がH＋というアイデアを使い
続けているのは、それが実験結果と一致する化学量論的関係を与えるからである。
この話題がでるたびに何か上手い説明や実験はないものかと者えるのだが、未だに思いつかな
いままである。
文献
1. Miyazaki, M.: Fuji, A.: Ebata, T.: Mikami, N. Science 2004, 304, 1134. 
2. Moore, C. E.: JaselkiS, 8.: f.lorian, J. J. Chem. Educ. 2010, Bズ922.
51 
レギ、ユラトリサイ工ンスにおける世代聞の検証の必要性
人間発達科学部安本史恵
〈本年度プロジェクト項目と最近の社会生活との関連について〉
本年のプロジェクトテーマはイオンについてであったo 本学習内容は2002年度施行の学習
指導要領で中学の学習項目から外れ、正式には2012年度より新学習指導要領で復活する単元
である。
奇しくも、この文書を作成している今月、すなわち2010年度末（2011年3月〉ほど、
市民生活において元素周期表が必要とされた時期は過去になかったのではないかと考えられる。
福島第一原子力発電所に日々問題が生じている。作業員の被曝などの事例においてはこの期に
及んで社撰な管理体制が指摘されている。また福島第一原発から200キロメートルほど離れた
首都圏においても、水道水から、国の定めた乳児の飲水基準値の二倍を越える放射性ヨウ素が検
出される事態に陥った。乳幼児を連れ西日本や海外ヘ疎開をする母親も増えている。
ウランを燃料としている原発に由来する事故で、放射性「ヨウ素Jが放出され問題視される理
由が、毎日テレビや新聞において解説されている。わたしもほとんど知識を持ち得ていない自分
に唖然としながら核分裂、 α崩壊・ 8崩壊から学び直した。陽子・中性子・電子、まさに本年度
プロジェクトテーマに直結する内容である。まだお母さんたちをはじめとした市民の関山は、中
性子の起こす反応よりも、人体への影響なのだろうとも思われる。過去の獣医師国家試験の際の
放射線学の内容も見直してみた。くだが医師国家試験に合格したばかりの知人をしても、放射線学
においては、例えば同位体を用いた診断薬の用法やガンの放射線治療に重きがあり、被曝につい
ては深く学ばないのが実情である。わたしのノートもほとんどが×線写真の読影のスライド映写
を暗闇で模写したページばかりであった。〉
物理学・化学・生物学・地学、そしてもちろん政治や経済などち巻き込むレギュラトリサイエ
ンスの極致が現在進行形である。この危機が少し落ち着きを取り戻した後に、市民意識にサイエ
ンスに対する意識の変化がもたらされることは必定である。今回のメディアにおける放射性同位
体等々の解説の検証も後年行われるだろうと考えられる。
〈世代別の検証の必要性について〉
今回の原発事故を蚤けて中学生の意識も大きく変化することは当然の反応であると考えられる。
昨年、本プロジェクトで玉生先生の授業を参観させていただいだ際に、生徒たちがすぐに周期
表を取り出し、色などの特徴に言及しているのを興味深く見させてもらった。元来、生徒たちの
ほうが一般市民に比べ元素に習熟している。今回の原発問題に及んでも、日頃から周期表に慣れ
親しんでいる中学生は、ウランやプルトニウム、ヨウ素・セシウム・ストロンチウム等が、どの
くらいの原子量を有しているのか察しが伺きやすかったと考える。
またおそらく、専門分野に特化しがちな大人と異なり、例えば原発に海水注入した後、通電す
ることについてなど、直観的に疑問に思う事柄も多かったのではないかと考えている。
今回彼らがどのようなことを考え疋のか、世代別の検証ちいずれ行われることであろう。また
この危機を経験した中学生世代が以前とは異なるどのような意識変貌を遂げるのか、十分な検証
が待たれる。
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素朴概愈の活用と種まき問題
人間発達科学部林衛
新学習指導要領は，小学校6年生での天文や中学校でのイオンなど，この20年聞に失
われてしまった学習内容が復活，小学校コンデンサーなど新規項目ち取り入れられ，久し
ぶりに内容と時間数が増強されることとなった。
では，内容が削減されていた20年間に理科教育界では，伺がおこっていたのだろう。
厳選され単元通しのつながりが途絶えたり，薄まったりしてしまったなかで，現場の実際
家たちがめざした一つの方向性は，理科教育の原則のひとつともいえる学習者の素朴概怠
をふまえ，学習意欲を高める方向の構築であった。問題解決学習を重視する実際家ち，意
欲的な取り組みの実現のために，改めて学習者の素朴概怠に注目することとなった。その
徹底を図るためだろうか，「実感をともなった理解」が新学習指導要領のキーワードとな
っている。皮肉な見方をすれば，いままでの学習指導要領がめざしてきた理解とは何であ
ったのか，切り返したくなるかもしれないキーワードだけれど，より深い理解，使える概
怠形成によって，豊かな学習の実現につながるのならば歓迎したい。
しかし，内容と時間数が削減された20年間におこったもう一つ問題が，後遺症として
のこされている。素朴概怠をふまえる、重要性や問題解決の有効性は確かだが，その一方で，
今後の学習や将来の生活につながる事実に触れ，現象を垣間見ておくという「種まき」効
果の重要性が見失われているのではないか。この20年間に，学年，学期〈さらには教科
の枠〉を越えた既習事項の連鎖が実質的にも浸業者の意識のうえでも失われた結果，とく
に小学校では素朴概怠に頼りすぎ，既習事項を活用できない単元構成が増えてしまった。
科学概念を理解するために必要な個々の事実や現象がなければ．学習者が疑問を残したま
まあるいは疑問さえ抱かずに伺となく納得する〈あるいは丸呑みする〉単元構成になりが
ちになる。そしてそれが，科学技術への受動的な態度を朗長するという問題もある。そう
ならないように限られだ素材で授業を組み立てようとすると，素朴概怠を活用した問題解
決学習を通しだ科学の見方・者え方の養成にウエイトが置かれる。その結果，小学校段階
での「種まき」殉果が薄れ，中学校とのギャップが広がってしまう。
「教えて老えさせる授業」 vs「問題発見・解決型授業」のあいだに大きな断裂がある
かのようにみえるのも，この後遺症の結果だといえよう。今回の共同プロジェクトでも，
イオンという概怠の導入を知識として与えるかたちにするか，生徒が発見できるようにす
るのか，議論の対象となったo
上記二つのスタイルち素朴概怠の活用と種まき刻果もみな目的ではなく手段なのだか
ら，ちっと長期的な視野の中で，科学政策を含む科学技術への批判的かつ建設的なかかわ
りを実現するという大目的に向けた理科教育構築を考える必要を感じだ。
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『理科』と『総合的な学習の時間』をどう関連させるか
人間発達科学部松本謙一
1 問題の提起：両者の並列をどう生かすか
学校教育法が一部改正され、第30条2項に義務教育の目標としての学力が明確に示さ
れた。これを受けて、今回の学習指導要領の改訂においては、教科（理科をさむ）は、「習
得・探究」を担い、総合的な学習の時間（以下、ここでは「総合」と昭ぷ〉は「探究」を
担うことで、教科と総合の役割・容在意義が明確化されだ。
一つのカリキュラム上に混在する理科と総合に内容の重なりがあることを考えると、確
かにこの考え方には合理性が認められる。そして、この考えに立ったとき、習得したこと
を活用することができ、さらに探究できる能力・資質を一人一人にはぐくむ上で、理科と
総合の関連を図ることの霊要性は一層指してくると者えることができる。
しかしこの壱え方は、教える側である教師サイドの便宜上の区別であり、学習の主体で
ある子どちの立場から考えだとき、必ずしも明確な区別になるとは老えにくい。
ここでは、教師と子どもの立場から理科と総合がどのように映るのかについて論じてい
く。
2『理科』と『総合』の比較
1) 教師から見た『理科』と『総合』
両者の教育課程上の遣いは、それぞれが教科の範鴎に入るかどうかに起因する。
教科の一つである理科の内容は学問体系に裏訂ちされた形で、学習指導要領で規定され
ており、それに伴って、それぞれの内容について到達目標が示されている。
これに対して総合は、教科の枠には入らない。学問体系による裏訂ちは無く、各学校の
責任で内容を決めることになる。総合では「内容が一つの教科の枠に収まらないこと」と
いう縛りがあるものの、あくまで、伺かを理解させることが目的ではなく、『自分』を中
核に据えた探究的・協同的な学びを保障すること自体がねらいに直結する。
このように、教師サイドから見ると、理科と総合で扱う内容には重なりがあるものの、
両者の性格は、全く異なっているのであるo
2) 子どちから見た『理科』と『総合』
それでは、子どもの立場から見ると、両者はどのように映るのだろうか。
例えば、「今、理科の時間でしょ。だから00をしなさい0 .・・ Jなどといった、教
師のねらいを拠り所にした対応で、子どもは納得するだろうか。こういった対応では、理
科は総合の手下に成り下がってしまい、決して子どもの探究力は育まれない。なぜなら、
どんな問題に対しでも、教科の枠に縛られす、自分の経験を総動員して解決していこうと
する自主的で創造的な子どちを育でなければならないからである。
このように考えると、子どもにとっては、両者には全く遣いがないように映ると言える。
いや、遣いを感じるような学習を展開してはいけないのである。
3) 『理科』と『総合』の関連のポイジト
1）、 2）から、両者の関連のポイントは、教師から見ると、理科・総合のねらいに迫る
上で、それぞれのよさがともに生きる間遠でありながら、しかも子どもから見ると両者に
差異が感じられない工夫をしていくことが大切であるといえる。
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イオンモデルの多様性
～玉生実践を通して～
教育学研究科 1年水島正隆
I はじめに
平成20年の学習指導要領の改訂に伴い、中学校第3学年にイオンの学習が復活した。補問資料によ
れば、イオンの移動についてモデル図を使って説明されている。しかし、生徒にとってモデルの意味は
理解しづらく、モデルを用いた科学的思考は困難ではないか、と実践者の玉生は考えた。
そこで、今回の実践では生徒自らがモデル化を行う時間を取り入れ、理解を図ると共に、他の生徒と
の話し合いを通して、 モデルを完成形へと近づけていく慢業展開を玉生は巷えた。
今回の報告では、塩化銅水溶液の電気分解実験から得られだ結果を基に生徒が考えた壬デルについて
考察していく。モデル化を行うにあだり、生徒には「塩化銅水溶液に電流が流れているとき、水溶液中
では伺が起こっているのか？」という課題を与えている。
I 考えられたモデル
考察にあ疋り、モデルを大きく 2種類に分類しだ。ひとつは陰極板から陽極板ヘ電子が移動すること
によって電流が流れるモデル （電子1周モデル〉、ちうひとつは陰極板から陽極板へ電子が移動しなくて
も電流が流れるモデル （電子が1周しないモデル〉である。
今回はこの視点で、 3年4組で考えられたモデルについて考察していく。
1 電子1周モデル
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図 1 ： 電子力I~1周するモデル
図 1に電子が1周するモデルを示す。このモデルに共通していることは、電圧を加えた時に水溶液中
の塩｛じ銅分子が陰極にひきつけられるということである。そして、結果的に陰極から陽極へ塩素が電子
を運1.5＼モデルとなっている。
?
?
?
このモデルを考えた背景には、小学校第3学年で学習した「回路が1つの輸になっていないと電流は
流れない」という既習事項が大きく反映されているのでは
凶跡に明かりがつ〈とき.'Ill＇..＼~ ないかと考える （図2参照〉。
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図2:'1.i:気の通り道 （H22.学校図書 P94) 
つまり、これまでの経験を活かして、それを実験結果と
どうにか結びつける、このモデルの背票にはこのように絶
対的に先行経験が占める割合が多いのではないだろうか。
2 電子が1周しないモデル
モデルa モデルb
図3：電子が1周しないモデル
図 3 に電子力＇~ 1周しないモデルを示す。このモデルは陰極に鋼、陽極に塩素が発生するという実験事
実を基に、水溶液中では塩化銅がプラスの電気を帯びた銅と、マイナスの電気を帯びた塩素に分かれて
いて、それぞれが各極板で電子を受け渡しする、という考え方である。
このようなモデルは、電流は回路が輸になっていなくてち、つまり電子が回路を 1周しなくても電流
は流れるという、それまでの経験則を破って考えられたものではないだろうか。図3のモデルaを考え
た生徒は、「回路はできないけど、電流が流れる」という記述をしていることからも、そう言えるのでは
ないかと考える。
これは実験事実を基に、それに合うように先行経験であるモデルを変化させる、それまでの概怠にと
らわれない考え方が反映したモデルではないだろうか。
Il まとめ
この実践を通して、以上に挙げだモデルの他に様々なモデルが生徒によって考えられた。自分の考え
を発表するクラス全体での話し合い活動では、発表されたモデルに対して矛盾点等が指摘され、生徒の
思考が促されたのではないか。モデルとは、その人の考えを表現したちのなので、生徒の思考の多様性
が見てとれる。今回の報告では、 2つの視点からモデルを整理したのだが、さらに細かく分類すること
ができると考えている。
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家庭科教育グループ
中学校家庭分野「D身近な消費生活と環境Jの鰻業実践研究
ーエコパックづくりとその刻果ー
学 部磯崎尚子
間属小学校
附属中学校
森永郁江
野柑彩圭
はじめにー研究の背震と構想ー
平成20年に改訂された『中学校学習指導要領〈技術・家庭編〉』の家庭分野では、学習
内容が、 A家族・家庭と子どもの成長、 B食生活と自立、 C衣生活・住生活と自立、 D身
近な消費生活と環境の4つとなったo また、同じく改訂された三『小学校学習指導要領〈家
庭編〉』でも、その学習内容が、 A家庭生活と家族、 B日常の食事と調理の基礎、 C快適
な衣服と住まい、 D身近な消費生活と環境の4つとなったo つまり、今回の改訂で、小学
校と中学校の学習内容の一貫性が保証されだ。そして、今回の改訂では、新しく「D身近
な消費生活と環境」が導入された。このことは、社会における消費者として学習者を位置
づけ、消費者としての自覚や環境ヘ配慮した生活の工夫についての初等教育と中等教育を
一貫した指導が求められることを意昧している。
本研究グループでは、この「D身近な消費生活と環境」に焦点をあて、研究を行ってお
り、昨年度は、中学校1年生を対象に「D身近な消費生活と環境」と「B日常の食事と調
理の基礎」を関連させた『環境に配慮した調理実習の授業研究ー中学校における工コクッ
キングの試み』りを行い、環境教育を導入した食生活に関する授業実践の有効性を明らか
にした。そこで、本年度は、「D身近な消費生活と環境」と「C快適な衣服と住まい」を
関連させた工コパッグづくりの便業実践を行い、中学校家庭科における環境教育を導入し
た衣生活に闘する授業実践を通して、家庭科における環境を意識した教育とその有効性に
ついて検討することを目的とした。工コバッグとは、レジ袋に対し、買い物客などが持参
するマイパックであり、工コパッグとも昨ばれている2）。本研究では、工コパックという
名称を用いることとする。なお、今回の学習指導要領の改訂では、実践的な活動をより重
視することが強調されており、本研究はこの点を考慮して、基礎的・基本的な学習活動や
自分の考えを表現する活動など、多様な学習活動を導入した。
本研究では、昨年同様、環境教育とは「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の
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推進に関する法律」 3）で、環境保全についての理解を深めるために行われる環境保全に関
する教育及び学習と定義されているだめ、家庭科における環境教育の定義を「自分や家族
の衣・食・住生活、それらを取り巻く社会において、持続可能な社会を目指し環鏡に配慮
した生活を主体的に育んでいくだめに行われる学習」とした。
1 .研究授業の背震と概要
(1）研究授業の背最
富山県は2008年、地球温暖化防止に向け、全国に先駆け、レジ袋の県内全域有料化を
行ったo富山県民のスーパー等へのエコパックの持参率は高く、レジ袋の削減化を通して、
地球温暖化防止を含めた環境にやさしいライフスタイルの変更への取り組みを行っているo
このような富山県の状況を勘案して、どこの家庭にもある不要になった傘の傘布を用い
たパッグの製作を行うこととした。それは、ゴミを減らし、循環型社会を築くための4R、
Refuse （断ること〉、 Reduce〈減らすこと〉、 Reuse（再利用〉、 Recycle〈リサイクル〉
の学習、消費生活と環境を壱えさせる学習にもつながると考えたためである。
一方、家庭科の被服実習では、一般的に教材キットを用いるケースが多いが、近年、諸
般の事情により、教材キットの使用をやめる傾向にある。そこで、教材キットを使用せず、
どこの家庭にでもある不要な傘の傘布を用いたパック製作を行うこととした。
傘布を教材として使用したのは、どこの家庭にでも不要な壊れた傘があり簡単に入手し
やすいからである。本授業実践では、教師が生徒に授業の半年前に壊れた傘を保容してお
いて欲レい旨を事前連絡するとともに、不要で嬢れた傘20本以上を事前準備しだ。結果
的には、生徒は各自準備し、教師側が準備した傘を使用することはなかった三。
傘布を工コパック製作に活用する利点としては、教材費がかからないこと、布端がぽつ
れにくく布錨の始末が不要であること、縫いやすいこと、縫う量が少ないこと、創意工夫
が司能なこと、パッグとして活用する際に防水性に富み軽量であること、などがある。傘
布を用いた工コパックの作り方は、数種類ある。本研究侵業では、その製作には、既習の
基礎的・基本的な裁縫の技術だけを用い、誰でも簡単に作成できるパック作りをベースと
することにした4）。それは、不要白から活用品が作成できる過程を体験させることによっ
て、生徒に何でも買うのではなく、廃棄物から活用品が簡単に製作できるといつだリサイ
クルや環境にやさしい生活について学習者自らが考えてもらいたかつだためであるo
(2）研究授業の概要
研究綬業は、富山大学人間発達科学部附属中学校で行った。授業対象者は、富山大学人
間発達科学部附属中学校3年生全4クラスである。なお、事前事後のアンケート調査は1
クラス40名とした。侵業期間は、 2010年9月～2011年1月である。指導者は野村彩
主である。
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学習目標は、新しい学習指導要領（技術・家庭編〉の考え方に基づいて、以下の2つを
設定した。
J 基礎的・基本的な知識と技術を活用レて、工コパックを製作できるo
・自分の生活と環境との関わりに気づき、環境に配慮した生活の実践について者える。
学習構成は、以下の表1とし、 3次に分け全7時間としだ。
表1 工コパック作りの学習構成
1次 自分の生活と環境について考えよう。（1時間〉
－富山県の倒から、レジ袋の製造・廃棄に関わるエネルギーについて知り、工コバッグの
持参について考える。 、」
－自分の生活が環境に及ぼす影響について者える。
2次工コバッグを作ろう。（5時間〉
・工コバッグの製作計画を立てる。
・既習の基礎的・基本的な知識と技術を活用するとともに、創意工夫し、パッグを製作す
る。
3次 環境に配慮した自分らしい生活について壱え、実践しよう。（1時間〉
－環境の視点から、自分の生活を振り返る。
－環境に配慮した自分らしい生活を壱え、工夫し、実銭することを考える。
第1次では、「自分の生活と環境について考えよう」という題目の下、全国に先駆けて
富山県で行われているレジ袋の県内全域有料化を倒に挙げ、レジ袋の製造、廃棄に多くの
エネルギーが使用されていること、県民の多くが工コパックを持参するようになった現状
とその利点と欠点などについて学習者個人、またクラス全体で考えることとしだ。ここで
は、自分たちの普段の日常生活が環境に与えている影響や負荷について学習する。そして、
環境にやさレい生活の一例として、不要な傘から工コパッグを作成することの動機づけを
行う。この学習では、資料などを活用レ、そこから必要な情報を取り出して、その情報に
基づいて考えることを意図している。
第2次では、工コパックの製作を行う。傘から布を外す指導は事前に行っているため、
ここでは工コパックの製作計画を立てることから始めた。既に学習している基礎的・基本
的な知識と技術〈技能〉を活用し、目的に応じた縫い方や製作方法で工コパックを復習す
る。その際、できるだけ創意工夫をするように山掛けることを学習者に促した。この第2
次は、工コパックの製作の計画、製作といった活動を中山とした。
第3次では、身近にある不要昂（壊れた傘〉が既習の基礎的・基本的な知識や技術〈按
能〉で工コパックとなり、活用でさることをとおして、環境の視点から自分の生活を振り
返ることを意図した。そして、環境に配慮した自分らしい生活を考え、工夫し、実践する
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ことを生徒自身に考えさせた。その際、生徒が自分の考えを表現しやすいように、環演に
やさしい生活の実践を4コマ漫画で表現させることとした。ここでは、表現力の育成を考
えて、漫画による描画の方法を用いて、自分の壱えを表現させることを意図した。
図1は、この工コパックづくりの学びの構造図である。
他の人・地域・
社会的問題
自分自身や
日常の暮らし
0自分の生活が環境に
与える影響について
壱える
・エコパックの製作
0自分の生活と
環境について
考えよう
。環境の視点から自分
の生活を振り返る
。環境に配慮した自分
らしい生活を者え、
工夫し、実践する。
基本的知識や技術 ひと・ちの・こと 問題の改善や解決
を習得する・生活 三 . をとりまく問題や ~ . の方法を者える、実
を見直し、気づく 課題を認識する 践する、発信する
図1 学びの構造図
co・・・第1次、 ・－－－第2次、 。－－－第3次〉
学びの構造図とは、日本家庭科教育学会力リキュラム研究会が作成したもので、学習者
主体の授業を想定し、子どもの学びを構造化したものである5）。この学びの構造図は全国
的にも認知されている。縦軸は学習の視野で、私的領域である自分自身や日常の暮らしか
ら、公的領域である他の人・地域・社会的問題までの学習の視野を示す軸である。横軸は、
生徒の学習の深まりを示している。①基本的知識や技術を習得する、生活を見直し気づく、
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②ひと・もの・ことをとりまく問題や課題を認識、③問題の改善や解決の方法を者える、
実銭する、発信する、の3段階で示レている。これは、問題解決を学習の進展の指標とし
て捉えだものである。
2.授業の結果分析と警察
( 1）授業の様子
第1次では、自分の生活と環境について壱えさせるために、最初に生徒に工コパックの
使用状況を尋ねた。生徒の7割が買い物時に工コパックを使用していたが、その理由の大
半がレジ袋の代金がかからない、 5円得という理由であつだ。そこで、富山県内のレジ袋
の製造、廃棄に関するエネルギーのデータを示し、なぜ、富山県が全国に先駆けてレジ袋
の県内全域有料化を行ったかについて替えさせだ。生徒は、工コパックを使用することが
5円得するだけでなく、環境にやさしいということ、そのエネルギーの大きさに声を上げ
て驚いていた。生徒は、日常生活が環境に負荷を与えている事実を認識していったo
第2次では、環境にやさしい生活の一例として、不要な傘から日常使用する工コパック
を作成した。製作した工コパッグは縫う置が非常に少なく、直線縫いばかりを用いだもの
である。しかし、小学校の時に学習したミシンの扱い方を忘れている生徒もおり、再度ミ
シンの使い方などの指導をする必要があった。
傘布から工コバッグを製作する過程では、生徒ははじめ三角形という形の傘布のパーツ
4枚が組み合わせることで、それが工コパックになることに少しとまどいを感じていた。
しかしながら、パッグの形がみえてくるにつれ、生徒の作業は早くなり、集中して取り組
むようになっていった。当初、嬢れた傘からエコパックを作る話をした際は、汚い傘から
パッグなどできるかと声をあげる生徒ちいたが、廃棄物の傘布が使用できる工コパックに
変わることに非常に驚いていた。生徒は、友達と布を交換したり、傘のフリル部分をパッ
クに活用したりなどの工夫をこらしていた。自分の作った工コバッグに愛着を持ち、自分
なりの工夫やこだわりを持って製作していた生徒もいた。図2は、生徒の工コパッグの作
品の一例である。
第3次では、生徒は、身近な不要品〈懐れた傘〉が、既習の基礎的・基本的な知識や技
術でエコパックとなり、活用できる昂に完成しだことをとおして、環境に配慮した生活に
ついて考えだ。その際、 1年次で行った環境を意識した調理実習を思い起こさせた。生徒
に自分の生活を環境と関わらせて振り返らせると、現状に満足している者はほとんどいな
かった。そこで、環境に配題した自分らしい生活を者え、創意工夫し、実践することを警
えさせるだめに、環境にやさしい生活の実践を4コマ漫画で表現することとしだ。生徒は、
4コマ漫画を楽しみながら描いており、環境に配慮した生活を強く意識づけることとなっ
た。図3は、生徒が描いた4コマ漫画の作昂の一例である。
生徒は、節電、節水、エアコンの使用、リサイクル、詰め替え、物を大切にする、ちつ
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たいないJ~＼、工コパッグの使用、二酸化炭素の削減など、 さまざまなテーマで環境に配慮
しだ生活を記していだ。この研究授業の前には、環境についてあまり意識していなかった
生徒ち、最後の短業の4コマ漫画作成では、自分にできる環境に配慮しだ生活を具体的に
考えるようにまで蛮容していた。
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(2）授業を終えて
研究慢業の後、アンケート調査をした 80%以上の生徒が「今回の援業は楽しかった」
とし、全員が積極的に学習に取り組めたと回答しだ。この授業が楽しかった理由として、
「不要な傘からパックがでさることに驚いた」、「傘から工コパックができていく過程が楽
しかった」、．「身近な素材で、できのいいものができた」、「好きなデザインや工夫ができた」、
「工コについて考えさせられた」、「環境について知ることができた」など、不要な傘から
パックがでさること、環境について学習したこと、などを挙げており、このことから判断
して、本研究慢業の意図が達成されたといえる。
次に、授業前後の生徒の環境の意識変化についてみていく。授業前後に、環境のために
ωがけている生活について尋ねた生徒の記述変化の一例である。
・Kさん
綬業前 －記述なし
授業後 ・夏は薄着、冬はモコモコにして、自力で体温調節をする。
－コンビこでは袋をもらわない。
－いらなくなった服は、古着屋さんに出したりしてリサイクルする。
・Hさん
侵業前 －記述なし
援業後 －いらない物は買わないようにして、包み紙や箱、紙袋などをもらわないよう
にする。
－頑張って自転車を使うo
・Yさん
授業前 －シャンプーは詰め替え用を使っている。
授業後 －食べたい分だけ買う。
－本当に必要なものかどうか、慎重に吟味する。
－ティッシュの使用量を減らす。
－詰め替え昂を使う。
多くの生徒が、研究授業の前には、環境のために，~，がけていることについての記述が少
なかった、あるいは記述できない状況であった。しかし、研究綬業の後には、「コンビ二で
袋をもらわない」、「ティッシユの使用量を減らす」、「節水、節電に＇~＇がける」など、自分
ができる環境に配慮した生活を具体的に壱え、いくつも記述できるようになっていった。
このことは、今まで環境をあまり意識してこなかった生徒が、工コパックづくりや話し
合いをとおして、環境という視点から自分の生活を見つめ直し、自ら環境に配慮した生活
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を実践することを者えるようになっていったといえる。
3.まとめ
富山県が全国に先駆けてレジ袋を廃止したこともあり、生徒の日常生活に工コバッグは
意識づいていた。しかし、それは残怠ながら5円得というだけで、環境と関連させて意識
づけたものではなかった。
生徒は、本研究授業において、壊れた傘布から工コバッグを製作することをとおして、
具体的に環境について考えていつだ。当初、生徒は、「こんな汚い傘からパッグなんででき
るのか」と、傘布から工コパックをつくるということに非常に戸惑っていたo しかし、そ
の汚い傘布から活用できる工コバッグが完成すると、驚きとともに愛着が生まれたようで
ある。傘布をゴミとして捨てるのではなく、生徒が既習している基礎的な製作技術を少し
用いてリサイクルするだけで、活用できるエコパックが完成することは生徒にとって新鮮
な驚きのようであった。この具体的な衣生活の学習と環境を関連させることが、生徒に自
分たちの日常生活と環境との関わりに目を向かせるきっかけとなっ定。
このことをとおして、生徒は更に環境に配慮しだ具体的な生活について考えるまでに変
容していったo これまで、環境について、あまり意識レていなかった生徒が「これからは
環境のことを考えて生活していきたしりという考えを持つようになっていった。
家庭科では、「よりよい生活づくり」ということを目標にしている。今回の学習指導要
領改訂に伴い、その「よりよい生活」には環境に配慮した生活を者えていかなくてはなら
ない。使い捨てに慣れた子どもたちは、具体的なエコパッグづくりという製作をとおして、
環境に配慮した生活を替えることができだといえる。衣生活の学習と環境教育を関わらせ
ることにより、生徒はより具体的に環境と生活を捉えるようになったといえるo つまり、
環境教育を導入した衣生活に関する授業実践は有効であつだといえる。
また、この研究授業では、改訂された学習指導要領の指摘されている、より実際的な活
動の霊視を尊重して、エコパックづくりを行つだけれども、単に工コパックづくりだけで
はなく、近年重視されている、与えられた資料から必要な情報を取り出してそれに基づい
て自分の考えを形成する、自分の考えを図や表などにして表現し相手に伝える、といった
PISA型学力に通じる多様な学習活動ち取り入れた。生徒は、このような活動にも積極的
に取り組んでい疋ことを追記しておく。
今後は、小学校での環境教育と小中連鑓授業について検討していきたい。
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健康教育グループ
「健康づくりノートとやまゲンキッズ作戦」の活用を通して
代表者
附属小学校
附属中学校
附属特別支援学校
神川康子
永田純子
石若俊子
市川千里
1 とやまゲンキッズ作戦について
富山県では、子ども達によりよい生活習慣が皐につくように「健康づくりノート とやまゲンキッズ
作戦」 による生活の見直しを、平成14年度より実施してきでいる。
本学園でもこの「とやまゲンキッズ作戦」 を活用し、 “生活習慣 ・食生活・運動と休養 ・からだ及び
こころ”の5つの分野について、子どもの実態を把握するととちに、課題解決に向けて各校種の実態や
発達の段階に合った取り組みを展開している。
2 各校での活用と取り組み
( 1 ）附属小学校での取り組み
本校児童は富山県内の全小学校の平均と比較して、「はみがき」「手洗いJ「手伝いJ「朝食」「テレ
ビ・ゲームの視聴時間」等、家庭での生活については保護者の保健意識も高くよい傾向にある。
しかし、県内各地から登校しているため通学に要する時聞が長かったり、 聖や習い事、スポーツ少
年固など放課後のスケジュールをこなすのに忙しかったりするだめ、 帰宅時刻が遅くなり、必然的に
就寝時刻も遅くなってしまう傾向にある。
6年生では「就寝時刻」がレッドゾーンに入る児童が40%（県平均21%）「ぐっすり眠れない、
時々眠れない」と答える子が28% （県平均15%）で、いずれち県平均の2倍となっている。
1 就 寝 時 刻 に ついて
。%
金控
6年
5勾E
4年
3勾三
2勾三
市追手
1勾王
・アグリーンゾーン 37.2 
ロィ イーエローゾーン 61.5 
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36.5 
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4.8 
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3年 14年
73.6 I 70.9 
玄ま寸寸百三
100% 
注）小1～小4
グリー ンゾーン 9時前
イエローゾーン 9時～l0 H寺
レッドゾーン 1 0 H年より遅い
小5～小6
グリー ンゾーン 9 ll~i ＇~1HT 
イエローゾーン9時半～l0 時半
レッドゾーン 1 0時半より遅い
「睡眠 ・運動 ・栄養」の大切さについて保健指導や保健学習、その他関連教科、保健集会等、学校
生活のあらゆる機会をとらえて指導を行っているが、親ち子もわかっていてもなかなかできないとい
う実態があり継続が難しい。そこで今年度は、全校縦割り班のグループで健康クイズを解いたりゲー
ムをしたりしながら「睡眠・運動 ・栄琵」の大切さについて考える保健集会 〔t5＼ぞくつ子元気アップ
集会〕を開催した。クイズを解いだ後は、「生活習慣と学15＼力・生きる力」と題して神川康子教慢よ
り講話をいただいた。とやまゲンキッズ作戦の統計結果と学力調査との関係からの考察を、子どもだ
ちにわかりやすく話していただくことで、生活習慣の大切さについて、科学的な根拠に基づいた理解
を深めることができた。保護者に配布し啓発を昭びかけた “ほけんだより”を掲載する。
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ほけんだより
すくすく
i5＼ぞくつ子元気アップ集会
H22. 7. 1 4
富山大学人間発達科学部附属小学絞
保健室永田
昨日13目、なかま活動の保健集会「ふぞくつ子元気アップ集会J
を行いました。
健康な生活を送るために大切な3つの習慣“睡眠、運動、栄養”について考えながら、縦割り班に分
かれてゲームやオリエンテーリングを楽しみ、講話を聞きましだ。
｜手つなぎ風船バレー｜
班のみんなで手をつなぎ、風船を
落とさす、手を離さすに何回続けて
風船バレーができるかを競いました。
手を離さすに風船を訂つには、手と／~＼を合わせて打たなければなりません。 お院で打ったり、ヘディ
ングしたり。1年生から6年生まで、ぎゅっと手を握り合いながら必死で風船を追いかけました。
手つなぎ風船バレーで、班の仲間の／~＼ちしっかりとつながったようです。
手つなぎ風船バレーの回叡が多かった班は、
1位 5班 ・・・・67回
2位 22I9I・.・54回
3位 25I91・・・ 49回でした。
睡眠O×クイズ I 5間全問正解だった班は、
5班、 23班、 36I9I、37班でしだ。
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匝つまみ大会｜
栄震たっぷりの大豆を使って、豆つまみ
大会です。
まんまるの豆を、竹の箸で上手につまん
でお皿に何個のせられるかを競いましだ。
つるつる滑ってなかなかっまめませんで
したが、みんなの笑顔ちまんまるでした。
たくさん豆をつまめた班は、
1 f立 11I9I・
21立 1om・
2｛立 12I9I. 
・491固
・461固
・46個でした。
｜腫眠O×クイズ オリエンテーリング｜
「成長ホルモンは起きている閏ち出ている」
「寝ている聞は、むし歯菌も眠っているのでむ
し歯になりにくい？」など、睡眠にまつわる問
題を解きながら、校内をオリ工ンテーリングし
ました。
,5，ぞくっ子の元気アップを願って
「生活習慣と学15¥力・生きる力」 前校長神川康子先生の講話
運動で元気アップ、栄養で元気アップ、睡眠で元気アップの活動を終えた子どちたちは体育館に集合
し、 富山大学人開発達科学部毅授（附属小学校前校長）神川康子先生のお話を聞きました。神川先
生は、大学で睡眠の研究ちしていらっしゃいます。昨年度までの附属小学校や他校のゲンキッズのアン
ケート結果、学力調査結果などから、 1.51ぞくつ子のさらなる元気アップのために、次のようなお話をし
てくださいました。
小学生の平均睡眠時間は
30年前 9時間23分
今 8時間43分
40分ち短くなっている。
24時以降に就寝する中学生が
増えている。24時前に寝る子と比
較すると
朝食欠食率 ・・・ 2.5倍
日中の眠気・ ・ 1. 8倍
撞業中居眠り ..2. 1倍
高い
生活習慣と各教科の関連
「近所の人に会ったら挨協
をするJ
「最後までやりとげてうれ
しかつだことがあるJ子は
国語の成績が良い。
算数 「朝食を食べている」
理科
「睡眠時間を十分にとって
いる」子は、算数の成績が
良い。
算数の成績上位群には朝
食を食べていない児童はい
ない。
「学校で友達に会うのは楽
しいと思う」子は理科の成
績が良い。
事象の変化に敏感で観察
力があるのでコミュ二ケー
ション能力が高い。
学習、記憶、注意集中、感情コント口
飲酒より睡眠不足の方が作業能率がぐっと悪く
なる。作業（仕事〉の失敗で、 ヒューマンエラー
午後10時から午前2
時の深い眠りの聞にたっ
ぷり出る。0時を過ぎて
から寝ても少ししか出な
成長期の子どもにとって適切な時間帯の眠
りはI~＼皐の健康と学力の伸展に重要である。
なるために ・
よく眠るほど
美しく
賢く
優しく
すぐに！ぐっすり！すっきり！
眠る前は、明日の楽しみなことを考えよう
竜三豆二コ
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(2）附属中学校での取り組み
① はじめに
各方面から「生きる力」を求められている今日、本校では1学年『生活習慣予防』、2学年 『命
の大切さ』をテーマに講師招轄をして、健康教育を実施した。 1学年では、講演会後に「すこや
か横診」と2回目のゲンキッズ調査をして生徒の蛮容を確認しだ。（1回目は6月実施〉
［生活習慣病予防講演会 CH22.11.講師鏡森定信先生〉〕
講演会事前調査では 『生活習慣病』について知っていると述べていた生徒は半数程度にとどま
っていたが、講演会後の感想では、習熟度の遣いはあるものの下記のような項目について習得す
ると同時に、継続することの重要性ち感じ取ったようだ。
生活習慣病について、生活リズムの大切さ、生活習慣と零命、予防の仕方
睡眠について（睡眠時間、快適な目覚め、メカニズム、ホルモン、皇長〉
食生活について 〈魚類等、自の疲労除去〉
朝食の大切（睡眠との連動、実行することの大切さ〉
脳の活動、体温
〔すこやか検診〕希望者を対象に実施しているが、 92. 5%の受診率であつだ。
検診項目 → 血圧、 尿積査、血液検査、問診
② 2回目のゲンキッズ調査結果から
生徒は中学生になって、学習や部活動において多忙化し、就寝時刻ちおのずと遅くなりつつあ
るが、「朝はすっきり眼がさめるJや「食後の歯みがき」、「皐の周りの整理整頓」、 「1日の生活
の中でくつろげる時聞があるJ等の項目で改善されていた。このことから、時間の使い方を工夫
し、充実レた生活を送っていることが旬える。また、それに惜随して起きていると思われる 『こ
ころ』の項目についても、「少しくらいの失敗は気にしない」や「あまりイライラしなしり、「山
配ごとや悩みなどを誰かに聞いてもらっている」などの項目が前回より割合が高くなっていた。
これは、入学以来、人とかかわることや体験したことで精神的に強くなり、中学生として望まし
い成長を遂げつつ、大変望ましいことととらえている。40項目中 18項目が改善されていて、
特に『運動と休養』については著しいものがあった。
心の項目。6
80 
60 
40 
20 
o ’－~v ー υー 圃 ＼υー 圃 ・・υー 圃ー伊・3哩占
言葉づ失敗気いらい心配等 繰り返不調原
かい にしならしな聞いて し不調 因
圃 1回自 66 68.6 52.2 66 74.2 74.2 
ロ2回目 66.7 78.8 60.3 69.2 78.8 77.6 
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③ 解明されたこと
本校での取り組みは、生徒の行動変容につながったのか「繰り返し頭痛や腹痛を起こレたりしないJ
生徒4.2%増加、「日々の健康状態を意識し不調を感じた時は、その原因を誓えたりすることができ
る」生徒は、3.4%増加していた。日頃から、／自分の健康状態を意識し、改善しようと努力する姿勢
こそが「生きる力」に通じていくと考える。
(3）附属特別支援学校での取り組み
本校は、定期健康診断の結果から、肥満傾向の児童生徒が多いことがうかがえた。
肥満の原因としては、生活習慣、食生活、運動習慣、あるいは障害特性など様々である。そこで、子
どもの実態を把握し、肥満傾向にある児童生徒への指導の糸口を探るととも
に、現在肥満傾向にない児童生徒へも、予防という観点からの指導を考えたいと思い、 「とやまゲンキ
ッズ作戦」を活用することにしだ。
今回は、児童生徒の生活習慣等の実態を知るため、 「とやまゲンキッズ作戦」を保護者に回答レても
らつだ。
「とやまゲンキッズ作戦」の結果を、（1 ）生活習慣（2）食生活（3）運動と休養（4）からだの
4つの分野に分け、本校の実態を探ったところ次のような結果となっ疋。
「とやまケ‘ンキシズ作戦の結果J圏 ブルーゾーン口イエローゾーン口レッドゾー ン
( 1 ）生活習慣 (2）食生活
計 I ~園田富田園田開 UI 計
高 ｜圃麗盟国躍［ ~： , m 高
中｜璽盟哩E噂臨額一ー t ア可｜ 中
小 l蝿韻語B _.;_ ' 日｜ 小
(3）運動・休養 (4）からだ
計 計
高 高
中 中
0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80覧 100首
結果を男ると、“食生活H の分野におけるブルーゾーン （良好〉の割合が高く、子どちの生活習慣に
配慮している保護者が多いことがうかがえた。しかレ、“運動・休養”の分野におけるブルーゾーンの
割合が怪く、 運動 ・休麓への取り組みの難しさが浮かひ由上がってきた。
そこで、運動 ・休養について、各学部で協議を行い、 子どものよりよい体づくりを目指した取り組み
をさらに進めていくこととし共通理解を図った。学部ごとの取り組みは次の通りである。
小学部では、朝の時間に全員で体操やストレッチを行ったり、 昼休みにバランスボールを使用した運
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動を行ったりしている。
中学部では、朝の時間の運動に加え、ゲンキッズの項目中で、姿勢について気をつけている生徒が少
なかったので、ストレッチポールを使用し、正しい姿勢の維持を目指した運動を行っているo
また、家庭でできるトレー二ングを学校からの課題として与えたり、休日に市営の体育館を利用しト
レー二ングをしたりするよう昭びかけた。家庭や地域の施設で運動することにより、運動習慣を身につ
けさせ、まだ余暇活動の充実ち目指している。
高等部では、朝の時間の運動に加え、保健体育の侵業で、間食や栄養バランス、運動の大切さや生活
リズムなどについて学習している。また、総合の時間に怪力ロリーのおやつを自分で作るなど、生活に
密着した学習をしている。
このように、学部がすすむにつれて、学校から家庭や地域へと運動の揚を広げ、運動の機会を増やし
ている。また、高等部ではさらに、運動や休養の大切さを知識として獲得し、調理実習などを通して、
卒業後の生活にも生かせるスキルを学んでいる。
まだ、全体に苅する取り組みとして、「とやまゲンキッズ作戦」の結果を今年度の学校保健委員会で
報告し、協議した。
当日は学校医や保護者ち参加し、それぞれの立場から助言や意見をいただいた。学校保健委員会の様
子を伝えた「ほけんだよりJは以下に掲載する。
肥満軽減や予防には、運動・休震だけでなく、生活習慣・食生活に加え、障害特性も老慮した支援が
必要となってくる。これからも、家庭や地域、関係機関等と連携しながら、子どもたちの肥満軽減や予
防に取り組んでいきたい。
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おうちのかたへ
学校保健委員会が開催されました。
11月29日（月〉に、ゅうゅう館にて学校保健委員会が開催されました。
今年度は「生活習慣」をテーマに、学校医の先生方、薬剤師の先生、わかぱ会役員の方々、
教職員がそれぞれの立場から参加し、 協議しましだ。
学校保健委員会の中で、 以前回芭レていただきました「生活習慣アンケート」の結果に
ついての報告ちしましだ。特に話題にあがっ疋ものを掠粋します
2食後、歯みがきをしている
中 高
ア．あてはまる 73.3 31.3 45.5 '19.J 
イ．ややあてはまる 26.7 56.3 45.5 43.4 
ウ．あてはまらない 0.0 12.5 9.l 7.5 
LO姿勢に気をつけている
中 l日h 計ー
ア．あてはまる 6.7 0.0 22.7 l 1.3 
イ．ややめてはまる 26.7 62.5 40.9 43.4 
ウ．あてはまらない 66.7 37.5 36.4 45.3 
18 継続して運動をしている
中 1'J1 
ア．あてはまる 13.3 25.0 36.4 26.4 
イーややあてはまる 53.3 56.3 50.0 52.8 
ウ．あてはまらない 33.3 18.8 13.6 20.8 
ロアあてはまる ロイややあてはまる
ロウ，あてはまらない
Olt. 20% 40!1 60% 80叫 100%
、??
?
??
???
、??
中
高 r:--r-
言十 1 ~－；..烈鍋ぷ認i綴ダ世〆緩務まP 北y
アンケートの結果から、①食後の歯みがきをしていない生徒が中 ・高等部でみられ、見
直しの必要があること、②姿努に気をつけている児童生徒が少なかったこと、③継続して
運動する習慣を身につけたいことなどが、話し合われました。
・学校医 ・学校薬剤師の先生方からのご指導
［学校医 ・岩城先生〕アレルギー疾患は、最近は大人でも多くみられる。タトから帰ってき
たら、うがい ・手洗いをすることで外からの刺激を排隙することができる。また、姿勢に
ついては、テレビを見るときの姿勢など、全学部に向けて指導をするとよいだろう。
［学校歯科医 ・岡崎先生）歯科医院に定期債診を受けに来られる大人の方でも、完聾に歯
をみがけている人は少ない。そのような意識の高い人でもみがき残しはみられるので、3
ヶ月に 1度程度、定期検診を受け、みがき方や汚れのチェックをされるとよい。まだ、フ
ッ素入りのはみがき粉の使用もおすすめである。
［学校薬剤師 ・漬目先生）いくつも政善しようとすると大蛮なので、例えば 1学期に1つ
だけと目標を決めて、長い時閣をかけて1つ改善する気持ちで行つてはどうか。また、肥
満と食事についてち、今日禽ベ過ぎたら、明日は控えるなど、長いスパンで考え、取り組
んでいかれるとよいのではないか。
歯科・岡崎先生 内科・岩槻先生 薬剤師 ・演目先生 わかぱ会役員の方々
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英語科教育グループ
中学 3年生の Speakingにおける誤り分析
代表者
附属小学校
附属中学校
学部
???? ? ????
??
? 、 、 ，??、?
???????????
1 .はじめに
平成 24年度より中学校新指導要領が施行される。新指導要領に
よると、「 2内容（ 1 ）言語活動イ話すことの〈イ〉」に「自分の者
えや気持ち、事実などを聞き手に正しく伝えること」を掲げている。
改訂前には「自分の考えや気持ちなどが聞き手に正しく伝わるよう
に話す」であったが、新指導要領では、「正しく伝えること」という
活動の目標がより明確なものとなっている。よって、これから教師
は「伝わればいい Jという活動を展開するのではなく、「より正確に
伝えるためにどうすればいいか」という視点ち者慮しながら活動を
計画・指導することが大切となると言えよう。
そこで、本研究では、中学 3年生にスピーキングテストを行い、
生徒の誤りにはどのような特徴があるのか調査する。調査を通じて、
生徒がどのような種類の誤りをどのくらい犯すかを知ることができ
る。生徒がどの文法項目の運用が苦手で、どのような誤りの傾向を
示すかを理解することで、教師は指導に軽重をつけて指導したり、
より長期的視点で生徒の成長を見守ったりすることができるように
なるだろう。
2. “d eclarative knowledg e”と“ procedural knowledg e” 
根岸（2009）は、文法に関する知識を“ declarative knowledge （宣
言的知識〉”と“ procedural knowledge （手続き的知識〉”に分けて
いる。文法を頭でわかっているということと、それを実際に文脈の
中で使えるということとは同じではない。倒えば、三単現の sや複
数形の sなどは知識としては知っていても、なかなか使えるように
ならない項目である。文法規則を文法用語などを用いて説明できる
知識は declarative knowledg e、使いこなせる知識は procedural 
knowledgeと昭ばれ、前者は後者に先行する。つまり、ます頭でわ
かり、次にそれに習熟して初めて使えるようになる。さらに、意識
的に使おうと思えば使えるようになってからも、無意識のうちに使
いこなせるというような「自動化」レたレベルに到達するには、さ
らに時聞がかかると主張している。
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この枠組みをもとに、根岸は文法知識のレベルを次の 3つに整理
している 。
( 1）その文法項目だけに 着 目して、じっくりと考えれば形の判断
などができるレベル
( 2）その文法項目を意識して使おうと思えば使えるレベル
( 3）その文法項目を特別意識しなくても使いこなせるレベル
本研究のスピーキングテストでは、「（ 3 ） その文法項目を特別意
識しなくても使いこなせるレベル」に焦点を当てて調査する 。調 査
対象である附属中学校 3年生の生徒は、高校受横を控えており、
「（ 1）その文法項目だけに着目して、じっくりと考えれば形の 判断
などができるレベル 」 については、ほぽ満点に近い数値をあげるこ
とができる 。よって、（ 3 ）のレベルに焦点を当てたテストを行うこ
とにより、生徒の「文法理解力」と「習得力」との聞にどれくらい
の差があるかを知ることができるだろう 。 今回のテストの結果を考
察することで、習得に時間のかかる文法項目や言語表現などを明ら
かにし、今後の指導に生かすことができるようにしたい 。
3. 研究方法
( 1 ）調査協力生徒
附属中学校 3年生 16 0名
( 2 ）調査日
平成 2 3年 1月 2 6日（水 ） 1～ 4限
( 3 ）調査手順
1 ) 2人組で各検査室（ 4～ 5名用の 資
料室〉に入室する。
2 ）入室後、試験監督者からタスク（内
容については後述〉が書かれている
紙が渡される 。 受験者はそれぞれの
紙に書かれている揚面設定を把握し
ながら、どのようなことを話すかを
事 前に考える 。（なお、互いのタスク
については 、 知らせないこととする 。〉
3 ）約 3分後（前の受験者のテストが終わった後〉、試験監督者の
指示でタスクに基づき、受験者は 2人組で会話を開始する 。
会話時間は 3分を目安とするが、 会話の深まり具合によっ て
は、時間を多少延ばしたり、減らしたりしてもよい 。
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( 4 ）タスクの内容
様々な揚面での会話上の誤りを調べるために、 3つの揚面を設
定した。各ペアにはそのうちの 1つを提示し取り組ませた。以下
の 3つの揚面を示す。
〈シーン 1＞学校の職員室
【受験者 A】揚面：学校の職員室
あなたは「学校の先生 Jです。
あなたのところに、今朝宿題を忘れた生徒がやってきました。
「宿題を忘れた理由」を聞き出レ、「今日中に宿題を提出する」
ょう生徒に指導をしてください。
【受験者 B】錫面：学校の職員室
あなたは「生徒 Jです。
今朝、宿題をしてくるのを忘れだため、学校の先生に昭ぴ出さ
れました。
「宿題を忘れた理由を正当化」し、話の流れを「明日に宿題を
提出する」ようにしてください。
〈シーン 2＞家の玄関
【受験者 A】揚面：家の玄関
あなたは「住宅訪問のセールスマン」です。
新製晶を今日中に売らなければいけません。お客さんを説得し
て、新製昂を相手に買わせてください。
【受験者 B】湯面：家の玄関
あなたは「主婦」です。
あなたの自宅にセールスマンがやってきました、しかし、いい
商品でありますが、家計ち苦しい状況です。商品を値下げする
方向で新製昂を購入してください。
〈シーン 3＞放課後の廊下
【受験者 A】揚面：放課後の廊下
あなたは「中学生」です。
あなたは今日の放課後、やることがなくてとにかく暇です。な
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んとか友だちを誘って遊びに行きだい気持ちでいっぱいです。
友だちを遊びにうまく誘ってください。
【受験者 B】揚面：放課後の廊下
あなたは「中学生」です。今日の放課後は、勉強をがんばろう
という気持ちで燃えています。そこに、友だちが遊びの誘いに
来ます。友だちからの遊びの誘いをなんとか断ってください。
4. 結果と考察
スピーキングテストでは様々な誤りが見られた。以下の表は生徒
が犯した誤りを表にしたものである。
タイプ 鍛 タイプ 鍛 タイプ 叡
言えない 26 t o使用法 14 形容詞 11 
冠詞の欠藩 8 動詞欠落 8 動詞選択 6 
疑問文 5 語 JI頂 5 時制 5 
語集 5 否定文 4 複叡形欠藩 4 
三単現 s 3 現在完了 3 代名詞 2 
日本語実語 2 動詞重複 1 主語欠潜 1 
朗動詞 1 前置詞 1 動名詞 1 
比較級 1 目的語欠落 1 その他 10 
生徒によって、特に多く見られたミスは以下の 4種類である。
( 1 ）意味伝達に重要な支障をきたさない誤りが多い。
「内容に重要な支障をきださない誤り J というのは、次のような
誤りである。例えば、冠詞の誤りでは、
* I’m (a) junior high school student. / * I t’s (a) nice pen. 
のように、冠詞の aをつけ忘れる生徒が多かつだ。
また、前置詞や不定詞で用いられる toの脱落としては、
*Le t’s go (to) the library. / * I like (to) go shopping. 
のような誤りも多く見られた。しかし、このような誤りは、生徒
聞のコミュ二ケーションでは、 E いに気にするようなこともない様
子だった。この原因として、（ 1 ）のような local erro rは、コミュ
ニケーションをする上で大きな支障はないため、生徒が援業で行う
コミュ二ケーション活動でも Eいに意識して訂正することがなく、
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誤りをそのままにしていたのではないかと思われる。特に、冠詞に
闘しては、日本人にとってその概怠を理解することは難しく、明確
に使い分けることができないことも原因となるだろう。
( 2 ）日本語の影響を受．けた誤りが多い。
例えば、「伺の教科を勉強しますか？」相手に質問したいときに、
*What subject (do we) study? 
と主語と動詞が欠落した表現を使用したり、「それはできないよ。 J
と言いたいときに、
* Ica n’t it. 
と答えだりする生徒がいた。これらの誤りは、日本語に直訳する
と通じるような印象のあるものであるが、英語の文法土は明らかな
誤りである。生徒がこのような誤りを犯す原因として、日本語と英
語の文法の遣いが挙げられる。日本語は主語や動詞がなくても文法
的に誤りでないことが多く、実際のコミュニケーションでも主語や
動詞をつけすに話すことが多い。よって、生徒は英語でコミュ二ケ
ーションを行う中で、日本語と同じような感覚で英語を使用するこ
と、主語や動詞が欠落した表現を用いたのだと者えられる。
( 3 ）晶詞を理解していないために犯す誤りが多い。
*I have many study /*Please cheap. 
上の 2つの表現は、それぞれ「たくさん勉強をすることがある。」、
「安くしてください。」と伝えるために用いた表現である。しかし、
これらの生徒はそれぞれに“ study”を名詞として使用していたり、
“c hea p”を動詞のように使用したりすることによる誤りを犯して
いる。このような誤りは、今回のスピーキングテストだけではなく、
日頃の表現活動でも頻繁に見られる誤りである。また、このような
昂詞に闘する誤りは、和英辞書を用いたときに頻発する。
( 4 ）既習事項で表現できるのに、日本語にとらわれて意訳するこ
とができない。
今回のスピーキングテストの中で、生徒が「英語でとっさに表現
することができない」と話していたものには、次のような表現があ
る。
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「〈シーン 1で〉『提出する』が言えなかった。」
「〈シーン 1で〉『明日は必ずやってきなさい。』が言えなかっ定。 J
「〈シーン 2で〉『家計が苦しい』が言えなかった」
これらの表現はたしかにそのまま英語で表現することは中学生に
とって難しいものである。しかし、日本語を意訳し、「自分達の既習
事項で表現することができないか」と考えることで、
. I’l 1 do my homework tomorrow. 
• You have to do it tomorrow. 
「明日やってきます。」
「明日、やってこないといけないよ」
• We do n’t have enough money to buy it. 
「それを買うお金はないんです。」
のように、中学生の学習内容でも揚面や話の流れを意識することで
伝えることができるようになる。実際、英語が得意な生徒は自分が
言えない表現があったとき、その揚で瞬時に「既習事項で表現でき
ないか」と考え、うまくその揚を切り抜けることができていた。こ
のような自分が言いたい日本語を直ちに頭の中でパラフレーズして
英語で表現する力は一朝一タでは身に付かない力である。パラフレ
ーズする能力を高める定めには、授業の中で生徒がうまく英語で言
えない表現を、教師がわかりやすくパラフレーズして見せたり、黒
板を用いて学級全体でどう言い換えることができるかを考えたりす
ることが重要である。
5. まとめと今後の課題
今回のスピーキングテストでは、生徒がどのような誤りを犯すの
かについて一部分ではあるが、知ることができた。教師がこれらの
誤りの傾向を知ることによって、これからの指導法を者えるヒント
になるだろう。しかし、今回見られだ誤りはまだその一部分であり、
揚面や条件を変えることによって、様々な誤りを発見することがで
きる。今後、様々な揚面や条件でスピーキングテストを行うことで、
生徒がどのような誤りを犯すのかを明らかにしていきだい。
6. 引用文献
文部科学省（2009）.中学校学習指導要領解説 外国語編 関隆堂
根岸雅史（2009). TEACHING ENGLISH NOW 『文法テストが測
っている文法力再壱』 三省堂
根岸雅史（2009). ARCL E 『次世代文法テストを模索する』
〈岡崎浩幸、岩城虞和〉
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道徳教育グループ
道徳的な育ちにおける言葉と経験
附属幼稚園
附属小学校
中田智栄子、吉田真寿美
村井悠子
和田充紀附属特別支援学校
人間発達科学部 野平慎二〈代表〉
1 .はじめに
道徳教育グループは、研究発表会や教育実習などの機会を通して、よりよい道徳慢
業のあり方を壱えることをねらいとしている。本年度の道徳教育グループは、 4名の
学校園・学部のメンバーで活動を進めることとなった。このうち、泊稚園、特別支援
学校〈そして大学〉では授業としての道徳教育は行われていなし＼o そのため、本年度
は、授業としての道徳教育について考える前に、まずそれぞれの学校園における子ど
もたちの様子を自由に出し合しkそれについて意見交換し、道徳面での子どもたちの
育ちをどのように捉えればよいか、子どもたちに苅して〈授業をきめて〉どのような
支援が必要となるのか、を検討することとした。検討会は2011年1月31日〈月〉
に行なった。検討会ではさまざまな子どもたちの様子が出された三が、そこからは「言
葉」と「経験」という共通の要点が浮かび上がってきたo この二つのキーワードをも
とに上記の課題について考えたい。
2.道徳面での育ちにおける言葉と経験
( 1 ）言葉の育ちの未熟さと暴力
2010年9月に文部科学省から発表された「平成21年度児童生徒の問題行動等
生徒指導上の諸問題に関する調査」の結果によると、小・中・高等学校における暴力
行為の発生件数は約6万1千件、前年度より約1千件増加し、小・中学校においては
過去最高の件数に上るとされる。 2009年に発表された平成20年度の同調査結果に
おいて、文部科学省は、児童生徒の暴力行為の増加の理由を、
( 1 ）規範意識の値下
(2）感情を制御できない
(3）コミュニケーション能力の不足
と分析していた。子どもたちの個々の行動には、さまざまな理由や背景があるので、
性急な一般化は慎まなければならないものの、子どもたちのなかに、自分の思うよう
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にならない状況に直面した時、言葉による話し合いではなく、拙速な有形力の行使に
よって対処しようとする傾向があることがうかがえる。
一般に人は、他者や環境との直接的、身体的な接触を経ることで、他人の気持ちゃ
感情を理解していく。必ずしもつねに自分の思い通りには動いてくれない他者や環境
との相互作用のなかで、当初はすぐに暴力に訴えることがあるとしても、次第に問題
を言葉によって表現し、相手に伝え、相手の考えも聞き、妥協点を探っていくことが
できるようになる。上に挙げた調査結果は、暴力ではなく話し合いで解決することの
大切さの認識と態度が子どもたちのなかに育っていないことを表していると捉えるこ
とができる。
(2）言葉を支える経験
もちろん、幼少の早い時期から人間関係を言葉で調整することのできる子どももい
る。友達が使っている遊具を貸してもらいたい時、黙って勝手に取っていくのではな
く、「貸してJと頼むと、友達は笑顔で「いいよJと応じる。友達にひどい言葉をかけ
てしまった後で、「ごめんね」と謝ると、友達は素直に「いいよ」と応える。あるいは、
たとえ感情的に「力一ッ」となって乱暴な言葉や行動を起こした揚合でも、気持ちが
落ち着いた後で教師が思いを聞き取り、「それなら言葉で言えばよかったね」と促すと、
次からはできるだけ話し合いで解決しようとする、等々。人と人との聞に言葉が介在
するだけで、関係は非常に滑らかになる。あらためて言うまでもないが、他人と関わ
りながら生きていく上で、言葉のもつ意義と役割は大きい。
もっとも、「ごめんねJと謝ればいつも「いいよ」という返事が返るとは限らない。
「ごめんね」と謝ること、「いいよ」と許すことは、ともにとても高次の道徳的な態度
であるが、たとえI~＼からの誠意をもって発した言葉であっても、いつもそれが相手に
伝わり、費け入れられるとは限らない。教師から子どもたちに対する言葉かけについ
ても同様である。子どもたちのなかに言葉が「ストン」と落ちる時もあれば、空回り
してしまうこともある。
ある言葉が相手に伝わり、受け入れられるかどうかは、まさに相手との聞で決まる
ことであり、自分の側で決められることではない。－この副館は、自分と他者が異なる
人間である以上、どうしても取り除くことはできない6一般には、この組艶が生じな
いように、意識的ないしは無意識的に、相手の立場に立って考えたり、相手に伝わる
可能性の高い言葉や言い方を選んだりする。この時、どれだけ相手の立揚に立てるか、
どのような言葉を選ぶかは、それまでの経験に大きく左右される。一般に、さまざま
な人と関わった経験があれば、さまざまな人の立場や気持ちを理解することができる
し、さまざまな言葉を知っていれば、それだけ、揚に応じた言葉づかいを選ぶことが
できる。言葉は経験に裏打ちされるととでその豊かさを得る。反対に、その裏訂ちの
ない言葉は浅薄で、内容がない。
他言するならば、冒頭で触れた、コミュニケーション能力が未熟であるために暴力
行為に至ってしまう子どもたちについても、自然体験や社会体験の不足のために、内
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実をともなった言葉づかいが十分に育っておらず、言葉より先に身体が動いてしまう
のだと解釈することができる。暴力も言葉ち、ともに表現の形式である。なぜ暴力と
いう表現形式ではなく言葉という表現形式が望ましいのかは、〈大事に至らない〉暴力
のやりとりという身体経験を経て初めて、理解されるものである。幼少期の身体を通
しだケン力〈とまではいかなくても、群れ遊び〉は、他者との豊かな闘係を育む上で、
また他者の立場に立てる豊かな想像力を育む上で、不可欠なちのなのかもしれない。
(3）成長に応じた言葉と経験
幼少期の子どもでち言葉によって人間関係を調整することができる一方、友達と衝
突した後で、なかなか相手を許せなかったり、なかなか仲直りできなかったりするの
も、子どちらしい姿である。言葉のやりとりによってすぐに相手と仲直りできること
は素晴らしいことであるが、そのような理性的なかかわりの形式をあまりに早く身に
つけ〈させ〉ることが、子どもの育ちにとって必ずしもつねに望ましいことだとは限
らない。自分の思いを無理に押さえつけて、言葉のやりとりという借り物の形式によ
って他者との人間関係を繕うような鼠合には、いつかはその思いが別の形で突然に表
れることにもなりうる。内実や納得を伴わない言葉は、それをいくら積み重ねても、
自分の育ちにも、人間関係の育ちにもつながらない。
3.おわりに
道徳には、自分を大切にすることと同時に、他者を大切にすることが含まれるが、
他者とのかかわりやその形式に意を用いすぎると、自分が大切にされなくなる。かと
いって、自分を思いきり開示し発散させるばかりだと、当然ながら他者と衝突してし
まう。自分を出しつつ、他者を受け入れる、このバランスを取ること〈それができる
ように育むこと〉が、大切であると同時に難しい。子どもたちの道徳性を育むには、
教師が、〈道徳の時間にかかわらず〉学校生活全体のなかで、事あるごとにそのつど繰
り返し指導すること、〈道徳の時聞をはじめとして〉別に時間をとって言動を振り返っ
てみること、教師や友達がひとりの子どもの考えを受けとめ、聞き届けること〈「聞く
こと」、「待つこと」の積極的な意味については、鷲田 1999、2006等を参照のこと〉、
子どもが自分自身で考えること、そのための環境を整えることなど、さまざまな手立
てがある。臨機応変に、長い視野を持ちながら、自の前の子どもたちとかかわってい
くことを大切にしだい。
文献
鷲田清－ 1999: 『「聴く」ことの力一臨床哲学試論』阪急コミュニケーションズ。
鷲田清一 2006: 『「待つ」ということ』角川選書。
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生活・総合研究グループ
世話人：
附属幼稚園：
松本謙一
福江厚啓
附属小学校： 岩滝修二
附属特別支援学校： 加藤雄一
学 部： 松本謙一
研究協力： 人間発達科学部4年 山口聡子
【研究主題】
教科内容を中核に据えた総合での子どもの学び
4年理科（総合）「物があたたまる」の実践から
＼ 
【研究の方法】
年間4-5回の部会研修を実施。
今年は、人間発達科学部4年 山口聡子の卒業研究と協力体制をとり、対象として
いる慢業における児童の追究の解釈を部会で行う。
附属小・中教員並びに大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、老えさ
せられだことを各自がまとめる〈分担〉。
【研究対象として取り上げだ嬢業】
富山市立堀川小学校第4学年 S級
理科〈総合〉「物があたたまる」全30時間
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
【研究の経過】
第1回 7月 2日
第2回 10月16日
第3固’ 1月29日
第4固 3月 9日
今年度の研究の見通し
慢業カンファレンス1
援業カンファレンス2
授業カンファレンス3・まとめ
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教科内容を中核に据えた総合での子どちの学び
～4年理科（総合）「物があだだまる」の実践から～
1. 研究の目的
今回の学習指導要領の改訂で、小学校の総合的な
学習の時間は週2時間で、探究に限定されだ。そこ
で他教科の学習を中核に措え、合科的に総合学習を
行うことで、これまで通りゆったりとした、価値あ
る学びを保証できるのではないかと考えた。
2.研究の内容と方法
(1）研究内容
① 教科内容を中核に据えた総合的な学習では、子
どもたちはどのような学びを展開するか、子ども
の取り組みの有り様を明らかにする。
② 事例の誓察から教科学習を中核に据えた総合的
な学習のよさと問題点、問題点を改善するために
行う教師の支援を考察する。
(2)研究方法
T市立H小学校で行われた第4学年理科（総合）
「物があたたまるJを参与観察する。子どものノー
トや慢業記録を手がかりに、子どもの追究の多様性
を考察し、力ンファレンスを遇して妥当性を吟昧す
る。これらを繰り返すことで、解析結果から教科と
の関連を重視し疋総合的な学習について考察する。
3.単元の概要（全29h)
《俊策の概要》
富山市立H小学校杉林実践第4学年理科（総合）
A(2）「物があたたまるJ 会30時間 1クラス35人
京ヲF
11/26 （単元の彼示）
「物があたたまるJと聞いて、見たり
聞いたり、経験したりしたことを
カードlこ書きましよう。
集団学習，．傘体可..し会い.., ..
ドJレ
［図1 浸業の織妥］
導入時に教師が「『物があたたまる』と聞いて経験
しだことを力一ドに書きましょう。」と投げかけ、 子
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どもが思い出したことを力一ドに書かせた。その後
ち、単元を遇して際立った事象は提示せず、子ども
が自ら考え進める一人追究を核に、仲間の追究状況
を聞き合う集団学習を行った。それを6サイクル繰
り返した（図i）。
4.警察の具体
(1）考察の実際
今回は設題追究型のH児を取り上げて考察する
過程を提案する。
H児は12月1日に、水について書いており、次の
4日には機械のことその次の8日には鉄について書い
てい疋。 1時間ごとの活動が関連レていなかかっだた
め、トl児は気になっだことを手当たり次第に書いてい
るのかと思っていだ（図2。
”’Eノー トIll>
I王〈は今日昨日家でホをこぼしてそのことからホをあたためると
ぬるくなるけどさらにあたためると謙発するって聞いたことがあるか
ら窓当かやってみようと思った．
ぽ〈は今日かいたカード町中に電鈴のことII繊が動〈と
あったまること をかいて徴緩があったまるとは何でだろうと
！思って．きっと電”が関係しているんだと思う．
12/8 I王〈は次白活動で鉄はなんで燃いとのぴたり寒いと縮むの
かなあということを本で閥ベてみたい．①はー需にかいたや
つだから
［図2 H兜の12月1日～88までの記述］
だが、 15日の記述にこのような文があった。「ぼく
は今まですっと物はあただまってあた疋まってあたた
まって更にあだたまるとどうなるんだろうと思って考
えていだ。」この文から、ト4児は問題意識をもって活動
に取り組んでいたことがわかる。そしてその後に、 「ぼ
くは物があ疋1三まるってとげたり151くらんだりする事
なんだと思う。だって鉄なら溶けるし、空気は膨らむ
から。」 と書いている。H児は自ら「物があたたまる」
を解釈している。
このように、 H児が活動をしてから解釈をするこ
とは、実は「物があたたまる」とはどういうことか
を解釈するという一つのまとまりとして捉えること
ができ疋。さらに、 H児はその後も、白昼の実験結
果や仲間の取り組みを取り入れて「物があ疋たまる」
について解釈をくりかえし、そのサイクルを6回繰
り返している（図3）。
〔~3 H児の6サイクル］
このように、単元を遇して1つの問題を設定レ、
自分の経験や実験、仲間の取り組みなどを通レて、
解釈を深めているH児を設題追究型と名惜けた。
問題解決型と方法課題型についても、観察対象児
を設定し、 記述から解析を行い、 判断レ疋。
(2)学級全体の傾向
学級全体の思考の傾向を表1にまとめる（表1）。
［表1 学級全体の傾向］
思考の多稽性 人数 割合（%）
設題追究型 6 17 
問題解決型 18 51 
方法課題型 3 9 
問題解決型 6 17 
→設題追究型
方法課題型 2 6 
→問題解決型
5.まとめ
(1) 子どもの追究は3つに分類できる。モデル図は
右に示す通りである。
設題追究型は単元を通して一貫しだ問題（設題）を
追究し、 解釈を深めていく（図4）。
問題解決型はテーマに関する事象から、自分で解
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決したい問題を見いだし、それを解決することを繰
り返す（図5）。
方法課題型は、教師から方法として与えられた物
を、課題としてとらえそれに取り組む（図6）。
(2）今回の教科内容を中核にすえた総合的な学習
では、子どもが多様な探究を、時間をかけて行うこ
とができていた。このことは教師にとっても、よさ
を活かしたi固’性的な総合になっていたと考える。た
だ教科（理科）としては、ねらいの達成に問題力喋っ
た。
設題追究生
方法課題霊l
「教科内容を中核に据えだ総合での子どもの学び」についての協議から
附属幼稚園加藤ちえみ
1 .はじめに
今年度、生活・総合グループでは、 4年理科〈総合〉「物があたたまる」の実践を
元にした「毅科内容を中核に据えた総合での子どもの学び」の提案から協議を行って
きた。協議の中で感じたことや学んだことをまとめたい。
2.協議内容から
私が特に興味深かったのは、提示された単元からそれぞれの子どもが受け止める課
題に遣いがあったことだ。この実践の単元の提示では、教師が子どもに「『物があた
たまる』と聞いて、見だり聞いたり、経験したりしたことを力一ドに書きましょう」
とだけ伝えた。その言葉を受け、ある子どもは「物があたたまるとはどういうことか」
という設題にいつも立ち返りながら学習を進めた。またある子どもはカードをたくさ
ん書くことを目的として学習を進めていったo ほかにも、「物があだたまる」という
ことに関連して自分が気になったことを解決していくという子どももいたようだ。
様々な受け止め方ができるということは、子どもが自分なりの課題を見つけ、その
課題に向かって学習を進めていくことができるということでもあり、子どもの力に感
I~＼させられた。それと同時に、単元の提示場面での発聞は、これから活動を進めてい
く子ども自身が自分なりの課題をとらえるために大変重要なものであると改めて実感
した。
単元の提示が子どもに自由度を与え、様々な方法で課題に迫っていくことを認める
ものならば、子どもは活動を進めていく中で学級の仲間から自分が気づかなかった考
えに触れることが多くなるだろうし、課題に取り組む姿勢や方法までもが学びとなっ
ていくだろう。単元の提示が自由度が少なく、学級のみんなで課題の解決を目指して
いくちのであるならば、子どちは学級の仲間と共通の課題で話し合いを進めていくこ
とができ、そこでの学びを自分の活動に生かそうとする姿が多くなるだろう。教師の
ねらいに沿って子どもの学びを保障するためにも、単元の提示の仕方を十分吟味する
必要があると感じた。
3.おわりに
子どものノートの記録から、子どもの考えがどのように変化していったのかとらえ
ようとしたり、その要因が何であったのか探ろうとしたりすることが伺より自分の学
びになっだと思う。また、小学校、特別支援学校の先生方とともに協議できるこの共
同研究部会は、自分にとって大変貴重な時間であったo
今回の学びを生かし、これからも子どもの発言や表情から保育を振り返ったり、周
りの保育者と子どもの姿から力ンファレンスをしたりし、援助に生かしていきだいと
思う。
最後に、この共同研究部会に提案をしてくださった学部生山口さんと、松本教授に
感謝したい。
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提案「教科内容を中核に据えだ総合での子どもの学び」から
附属幼稚園福江厚啓
0提案から学んだこと
援業を進める上で、教師による発問は子どもの学習課題に何らかの方向づけを与えるも
のとなる。今回の部会研究では、小学校第4学年理科〈総合〉「物があたたまるJの実践
の中で見られだ子どもたちの追究の様子を追ってきだ。ここで見られた子どもたちの追究
はそれぞれに個性的であり、それ故に魅力的であった。
この実践の導入段階で教師は「『物があたたまる』と聞いて経験しだことを力一ドに書
きましょう」と発問した。そして、この発聞は「理科」という教科的側面ではなく「総合
的な学習」としての側面からの、限りなく唯一の発問となったo 一般に、教科内容を中核
に据えた総合の授業を展開していく揚合、教科に子どもが学ぶべき「学習内容Jがあるこ
とにより、どうしても教師の発聞は一定の達成目標～学習内容を理解できるようにするた
めに～ヘ向きがちになるものであると思われる。しかし、あえて課題を「絞っていく」発
聞をしなかったことで、子どもたちはそれぞれに、文字通り個性的な追究を保証された。
個別の追究とクラス単位の集団学習とをどう絡めていくか、どのように学習を深めていく
かという点においては、後続の研究に期待がちたれるところでもある。レかし、この実践
研究の価値はこれだけにはとどまらない。
「物があたたまるとはどういうことかJと、常に哲学的命題に立ち返りながら、先行経
験をもとに追究を深めていく子どもがいる。また一方には、「物があたたまるとは」とい
うことから自分なりに疑問に思ったことを課題として追究していく子どちもいる。しかし、
そうした取り組みは個性的であり、一見すると、毎回支離滅裂なことを思いつきでしてい
るだけのように見えることもある。しかし、実践者ち研究者ち、決してそのようにはとら
えない。その子ども自身のこれまでの歩みを振り返ってつなぎ合わせ、つぶさに観察する
ことを通して、・そこにその子どもなりの「一貫性」を見いだしていこうとする。子どもを
あるがままに、丸ごと評価しようとするこの姿勢こそ、生活科・総合的な学習を成り立た
せるために、教師に求められる姿勢なのではないだろうか。
こうしたことを考えていると、この学習を支えた「主壌」としての、教師から子ども、
子どちから教師への互いの信頼感というものが見えてくる。まさに、子どもが一人の人間
として人生を歩んでいこうとする嘗みそのものが生活科・総合的な学習の本質であり、そ
の蛍みを見取って支えるのが教師の役割であるように思われた。
霞後に、本実践を通しての膨大な記録を取りまとめ、研修の姐上に上げることを快く京
諾くださった学部生山口さんと、実践された富山市立堀川小学校杉林教諭、そして松本教
慢に深く敬意を表したい。
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「生活・総合」グループに参加して
附属小学校岩滝修二
1 はじめに
本年度、生活・総合グループでは、 「教科内容を中核に据えた総合での子どもの学び～4年
理科〈総合〉物があたたまるの実践から～」の研究をもとに、附属幼稚園、附属小学校、附属
特別支援学校の教員が集まり、協議を行ってきた。部会での学びを通して、考えたことをまと
めてみたい。
2研究の意図から
今回の学習指導要領の改訂で、総合的な学習の時間は、その特質や目指すところを目標とし
て示し、育成する児童の資質や能力及び態度が明確になった。その一方で、侵業時数は全学年
が70時間と削減となった。改訂の趣旨を実現させるためには、問題解決的な活動が発展的に
繰り返される探究的な学習をすること、他者と協同して問題を解決する協同的な学習とするこ
とが重要である。また、体験活動を重視すると共に、思考力・判断力・表現力を育む言語活動
の充実を図ることが欠かせない。さらに、各教科などの関連を意識した学習活動を展開するこ
とをふまえて、学習指導を行うことが大切である。そういったことからも、教師にとって自分
の得意とする教科と合科的に実施してすることは今後、有刻となるように思う。司能性を探っ
た興味深い研究である。
3子どもの追究の鍵を握る単元構想
「物があたたまるJと聞いて、見たり経験したりしたことをカードに書きましょう。」
本実践は、このような投げかけから始まったo 単元を通して、共通の土台となるような実験
や観察は一切なかっだために、全30時間、カードに者えを書き続けるだけの子どちもいたと
いう。子どもたちの追究は、次の3つに分類できた。
0 設題追究型 単元を通して一つの問題を設定し、自分の経験や実験、仲間の
取り組みなどを通して、解釈を深める。
0 問題解決型 テーマに関する事象から、自分で解決したい問題を見出し、繰
り返す。
0 方法課題型 教師から方法として与えられたこと〈力一ド記入〉を繰り返す。
本実践では、全体で6度の話し合いの揚がもたれたのだが、子どもたちの警えには、
深まりがみられなかったという。その要因として、話レ合いで友達の壱えを聞く必要感がない
ことがあげられる。設題追究型だけであれば共通問題が、問題解決型であれば研究の動機が話
し合いの土台になる。 3つの思考が混在したことで、子どもたちの意識も高まりにくかったと
壱えられる。
総合的な学習では、児童自ら設定した学習課題や学習対象を、常に自分や自分の生活とのか
かわりの中でとらえ、考えることが大切となってくる。児童にとって学ぶ意義や目的が明確で
ないと、 「自分たちの力で解決できた」「自分たちの行動が友達や地域の役に立つだ」という
成就感を昧わうことはできないのではないか。
一人一人の主体的な問題解決を保障するためにも、子どもがどんなふうに歩み、どんな力を
つけていくのか、どんな疑問や関，~，から学習が発展的に展開されるかと、子どもにあった単元
構想を指く必要がある。
4おわりに
本実銭では、教科内容を中核に置かれだのだが、子ども自身が身につけるべき力が暖昧であ
ったo 「情報収集」 「データ整理J 「レポート」など各教科で身につけだ知識や技能を活用す
ることで、一人一人の学びが深まると同時に、各教科を学15＼意味や学習する意義を見出し、学
習意欲を高めることができる。児童の実態や各教科の内容をふまえた全体計画を教師自身がも
つことの重要性を再確認できたように思う。
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「教科内容を中核に据えだ総合での子どもの学び」についての協議より
附属特別支援学校加藤雄一
1 .はじめに
本年度、生活・総合グループでは「教科内容を中核に据えだ総合での子どもの学
び」の研究をもとに協議を行ってきた。生活・総合グループでの協議の中で指摘さ
せていただいだことや考えたことを述べる。
2.協議について
( 1 ）子どちの発想の豊かさについて
対象の授業は、「『物があただまる』と闘いて、見だり、聞いたり、経験したり
しだことをカードに書く」という教師の発言のみによって進められたo『物があた
たまる』という言葉だけから書かれだ子どもたちのカードには、「太陽に温められ
る」「電気で温められる」など温める元に着目する子、「温まると溶けたり、膨ら
んだりする」と状態の変化に着目する子、さらに「燃焼」や「熱伝導」に着目す
る子など、子どもだちの発想の豊かさはとても興味深いと感じた。教師は、多岐
にわた三る子どもたちの発想をあらかじめ予測し、どのように整理して進めていく
かをしっかり考えておくことが大切であると感じた。
(2）子どもの追求の3つの型について
この研究では子どもだちの追求を「設題追求型」「問題解決型J「方法課題型J
と分類している。多様な取り組みを引き出せたことを成果とし、子どもの思考が
混在したことを課題としている。 3つの型の子どもたちの追求が、当初の課題「物
があたたまる」に対して、それぞれどこまで迫ることができたのかを細かく見る
と、より興味深い結果が見えるように感じた。
3.まとめとして
知的障害の特別支援学校では、子どもたちから自由な発想を引き出すことが難し
いことが多く見られる。しかし、子どもの発想から始まる追及や解決を大切にしな
がら、今後ち実践に取り組んでいきたいと感じた。
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「ほめる」ということ
人間発達科学部松本謙一
『子どもをほめて育てよ』とよく言われる。確かに叱ってばかりいるより、ほめられた
方が子どもはうれしいに決まっているo 認められることは大人でもうれしいことである。
しかし、そのほめ方が難しい。
｜「お母さんはうれしいよ」｜
伺と言ってもこのほめ方が基本だろう。いわゆる『自分メッセージ』であり、自分のう
れしい気持ちを伝えるのである。
｜「いいねえ」｜
“よい”とか“悪い”といったほめ方には、大人の価値観が表面化してくる。たとえば、
困っているおじいさんを助けた揚合など、誰から見てもどんなときでも“よい”ときには、
大いに大人の価値観を子どもに伝えてほしい。しかし、子どもに伺かしてほしいという下
山があるときに使う「いいぞ」は気をつけたい。なぜなら、失敗したときに責任を大人に
押しつけてしまったり、いつも判断を大人に頼ってしまう子どちになってしまつだりする
可能性があるからである。
．大人が価値観を出すとき、
｜「きちんと震後までやりきったのはよかったよJ｜ 
など、伺をほめたのかとう視点を明確にすることは子どもの誤解を減らすことにもなるの
で、効果的な揚合が多い。
｜「あなたにとって、よかったね」｜
このほめ方は、もっとも難しい。自分がうれしいことより、あなた自身にとって価値が
あることを指摘しているのである。「色紙を4つに折ってからはさみで切る方法をよく見
つけだね。その方法を使つだら、素敵な形を早くいっぱい作ることができるね」など、子
どもの気づきが、あなた自身の願い達成に役立つ方法だよと価値他けているのである。こ
の言い方を受け止めることができる子どもは、他者からほめられなくても、気づきを積極
的に生かして問題解決ができるようになる。
最後に、ほめるときには、周りの子どもがどのように受け止めるかということを考慮す
ることも大切であある。「私はほめられない・・・」「私もほめて・・・」などの思いを
知らす知らすにちっている場合が少なくない。どの子もほめられたいのが本伽であろう。
比べることなく、それぞれの子どもに対して、それぞれ固有の物差しでほめていくことが、
何より大切なのかもしれない。
子どもに対する何気ない一言一言に、 j白配りをしていきたい。その積み重ねがきっと子
どもの大きな成長につながるはずである。
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支援ツール開発グループ
障害のある子どもたちの自立を促す支援ツールの研究
代表者 長漬由香〈附属特別支援学校〉
附属特別支援学校野原案年、大柑和彦、槍木哲也、浅川義文
井幡礼子、後藤干亜希
学部 阿部美穂子
1.研究の主題
障害のある子ども達の自立を促す支援ツールの研究 ～侵業で使える支援ツール作り～
2.研究内容
附属特別支援学校では、平成8年度から平成15年度まで、研究課題「一人一人の教育的ニーズに
応じた支援はどうあるべきかJとし、児童生徒が主体的に活動する姿の実現を目指した。「主体的」と
は、「すべてのことを自分一人でするというのではなく、他人の力を借りたり、補助具を用いだりしな
がらも、できる限り自分の力で行うこと」と捉えた。この主体的に活動するために必要な道具や手段
として「支援ツール」を考案した。その後研究主題を「児童生徒が地域社会で主体的に活動するため
の支援はどうあるべきか」現在では、「支援ツール」は、附属特別支援学校のすべての教育活動で活用
され、児童生徒が主体的に活動するだめになくてはならないものとなっている。また従来の教材と遣
い、「いつでも、どこでも、誰とでも」使えるように作成されているため、家庭や地域生活にも活用が
広がっている。
（関連する状況）
環境ー
支援環境を
聾える
協働ツール
直前の
きっヵ、け
理解
自発を促す
手がかりツール
'l ~ IMC=-= r 
実行を助ける
手がかりツール
評価の機会を
与える
' ’交換記録ツール
く図司＞4つの支援ツール
昨年度の支援ツール開発グループでは「環境にやさしい支緩ツール」を副題として掲げ、く図1＞の
中の「自発を促す手がかりツールJ「実行を聞ける手がかりツール」について考えた。
今年度は「授業で使える支援ツール」を副題とし、「自発を促す手がかりツール」「実行を助ける手
がかりツール」などについて引き続き考えることとした。
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3.研究の経過
第1回 10月18日〈月〉 顔合わせ、今後のスケジュールについて
第2回 1 1月15日（月〉 事例研究のテーマの検討
第3回 11月～12月 支援ツールの作成、実践
第4回 1月12日〈水〉 支援ツールの発表、質疑応答、協議、まとめ
4.成果と今後の課題
附属特別支援学校では校内のいたるところに支援ツールが配置されており、児童生徒が自立した
生活を送る上でかかせない手掛かりとなっている。しかし、教員同士でアイディアを共有すること
が少なく、また、使い方やデザインについてのアドバイスを受ける機会ち少ない。
今回「授業で使える支援ツール作り」をテーマに取り上げ、製作者と他教員が意見を交わし合い、
また学部教員から朗言を受けだことで、いろいろな視点から支援ツールを見直すことができた。
〈支援ツールと助言の詳細については資料を参照〉
今後は、幼稚園、小学校、中学校、学部の教員方からちアイディアをいただき、授業や学校生活
に使える支援ツールを共同で開発することができればと考える。
参考文献
1 ）富山大学人間発達科学部附属特別支援学校平成22年度研究紀要第32集
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紙粘土で、そっくりピーマンを作ろう
～美術科の授業で活用した支援ツール～
附属特別支援学校中学部教諭野原秀年
中学部1～3年の生徒が、形の特徴に着目レて、紙粘土でそっくりにピーマンを作るだ
めの支援ツール。
「をつくりピー マンJ奄作ろう
.・
生徒への願い
生徒達は、対象物を男ながら平面作日として給に表す経験は多くしている。そのため、
色や大きさに注目することはできるが、立体として表す経験が少ない。対象物の凹口や太
さの変化等に気付いたり、どのようにすれば同じように粘土を成形できるのか知ったりす
ることで、立体造形のおもしろさを感じて欲しいと願い、この支援ツールを作成しだ。
使い方
①『ハテナボックス』の中にピーマンを入れ、生徒一人一人に手で触らせる。
②触った生徒は、触ってみて、どんな形だったか発表する。
③教師は、形に関する生徒の気付きを板書する。
④ 『成形手順表』を見ながら、へらを使って紙粘土を成形する
⑤出来上がったら、板書されだ形の特徴が出ているか確認する
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⑥紙粘土を乾燥させる。
⑦紙粘土に、ピーマンと同じ色に水彩絵の具で着色する。
⑧絵の異が乾いたら、水性二スを塗る。
⑨二スが乾燥したら、完成。
作成ポイント
1ハテナボックス』には、手を入れる穴に服射状に切り込みを入れたシ トーをはり、
中が見えないようにする。
－手順表には、生徒が理解しやすいように、写真を入れ、擬態語を使う等して説明する。
感想
「そっくり」という価値が、生徒には分かりゃすく、制作への意欲につながった。ま
た、ただ眺めるよりも 『／＼テナボックス』にピーマンを入れて触ることで、興味をもっ
て触ろうとする姿や触った感じを一生懸命説明にしようとする姿が見られた。
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
「そっくりJと求められると子どもは伺をイメージするだろう。形、重さ、触感、
色、いろいろな感じ方があるだろう。触感覚からの情報だけを取り出したいとき、他
の感覚を遮断する環境を作ることは、子どもがその感覚を使いやすくするための助け
となる。私たちも触感覚を際立たせるときには目を閉じる、というのはよくあること
である。造形活動の観点からは、子どちに「そっくり」と投げかけるとき、「どこをそ
っくりにしたい？」と子どもの感じ取つだ「ここにこだわりたしりという思いを引き
出したいものである。作り方力一ドは、遵守レ過ぎるあまりうまく造形できない、と
子どもを追い込んでしまうこともありがちなので、時々ヒントにする、というのがよ
いやり方なのだろうと思う。
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簡単紙折 り
附属特別支援学校高等部教諭大村和彦
一人で用紙を2つ折りにできるだめのツール。
① プリントの角をあわせる。 ｜② 折る。
＠盈蚤j
③ 指で押さえる。 ④ 開く。
極圏凪
生徒への願い
「し1っちプリントをくちゃくちゃにして持ち帰ってきます。どうにかなりませんか？」
という保護者のニーズから生まれた支援ツールです。一人で、きちんと2つ折りができ
るようになってくれればと、このツールを作成する。
使い方
く二つ折り＞ 材料・厚紙
〈写真の①から④の番号に従って行う。〉
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作成ポイント
・紙を曲げる際に、上部に厚紙を2重にしてはることで、紙がすれないようにした。
－折る際、紙をふくらむことを想定して、 折り目をつける。（厚紙を半分より1c mずらす〉
感想
, 
・3つ折り用のものも作成したので、 封筒にいれる資料等を一人で3つ折りにして入れる
ことができるようになってほしい。
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
紙の大きさはA4とは限らない。紙の大きさが変わっても苅応できるようにすると
活用の幅が広がりそうだ。紙を二つ折りにするポイントは、紙がずれないように、お
さえつつ、折るというこつの動作を同時に行うことにある。このツールは二つのこと
を同時にできないときに「折る」ことにだけ注目すればよいように朗けてくれる。
使う人や対象によってどんどん改造したりパリ工ーションを増やしたりしたい。
、』
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キッズタイム：力ラフルマットでフル活動
附属特別支援学校小学部教諭稽木哲也
体育科と遊びの指導の内容を合わせた活動の時間（キッズタイム〉で、「集合する」 「姿
勢を保持する」「歩く」「走る」等、体作りの学習に見通しをもって意欲的に取り組めるた
めのツール。
① 『ピーンズバッグ』 ②『足型力ラフルマット』
③『まねっこ力一ド』 ④『活動の様子 〈ラッコの姿勢〉』
児童への願い
小学部の段階では、自分の皐体を意識して動かす体験をすることがとても大切であると
考える。しかし、教師の模倣を見ることができない児童や、見てもその姿勢を保持するこ
とができない児童がたくさんいる。そこで、視覚的に分かりゃすいツールを使用すること
で児童が見通しをもって意欲的にそして楽しく活動できるようになるのではないかと考え
た。
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使い方
「集合ゲーム（あつまれ〉」では児童それぞれが4色の 『ピーンズパッグ〈写真①〉』を手
にとって、「走る」「歩く」「両足ジャンブ」「横歩きJなどのテーマソングに合わせて体青
館を周回する。曲が比まったら、パッグと同色の
『足型力ラフルマット（写真②〉』に集合する。そ
の後、提示された 『まねっこ力一ド 〈写真③〉』を
見てピーンズパッグを所定の揚所に載せだり挟ん
だりレながら姿勢を取る。
作成ポイント
く足型力ラフルマット〉
－力ラフルマットの上に、足型をそろえてはりけげであり、その上に乗ることで足を揃え
てよい姿勢で立つことができる。
くまねっこカード〉
．ピーンズパッグの揚所が目立つように白扱きの姿勢イラストとパッグの揚所を示す。
感想
口頭で、「お腹を上にあげて」「背中を曲げて下を見て」などと伝えるよりも、ピーンズ
I＼＇；） グを使うと同時にまねっこ力一ドを見せて「ラッコだよJや「背中にのせてね」と指
示をだすほうが、伝わりゃすく、目的としている動きもとれることが分かった。
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
『ピーンズパッグ』をおなかの上に載せるという活動では、ピーンズパッグがあること
で腰という体の部位をより明確に感じることができる。さらに浮かせたまま姿勢を保持
する意識につながる。
『足型力ラフルマット』に4人分の足型を置くことで、児童が周りの友達の取組を見て
まねたり、 確認しだりすることができて良い。
情報の取り入れ方が偏っているために伺をしたらよいか理解しにくい兜童にとって、
「これがあれば、分かった ！」という手掛かりになるのが支援ツールであると考えてい
る。『まねっこ力一ド』をさらに発展させるなら、2人組でどのようにしたらよいかを
示し、自分と友達の体の使い方を確かめながら使えるようになることも考えられる。
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トお仕事マネジメントツールセッ
高等部教諭
就労して一般企業で「いきいき働く」ことにつながる、本人や学校と家庭、就労関係機
闘が連携して仕事ができるようにするためのマネジメントツール。
学校（作業学習〉の作業日誌 ｜ 就業体験先での作業日誌
附属特別支援学校
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生徒への願い
対象のAさん〈男性〉は高等部入学当時、失敗したり、叱られたりするとうまく対処で
きす、大切なプリントなどにち関係の無いことを書きなぐってしまうなど情緒が不安定に
なることがあった。そこで、作業学習や就業体験を通して、仕事がきちんとできているの
か、その状況を把握し周りの人に報告し疋り、困ったことがあったら相談しだりするなど、
それら仕事におけるスキルを自己管理できるようになってほレいと考えた。そうすること
で、学校を卒業しでも会社の周りの人たちと良好な人間関係を営みながらいきいき働くこ
とにつながると考えた。
使い方
生活単元学習の進路に関する単元『どんなときでも大丈夫 ！』で、職場の中で起きる、
分からないことや困ったことに対して、どのように行動しだらよいかを学習した 〈本校の
大村先生の指導による〉。 どのような揚面かを以下に挙げる。
－仕事の指示を受けたが、その指示が分からなかっだとき
．失敗してしまつだとき
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・一生懸命やっているが、さらに「早くして」と言われたとき
・一人ではできない仕事のため、誰かに手伝ってほしいとき など
そして、授業は以下のように展開した。最初に、ビデオ教材で教師が困った湯面を演じ、
出演者の気持ちやどのように問題を解決したらよいかを壱える。次に教師と生徒が役割を
分担し、適切な行動を実際にロールプレイしてみる。最後に、振り返りを行う。困ったと
きの〈もやっと〉した気持ちが、適切な振る舞い方をすると解決し、（すっきり〉しだ気持
ちになったことを確認するo 作業学習や就業体験では、学習したソーシャルスキルを守り
ながらしっかりと仕事ができるよう、自己管理のための作業日誌を導入しだ。
その際に自分で守れたかどうかチェックする項目は次の通りである。
－仕事の指示が分からないときは、「すみません、教えてください」と聞いて確認する0
・守るべきポイント、注意しなくてはいけないことは忘れないように手帳にメモにとる0
・失敗してしまつだときには、「大丈夫、落ち着けリラックス」とI~＼の中で言ってすぐ
に担当者に報告し、謝る0
・困ったことがあったら相談する（ほうれんそう〉。
そして、作業日誌を家庭に持ち帰り、保護者にコメントを記入してちらうなどのやり取
りをした。就業体験の時には、体験先の会社の方と保護者がやり取りした。
感想
これらの取組の結果、 Aさんは作業学習や一般企業での就業体験において、作業日誌で
自己管理しながら落ち着いて仕事に従事できるようになった。卒業後は、公的機関に就職
し、事務補助の仕事をすることになった。しかし、 Aさんは仕事のミスを必要以上に不安
に思い、情緒が不安定になることが見られた。そこで、保護者は学校で取り組んでいた作
業日誌をもとに業務日誌を作って、自己管理できるようにした。
その結果、 Aさんはいろいろな揚面で社会的に適切な振る舞いをしようと意識するよう
になり、ちしできなかったときも日誌に記入して振り返ることを続けるうちに、徐々に潜
ち着いて佐事に従事できるようになったo また、職場の人たちに報告・連絡・相談をはじ
めとして積極的にコミュニケーションをとりながら仕事ができるようになっ定。
このことから、職場でどのように振る舞ったらよいか自分でマネジメントできるツール
〈業務日誌〉を職湯に導入することが有効であったと思われる。また、業務日誌は、本人
にとっての物理的な支援であるだけでなく、職場の人だちゃ保護者をつなぎ本人を支える
人的支援を構築することに寄与しているのではと思う。
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
「金銀銅」の評価では、良い結果を出さねばならないという強迫観怠になる揚合があ
る。業務日誌等は「評価して終わり」ではなく、「伺のために日誌を書くのか」を考える
必要がある。改良後の業務日誌では、客観的に自分の行動を整理できるようになってい
－る。上手くいつだことは次ち続け、上手くいかなかったことは次どうすればよいかのヒ
ントとして使う。またこの日誌には、実際に自分に語りかけられる言葉で分かりゃすく
示している。例えば「困った時は相談しようJということをあえて入れてあるところが
よい。「しよう」という本人の立揚になった言い方で、背中を押してくれる。大事なこと
のメモは、「次にどうしだらよいか」という自分を成功させるヒントを書き留めたい。
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かわいく、リボン結び
附属特別支援学校高等部教諭井幡礼子
高等部1年女子生徒が製品の入った袋のリボン結びに、一人で取り組めるようになるだ
めに使用するツール。
マイシステム手帳 下敷き
つくる。
－ー →一ー一ー
空路ictカウンター、ボチッ。
結び方の手順表 本数記録表
作重量
月 B
本
月日
月日
月日
本
月日
本
生徒への願い
高等部初の校外就業体験において、体験先の作業に製昂袋の「リボン結び」があつだ。
一袋、結ばせてちらうことになっ疋が、製昂（この時はクッキー〉を慎重に扱うことや形
の整つだリボンに結ぶことが非常に難しく時聞がかかり、その後この作業をさせてもらう
ことはなかった。そこで、物の丁寧な扱いとともに、形の整ったリボンを作れるようにな
ることで、本生徒のできる作業の種類が増えていくのではないかと考えだ。視覚的な手掛
かりを用いることで、自信をちって、一人でリボン結びに取り組めることを願つだ。
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使い方
志Ivィシステム手帳の朝の活動予定を見る。
②｜ リボン結ひ・グツズのロッカーを用意する。
③｜ 下敵きを机上に置く。
④｜結び方の手順表を見ながら、 Jl貢番通りに結ぷ
⑤I 1本結ぷごとに、カウンターを押す。
⑥｜終了時刻になったら、カウンターの本叡を、記録表に書く。
作成ポイント
① マイシステム手帳
全体の見通しをもてるように、リボン結びの大まか
な手順を載せた。
② リボン結びグッズのロッカー
活動に取り掛かりゃすいように、材料をーまとめに
した。
③ 下敷き
見本と同じ形のリボンを作りやすいように、実物大
の画像を用い、下数きにしだ。
④ 結び方の手順表
つますいた揚面において、不安を一人で解消してい
けるように、手順をコマ送りの画像で表した。
⑤ 力ウンター 達成感や成就感をちち、次回の活動につなげるため一⑥ 記録表 に、完成できだリボン結びの本数を記録した。
l議相’tヱJ、，l!.J、
この活動は、チャレンジタイムにおいて取り組んだ。取り組み始めた頃は、困った揚面
になるごとに、教師に支援を求めていだ。そこで、 コマ送りの画像による手順を用いたと
ころ、手順表と手元を照らし合わせることで、困つだ揚面での不安を解消でき、手順表の
画像と同じ形になるように取り組むようになってきた。まだ、毎朝約20分間取り組み続
けることで、リボンの丸い形、長さを整えようとするようになってきた。現在は、完成し
だリボン結びの本叡を記録することでその増加呈を賞賛され、よりだくさんのリボン結び
をしようと、意欲付けになっていると思う。今後は、丸い形や長さという質の向上に向け
て、専念していける評価をしていきたいと思う。
／ 
＼ 
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
マイシステム手帳の手がかりツールから、結び方の手順表に変更したことが本人の
やり方に合っていたのではないか。対象生徒にとって短い言葉 〈「みぎ、くるん」「ま
るく、おなじJなど〉で書かれていたことち分かりやすかった。支援ツールを作成す
るときは、「その人にとって必要なことが書かれている手順表」を目指したい。
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ワイパーを正しく使ってきれいにしよう
～廊下のワイパー掛けの支援ツール～
附属特別支援学校中学部教諭後藤千亜希
中学部2年の生徒が、ワイパーを正しく扱って廊下掃除をするための支援ツール。
まっすぐ進めるように示した廊下のライ｜次の位置にスライドしやすいように示し
ン た廊下のライン
両手でワイパーを持つことができるよう iワイパーを支点として進行方向を変える
に示した 『手マーク』 ！ことができるように、ワイパーの置く位置
を示した廊下のラインとターンの矢印
生徒への願い
生徒は教室の雑巾掛けにおいては、距離が短いことと体重を雑巾に掛けることで比較的
まっすぐに雑巾掛けをすることができる。ま疋、廊下のワイパー掛けでは、ワイパーを持
って廊下を往復することはできるが、長い距離になると横に曲がりながら進んだり、ワイ
パーを片手でちって掛けたりすることが多く、隅lマまできれいに掃除することは難しかっ
た。そこで、ワイパ にー持つ揚所を示したり、廊下にワイパーをかける方向や順番を提示
しだりすることで、ワイパーを正しく使って、隅／マまで掃除でさることを願い、この支援
ツールを作成した。
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使い方
( 1 ）ワイパーの『手マーク』の揚所をにぎる。
(2）ワイパーを①に合わせておく。
(3）ワイパーを白のテープに合わせて、ターンする。
(4）ワイパーの『手マーク』の揚所をにぎる。
(5）黄色のテープからはみ出ないようにまっすぐモッブをかける。
(6）壁まで行ったら、ワイパ をー横にスライドさせて、 ②に合わせる。
(7）ワイパーを白のテープに合わせて、ターンする。
(8）ワイパーの『手マーク』の揚所をにぎる。
(9）黄色のテープからはみ出ないようにまっすぐワイパーを掛ける。
(10）「おわり」までけ 〉～（9）を繰り返す。
作成ポイント
・ワイパーに『手マーク』をはり、正しい揚所を両手でにぎることができるようにする。
・廊下の壁や床に番号と矢印を貼り、ワイパーを端から順番に掛けたり、ワイパーを横
にスライドしたりして隅々までワイパー掛けできるようにする。
－進行方向を変える時にワイパーを置く位置のラインとターンの矢印を示し、ワイパー
を支点にしてターンすることができるようにする。
－廊下にワイパーと同じ横幅のラインで進行方向を示すことで、まっすぐワイパー掛け
できるようにする。
感想
／ 
ワイパーや廊下の手掛かりを見て、両手でワイパーを持ち、まっすぐにワイパー掛け
をすることができるようになった。また、次の位置に移動するときに、ワイパーをスラ
イドさせたり、 進行方向を蛮えるときに、ワイパーを支点にターンしたりすることちで
きるようになった。
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
個々の動作は皐に甘いていても、ひとまとまりの活動としてそれらを結び惜けて用
いたり、どのように始めてどのように終わるかという流れの中で実行したりすること
が難しい子どもにとって、ワイパー掛けの全体像を把握するのはなかなかできないと
思われる。今回は要所／マlマに手がかりを配することで、子どもが自分のちっている力
をうまく生かしてワイパー掛けをやり遂げることができるようになっている。子ども
を成功体験に導ぐためのポイントが押さえられている。
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図工大好きツール
附属特別支援学校小学部教諭長演由香
小学部低学年の児童が、図工の時間に見通しをもって意欲的に取り組めるようになるだ
めに使用するツール。
ずこう
～みんなでつくろう～．， 
めくり式進行表
準備物シート
越 弱⑤
給の具したじき
児童への願い
新入生を含む6名の児童は、 4月の段階ではどの慢業についても見通しがちちにくく、
短業の開始時に「これから伺が行われるのだろう」と不安な気持ちゃ落ち着かない気持ち
が見てとれた。図工では自由な発想やのびのびした制作活動が大切だが、自閉症や発達障
害のある児童にとっては「自由に」や「好きなように」という時間はとても苦痛である揚
合がある。しかし図工が「目的のものをいろいろな道具を使って作り上げる活動」である
ことを理解することができれば、個々に応じた楽レみ1-Jで取り組むことができるのではな
いかと考えた。そこでますは毎時間の流れを整え、ビジュアルなツールを使うことで、図
工が「分かりゃすい、楽しい時間である」ことを理解してほしいと願つだ。
使い方
くめくり式進行表＞
・1受業開始時に司会の児童がめくりながら、 今日の活動の流れを紹介するためのツール。
107 
進行表の中にある「準備物シート」は、図工で使う道具類のうち、本時の活動で使うもの
を提示し、児童が確認しながら準備できるようにしている。
く絵の具したじき＞
．水彩画を描く活動の際に使用するシート。
机の上に敷き、その上に必要な道具を並べる。
く作品発表用じしゃく＞
・出来上がった平面作品を、自分の顔写真がついた磁石で掲示する。
制作後の発表の際に、自分の作品がどれなのかを分かりゃすくするためのツール。
作成ポイント
－「めくり式進行表」には、 今日作るもののモデルとして「見本シート」を入れた。進行表
の説明の中では大まかなイメージをつかむのみとし、作る手順については、活動に応じ
て別の手順表を提示した。
－「絵の具したじき」は、初めて水彩画に取り組む児童でも、道具を準備しだり適切に限っ
たりすることができるように工夫しだ。ラミネート加工しであるので汚しても片伺けが
容易であった。まだ、固形絵の具を使用することにより、チューブ式の絵の具より阪い
が簡単で、描きだいちのに集中することができた。
－「作品発表用じしゃく」は、年度初めに文字の読み取りが困難な児童がいだだめ顔写真を
使用した。
－上記のツールのほかに、各児童の材料かごを用意し、児
童が自分で準備することが難しい材料などをあらかじめ
分けておいた。そうすることで準備段階での混乱が減り
スムーズに活動に取りかかれるようになった。
I訪相
I~、，＇－＇－＇、
年度初め、制作活動に苦手意識がある兜童もいたので、このようなツールを活用しなが
ら作品が出来上がる喜びをどの児童にも味わえるようにしたところ、後期にはどの児童ち
意欲的に取り組めるようになった。また、「めくり式進行表」の中にオリジナルの「図工の
歌」を取り入れ毎回歌ったことも、児童の期待感を高めるために役立ったかと思う。図工
のある日の朝には「図工の歌」を歌ったり、材料置き揚をのぞきに来たりして、楽しみに
待つ様子が見られるようになってきた。
＼ 
く実践のポイント＞ 人間発達科学部阿部美穂子
進行表があると、活動の流れが分かりゃすくてとてもいい。年齢にあった道具の厳選
ちされているところもいい。今後の発展として、準備する道具を始めから提示するので
はなく、作り方の説明をしたり完成品を見せたりして、「さあ、伺が必要かな？伺を使う
かな？」などのように、子どちだちに考えさせる機会をつくることも考えられる。
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＼ 
ノ
ムーブメント教育グループ
阿部美穂子〈学部〉代表者
附属特別支援学校 岡崎優子・書川隆行・飯島貴英・竹脇里織・黒地 忍
1 目的
・ムーブメント教育について理解を深め、教育活動に生かしていけるようにする。
2 方法
・ムーブメント教室や、ムーブメント研修会に参加することで、ムーブメント教育の理
解を深める。
－ムーブメントを取り入れだ活動の事例検討を行うことで、ムーブメントの教育活動へ
の生かし方について者える。
3 研修の経過
実施日 ムーブメント教室・研修会 参加者
平成22年 0活動計画 岡崎、書川、飯島、黒地
1 1月 8日 －メンバー紹介 竹脇
〈月〉 －研究計画
1 1月13日 親子ムーブメント教室 飯島
〈土〉 揚所：しらとり支援学校 阿部
1 2月 4日 親子ムーブメント教室 岡崎
〈土〉 揚所：小矢部市農業改善センター 阿部
1 2月23日 親子ムーブメント教室 黒地、竹脇
（木〉 掲所：高志支援学校 阿部
3月17日 0情報交換会 岡崎、富川、飯島、黒地
〈木〉 －ムーブメント教室参加報告 竹脇
－ムーブメントを取り入れた活動の事例報告 阿部
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4 ムーブメント教室（研修会〉参加報告
親子ムーブメント教室（しらとり支援学校会場〉 1 1月13日（土〉
( 1 ）プログラムについて
く二ン二ン 忍者の修行をしよう〉
プログラムの概要
1 ）今日のプログラムを知
ろう
①プログラムについての
話を聞く。
②君、者のグッズ（スカー
フ〉を皐に伺ける。
2）忍者歩きをしよう
①忍び足で歩く。
②四つ足で歩く。
③はらばい前進で進む。
3）森にはミッションがい
っぱし1
①ロープの森
②大きなトンネル、小さ
なトンネル
③大きな岩、小さな岩
?????? ????
?
?
?
? ?
??
。
??
? ?〉
??
?
活動の犠子より
・注目して、集中して話を聞くこ：
とができるように、短問に書か；
れだプログラムが用意されてい；
た。子どもたちは、見て聞いて；
活動に見通しがちて、忍者グッ 4
ズを皇に柑けたら、早く活動し
たくてワクワクしている様子で
あった。
・体育館の床のラインの上をいろ
いろな歩き方で進むことで、忍
者をイメージして活動できる内
容であった。線上でぶつかった
揚合に、大きい子が「どうぞ」
と道を譲り、 ljlさい子は「あり
がとうJとお礼を言って進むと
いうきまりが設定されており、
自然と譲り合って進む姿が見ら
れだ。
－ロー プを上下左右にジグザグに
張ったり、交差させたり、トン
ネルを配置しだりして森の中に
見立て、その中で、子どもたち
は、まるで患者の修行に励むよ
うに、生き生きと体を動かして
いた。ロープは、またぐだけで
なく、跳ぴ越しだり、はらぱい
でくぐったり、子どちだち自皐
が考えて工夫して活動する様子
が見られた。
・森の番人のところへ、速く行く’
だけでなく、使うフープの色や
大きさを自分で決めて渡つだり、
だくさんのフープを渡って行つ
だり、子どもたちが工夫して活
動する様子がたくさん見られだ。
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主I
揮割
5）無事、お城から脱出。
パラシュートでお祝い
だ。
①パラシュー トの下に入
る。
②パラシュートの上に風
船を乗せて動かし、最
後にパラシュ トーを飛
ばす。
6）おしまいの会をしよう
①忍者認定証をもらう。
②感想を発表し合う。
(2）参加を終えて
－みんなで一緒に、パラシュー ト；
の下に潜ったり、パラシュ トー；
を揺らしたり、力を合わせて取：
り組む一体感のもてる活動であ；
った。ヒラヒラと揺れるパラシe
ユートを触って楽しんだり、風
船の動きを楽しみながらパラシ
ユ 卜ーを動かしたりする様子が
見られた。
－達成感を味わえるように、君、者
認定証が用意されていた。子ど
もだちは、認定証を受け取ると、
ニコニコと笑顔を見せていた。
－感想は、子どちだけでなく保護
者にも聞いていだ。
今回、初めてムーブメント教室に参加しだ。全体を通して、子どもたちが者えたり、
自分で決めたりしながら、楽しそうに生き生きと活動していたところがとても印象に
残った。そこで、今回のプログラムと普段の慢業を比較して考えてみた。
（共通する工夫点〉
．分かりゃすい揚面設定
・ス力一フで君、蓄に蛮皐する、床のラインやロープやフープなどの道具を活用する、
風船のお宝をゲッ卜するなど。
－見通しをちたせるための工夫
・・・短問に書かれたプログラムを提示するなど。
．達成感が味わえるようにするための工夫
・みんなで頑張つだことを認めあうパラシュートの活動、忍者認定証などのご褒美。
（異なる点〉
－「～ができる」という目標を指導者側が決めてしまわず、どこまでがんばるか、ど
んなふうにがんばるかなど、子どもたちが自分で目標ややり方を決める余地がある。
・・・ジグザグに交差したロープをどう跳15＼かくぐるか、 トンネルの反対側から相手が
来たらどうするか、何回するかなど。
授業では、教師が設定した目標に近づけることを目指し、 子どもたちのつますきを
軽減し、スムーズに活動が進むように手立てや配膚を考えていく。今回のプログラム
では、細かい点、まで決めてしまわずに、目標や環境に子どもたちが工夫することので
きる幅がもたせてあった。そうすることで、子どちたちが自分で者えたり、判断した
り、決めたり、工夫したりする機会が生まれ、豊かな学びの揚になっているように思
えた。これらのムーブメントの良さを授業に取り入れることで、 授業がこれまで以上
に豊かな学びの揚にできるのではないかと考える。教科等の学習にすぐに生かすのは
難しいと思うが、ますは、遊びの指導や自立活動などの取り組みゃすい授業に生かし、
子どちたちがもっと生き生きと、楽しく学ぶことのできる掻業づくりを目指していき
たい。
（飯島貴英〉
1 1 
親子ムーブメント教室（小矢部会場〉 1 2月4日 （土〉
( 1 ）プログラムについて
くクリスマスの準備をしよう〉
プログラムの概要 活動の様子より
1 ）今日のプログラムを知｜・「O年生の人 ！」とメインリー：
ダの声掛けにあわせて手を挙げt
ることで、全体の参加者の様子
が分かる始まりとなっていた。
－今日の活動の流れが見て分かる
工夫がされていだ。
－「かかとJを意識するダンスの
構成であった。股下を「くぐる」
動きがあることで、くぐり方を
工夫する棟子が見られた。
????
???
??
②フログラムについての
話を聞く。
2）ダンスを踊ろう
「赤鼻のトナカイJ
①かぶり物を選1S＼。
②2人組（親子〉で踊る。
③4人組で踊る。
3）フープで遊ぼう
①フープを床に当てて音
を出す。
②フープの中に体の一部
を入れる。（「あ」のつ
くところなど〉
③フープの道を歩く。
－ちらちら降る雪をイメージした
後、フープの中に体を入れる活
動となった。雪をイメージでき
る子、体の名称が分かる子など
能力差に応じられる内容であっ
た。フープの中に指定の部位を
入れるため姿勢を工夫する様子
が見られた。
4）クリスマスツリーを作｜・ 皐近な物を利用し、親子で一生
ろう
①近くにあるちのを使つ
てツリーを作る。〈ヌ
力一フ、ロー フ、フー フ、
ラッフ芯など〉
②ツリーの見学ツアー
（みんなでー列になっ
て、一つ一つのツリー
を見て回る。〉
懸命ツリーを作る様子が見られ
た。それまで消極的だった保護
者の方が、真剣に参加される様
子が見られた。
－見学ツアーでは、友達の作品を，
壊さないように慎重に歩く姿
や、ツリーを作った人を訪ねら
れて、はりきって手を挙げる子
どもたちの姿が印象的だった。
112 
5）パラシュ トーで遊ぼう卜風船の動きを楽しみながらパラ
①パラシュートに風船を｜ シユートを動かす様子が見られ
のせて動かす。 ｜ た。プログラムの最後に、参加
②風船を持ってパラシユ｜ 者全員が一体感を持てる内容と
ートの下に入る。 ｜ なっていた。
6）おしまいの会をしよう｜・保護者にも感想が聞かれだ。始
①感想を話す。 ｜ まるときに比べ表情がほぐれ、
(2）参加を終えて
楽しかったという様子が伺える
保護者が多かった。
O活動を計画するとき配慮すること
『意欲的に活動することができるように』
今回は、親子ペアのダンスから始まつだ。全体で揚を共有し、音楽にのって体ち1Qi¥
ちほぐす時間となっていた。次に、フープを使つての全体での活動、体の部位をフー
プの中に入れだり、連なったフープを歩いて渡ったりする活動であつだ。そして、ツ
リー作り、時間を掛けて個人で課題に取り組む活動であった。その後、おEいの作品
の出来映えを評価し合い達成感を感じ、最後のパラシュートで全員の気持ちが一つに
なって終了した。
揚の共有から、全体での活動、そして個人の活動、また最後に全体での活動と、体
をほぐし、ぐっと課題に入り込み、達成感で終わるという自然な、しかも意欲がもて
る展開となっていた。
『やることが分かり、工夫して活動することができるように』
横／マな道具（遊具〉を提示して課題が出され、その中でやり方を工夫する姿をたく
さん見ることができた。「フープにあのつくところを入れる」という課題では、「あ
だま」「あし」「あごJ...など一生懸命考えたり、姿勢を工夫して入れたりする姿が
男られた。「ツリーを作る」課題では、周囲のいろいろな物を集めては、立てだり並
べたりはさんだりして工夫する姿が売られた。
イメージできるゴールがあり（課題が分かりやすく〉、そこにどうやったらたどり
着けるのか考えることができる （意欲的に課題を解決していく〉活動となるようにす
る、このことは慢業づくりにおいても大切にしたい視点であると感じだ。
0活動中に配慮すること
『トラブルがあったときが、学ぶチャンス！』
活動中に思いがけないトラブルがあっ疋。ダンスをする前のかぶり物を選15i揚面で
のこと。かぶり物Id:、人鍛分ないので代わりのス力一フ等ち用意されていた。いつも
自分の思い通りにならないとパニックになる小学校高学年のBくんが、さっそく自分
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が手に入れだいサンタの帽子をみつけてそわそわし始めた。「小さい子から選ぼうか。
それとも大きい子から選ぼうか。」とメインリーダーが投げかけた。早く選ばないと
自分がほしいサンタの帽子がなくなってしまう、そう感じだBくんは、「大きい子か
ら！」を主張した。自分だったらどうするだろう、はらはらしながら見守った。「そ
れでは、みんなに聞いてみましょう。大人の人も手を挙げてくださいね。」「小さい
子から選んだらいいと思う人！…O人。」黒板に記入された。「大きい子から選んだ
らいいと思う人！…O人。」こちらも黒板に記入されだ。“決める道筋と結果”がみ
んなに分かるように示された。かぶり物は、 Jj＼さい子から選ぶことになっだ。 Bくん
の山配通り、サンタの帽子は早々になくなり、 Bくんは涙を流した。しかし、「イラ
イラしてきた」と言葉で気持ちを伝えることができた。そして、「ぼくはダンスはし
ない」という方法でそれ以上思いを通すことを我慢した。時間を掛けて状況を整理し
理解できるようにすることで、納得はできなかっだかちしれないが、“仕方がない”
と思えるような支援であった。そして、もちろん、その我慢をしっかりメインリーダ
ーは覚えていて、大きい子の手本が必要な別のプログラムのとき、一番にBくんを指
名し活躍の揚を与えた。“Bくんが活躍する揚面はここですよ”と伝える支援でもあ
った。 Bく・んは、はりきって手本を見せ、みんなから拍手をもらったD
学校生活の中にはトラブルがつきもの、トラブルが起こらないようにするのではな
く、それを生かし子どもの成長のきっかけとなるように支援すること、そして、必ず
成功（「できた！この次もがんばろう」〉で終わるように支援することが大切だと感
じた。とても難しいことだが、教師は常に頭をクールにし、適切な支援を瞬時に考え
ることが本当に大切だと感じた。
〈岡崎優子〉
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親子ムーブメント教室〈高志支援学校会場〉
( 1）プログラムについて
＜サンタがやってきた＞
プログラムの概要
1 ）ソリに乗って遊ぼう
①何人かでロープにつかまって歩く。
②タンバリンの合図で先頭を交代する。
③全体で円になり、指示〈大きく、小さ
く、ゆらゆら等〉を闘いて動く。
2）フープで遊ぼう
①友達が発表した遊び方を試す。
②二人一組でフープを持ち、音に合わせ
て動く〈風、雪、雷の音〉
③フープの色と同じスカーフを巻いだ大
人の体に、フープをかける。
3）風船を運ぼう
①好きな色の風船を選ぶ。
②自分の風船と同じ色のフープに並tS¥o
③親子二人で風船を挟んで運ぶ。
④運んだ風船をまとめて、雪だるまを作
る。
4）オーガンジーパラシュートで遊ぼう
①パラシュートの上に風船を乗せ、パラシ
ュートを持って回すo
②パラシュートを上下に振る。
③パラシュートの周りに座り、イルミネー
ションや紙吹雪を見る。
(2）講義
演題「ムーブメント教育・療法の基礎」
1 2月23日〈木〉
活動の様子より
－ロープをつかんで歩くことで、自然に子
ども同士で歩くスピードを合わせて移動
ができていた。
－指示を聞いてイメージを膨らませ、ロー
プの動かし方を工夫する様子が見られ
た。
－状況に応じて、風、雪、雷の音を聞くた
めに集中しだり、それらの給に注目した
りすることができていた。
－イメージが沸きにくい子どもち、メイン
リーダーのお手本や周りの子どもの動き
を参考にしながら活動できていた。
・親子で風船を挟む揚所をいろいろ変え、
工夫する様子が見られた。
・風船を港としても、すぐに挟み直す意欲
的な姿が見られたd
－楽しみながら風船や紙吹雪をしっかりと
追視できていた。
－リラックスして、クリスマスの雰囲気を
味わったり、イメージを膨らませたりし
ている様子が見られだ。
講師和光大学現代人間学部身体環境共生学科 小林芳文先生
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(3）参加を終えて
子ども、大人を合わせて10 O人を超えるような大集団であったが、全員が笑顔で生
き生きと活動lこ取り組んでいる様子が印象lこ残ったo 講義では、ムーブメントの基礎的
な考え方を知り、自分自身の子ども観、教師観を振り返るよい機会となった。この研修
会で得たものを、今後の自分の授業づくりに生かしていきたい。
0活動の一つ一つに明確なねらいをもっ。
浸業を者える際、ねらいを十分に意識しているっちりだったが、ムーブメントの指導
案を見て、自分の認識の甘さを痛感させられた。細かい活動の一つ一つにまで明確なね
らいをもつことができれば、授業の展開や活動をもっと子どもに合わせた意義のあるも
のにできる。日々の授業づくりで意識していきたい。
0大人と子どもが一緒に活動を楽しむ。
これまで、子どもが一人で、または子ども達だけで、活動ができるように侵業を考え
たり支援をしたりしてきたので、ムーブメントで大人と子どもが一緒に活動を楽しんで
いる姿が新鮮だったo 先達の「大人が本気で遊べないとダメだ」という言葉が頭に浮か
t5¥o同時に、ペアレントトレー二ングにちなっているそうだo 自分の視野を広く保って
いきたい。
0得意なところを伸ばし、弱いところを目立たせない。
得意な活動に取り組み、成功する。苦手な活動に取り組み、成功する（もちろん支援
を受けて〉。どちらも大切な成功体験であるが、前者は得意なことであるため、成功を意
欲にして子ども自身が課題を高めていくことが期待できる。自分の侵業を振り返ると、
子ども達がI~＼ゆくまで活動にチャレンジできる機会がつくれていただろうか。ムーブメ
ントのように、子ども達が活動に一緒に取り組む中で、その活動が得意な子ども達が我
慢せす・のびのびと力を発揮できるような授業をつくっていきたい。
0笑顔を増やし、生活のQOしを高める。
ムーブメントの参加者は皆笑顔だったo 笑顔は生活に潤いを与える。教師として子ど
も達に笑顔を与えられるようになりたいと思うとともに、個人として自分自身が笑顔で
いられる生活を送ることち大切にしていきだいと思ったo
〈黒地忍〉
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5.実践報告
｜ く自動＞件瑚った運動」 ] 
( 1 ）苅象生徒〈身体の勤きグループ〉
0高等部 1年2名、 2年3名、 3年4名
－体の動かし方がぎこちない、姿勢力T悪い、体を動かす機会が少ないなどの生徒
(2）目標
O友達と一緒にスカーフを使って、体を動かすことができる。
－友達と一緒にスカーフで体の部位を触つだり、丸めて載せだりすることができる。
・友達と一緒にスカ フーを操作したり、投げたりすることができる。
(3）活動内容
学習活動
0ストレッチ運動
く1人で〉
－上下左右に振る。
目標
－体をほぐす。
－両端を持ち、リーダー の指｜ ・体を上手に動かして、い
示する体の部位を触る。 ｜ ろいろな部位をスカーフ
・頭上に投げてキャッチす｜ で触る。
る。 ｜・スカーフから目を離さな
いでキャッチする。
く2人で〉
・丸めて、リーダーの指示す｜・ 友達と協力して、スカー
る、友達の体の部位に載せ｜ フが港ちないように姿勢
る。 ｜ を保つ。
Oスカーフを動かそう
く2人で＞
・音楽に合わせて動かす。 ｜・音楽の変化に合わせて、
（大きく ・小さく、速く ・遅＜〉｜ 体を上手に動かす。
（上下、左右、 鍋鍋底披け等〉｜ ・友達の動きに合わせる。
－投げてキャッチする。
（その揚で〉
（揚所を移動する〉
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－友達とタイミングを合わ
せる。
－友達の動きに合わせる。
(4）成果
0丸めて投げよう
く1人で〉
－遠くまで役げる。
．投げたスカーフめがけて、
フープを滑らせる。
く2人で〉
－体を上手に使ったり、ス
力一フを丸めたりして、
遠くまで投げる。
－ねらいを定めてフープを
手や脚で操作する。
・向かい合ってキャッチポー｜・友達の勤きに合わせる。
ルをする。
－上下に動いているフープのI.動いている的をねらって
中を通す。 ｜ スカーフを投げる。
・スカーフの両端を持ち、背中に触れたり、股の聞にはさんだりすることがすぐにはで
きない生徒が見られたが、 繰り返し行ったり、友達の様子を見たりすることでできる
ようになった。
－友達の背中や頭に、丸めたスカーフを載せる活動では、バランスを取って、藩ちない
ように協力する姿が見られた。
・2人で、スカーフを投げてキャッチする活動では、投げるタイミンクを合わせたり、
場所移動の際にぶつからないように相手の勤きを男て移動し疋りすることができるよ
うになった。
－どの活動ち、成功するまで、友達同士で声を掛けあったり、相手の動きを意識しだり
して、何度でもチャレンジする姿がみられた。
(5）課題
・今後ち、生徒の生活年齢や実態に合わせて、興昧、関I~＼のある活動を考えて行きたい。
・自立活動の時間だけではなく、学校での、毎朝の活動（チャレンジタイム：月～水、
金の1時間目〉で取り入れたり、家庭や地域で余暇活動のーっとして行ったりできる
ような手立てを考えていきたい。
（書川隆行、岡崎優子〉
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｜ 
く遊びの指導〉「宅配便ごっこ」
( 1 ）対象児童
O附属特別支援学校小学部 4年2名、 5年3名、 6年2名（担当教員3名〉
(2）目標
O友達と協力したり自分で工夫しだりして、お盆やパスタオルなどの道具を使って、ボ
ールや風船、友達などを運ぶことができる。
02チーム対抗のリレーゲームに友達と一緒に楽しく参加することができる。
(3）活動内容
学習活動 ｜ 目標
0ぞうきんスケートで箱を運ぼう ｜・両足がぞうきんから外れ
く1人で〉 ｜ ないように、足裏を上げ
・ダンボール箱を両手で持ち、 2枚｜ ないで歩く。
のぞうきんの上に片足すつ乗る。｜・段ボール箱を落とさない
・ぞうきんの上に乗ってすり足で進 ｜ ように、両手でしっかり
み、 5m先のコーンを回って戻｜ 持って歩く。
る0
・次の友達に段ボール箱とぞうきん
を渡して交代する。
0お盆で新聞ポールを運ぼう
く1人で〉
・5m先の新聞ポールを取りに行
き、お盆にたくさん載せる。
－お盆に新聞ボールを載せて、スタ
ートに戻る。
・運んだ新聞ボールをチームのかご
に入れて、次の友達と交代する。
－お盆の上にだくさんの新
聞ポールが載るように工
夫する。
－新聞ボールがお盆から落
ちないように、持ち方や
歩く速さを工夫する。
0パスタオルで風船を運ぼう ｜・風船がパスタオルから落
く3人で＞ ｜ ちないように、友達と協
・広げた状態のパスタオルを3人で｜ 力してパスタオルを持
持って5m先の風船を取りに行｜ つ。
き、パスタオルに風船をたくさん｜ ・パスタオルを一緒に持つ
載せる。 ｜ ている友達と同じペース
・パスタオルに風船を載せて、スタ ｜ で進めるよう、歩く速さ
ートに戻る。 ｜ を調節する。
・運んだ風船をチ－bのかごに入れ
て再び風船を取りに行く。
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(4）成果
0シーツで・・さんを運ぼう ｜・シーツのよの友達を目的
く3人で＞ ｜ 地まで速く運べるよう、
・広げた状態のシーツに友達を乗せ｜ 友達と協力して引っ張つ
て、 5m先のコーンまで引っ張つ｜ たり、押したりする。
て運び、戻る。 ｜・シーツから藩ちないよう
・シーツに乗る友達を交代して再び｜ に、引っ張っている友達
引っ張る。 ｜ の動きに合わせてパラン
スを取る。
0キャスターボードでポールを ｜・かごの中にたくさんのボ
運ぼう ｜ ー ルが入るように工夫す
く1人で〉 ｜ る。
－キャスターボードを引っ張って51・ボールがキャスターボー
m先のポールを取りに行き、ボー ｜ ドから落ちないように、
ドの上のかごに入れる。 ｜ 紐を引っ張る力や歩く速
・キャスターボードにボールを載せ｜ さを調節する。
て、スタートに戻る。
－ポールをチームのかごに入れて次
の友達と交代する。
・ぞうきんスケートやお盆、 毛布、シーツ、キャスターボードを使う際、上に載せた物
を落とさないように、持ち方や進む速さを工夫する姿が見られだ。
－複叡人で取り組む活動では、「引っ張って！」や 「持って！」と同じチームの友達同士で
声を掛け合う姿が見られた。
－自分のチームが勝つことを意識して、より多くのボールや風船を運ぼうとしたり、素
早く行動して速く運ぼうとしたりする姿が見られた。
(5）課題
・1人で行う活動では、他の児童が友達の取り組む姿に注目することが難しく、結果と
して、待っているだけの時間になりがちであつだ。今後は、友達の活動をただ見るの
ではなく、全員の児童が積極的に関わっていくことができる役割について考え、それ
ぞれが役割を持って楽しく活動に参加することができるようにしていきたい。
－使用する道具や運15＼物の種類がバラバラで、目標とする活動が児童に伝わりにくい揚
面が見られた。今後は、児童にとって分かりやすいプログラムの流れや必然性につい
て考え、児童が意欲をもって、自ら活動に参加することができるようにしていきたい。
〈竹脇里織〉
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